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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ　ツクヨミの見る空は紅あかく









　それは恋こいだったのだろうか？

　それとも愛だったのだろうか？




　月には兎うさぎが住むという。

　心優やさしい兎が、行き倒だおれの老人にその身を焼いて差し出して、その優しさにいたく感動した神さまが、兎を月に移したそうな。




「ほんとうは……ほんとうは月に住んでるのは、もっと別の、すごく嫌いやなモノだけど」




　でも、そう言いながらも私わたしは、その心優しいウサギのお伽とぎ話ばなしに、少しだけ微ほほ笑えんで月を見上げる。老人のために命を捨てて、その身を焼いたウサギの気持ちに少し、思いを馳はせる。

　命を失ってさえ尽つくしたいというその気持ちは、恋だったのだろうか？

　それとも愛だったのだろうか？




「あいつのことが好きなのか？」

　と、彼が聞いた。

　それに私は振ふり返る。

　するといつも優しい顔をしている彼が、今日はひどく、悲しそうな顔で立っていて。

「…………」

　でもその日、なぜか私はその彼よりも、夜空に光る月のほうが気になってしまう。

　兎が住むという月が。

　優しい兎が住むという月が。

　月が満ちていく。

　月が欠けていく。

　永遠に繰くり返されていくそれを眺ながめているといつも、私は少し、悲しい気持ちになる。

　まるで自分を。

　永遠な孤こ独どくの中にいる自分を見ているようで。

「…………」

　とそこで、もう一度彼が聞いた。

「答えてくれ。おまえは、あいつのことが好きなのか？」

　その問いかけに、

「……うん」

　と、私はうなずく。

　少しだけためらいながら、顔を赤らめて、うんっとうなずく。

　すると彼は、ますます泣きそうな顔になる。月つき影かげの下、彼は泣きそうな顔になる。

「じゃあ」

「…………」

「じゃあ、僕ぼくはどうなる？」

「……それは」

「見捨てるのか？」

「…………」

「嘘うそだろう？　冗じよう談だんなんだろう？　本当に、本当にあいつのことが……」

「好きよ」

　と、もう一度、今度ははっきりと私は言った。自分に確かく認にんするように。自分の気持ちを、確認するように。

　それに彼の顔は泣きそうに歪ゆがむ。私とは対照的に、ひどく、ひどくひどく、寂さびしそうに歪ひずむ。

「なぜ、あんな奴やつを……」

「…………」

「ただの人間だぞ？」

「…………」

「愚おろかで、矮わい小しような、人間なんだぞ？」

「でも……」

　と、私は答える。

「でも、少なくとも私たちよりは、汚よごれていない」

　だから彼に恋をした。

　だからこそ、彼を好きになったのだ。

「君は汚れてなど……」

　が、私は笑う。

　彼の言葉を遮さえぎって、私はまるで、自じ嘲ちようするような笑みを浮うかべる。嘲あざけるような、それでいて、泣きそうな笑みを浮かべる。

「……あは、優しいのね。あなたは……あなたはいつも優しい。でも、見てよ。この汚れた体を見てよ。この、汚れきった体を見てよ」

　そう言って、私は両手を広げた。

　自分の体を、開いて見せた。

　長く伸のびた、薄ラベ桃ンダー色の長い髪かみに、染しみ一つない純白の肌はだ。長い手足に、薄うすく膨ふくらんだ胸。

　確かに見てくれは。

「…………」

　見てくれだけは綺き麗れいかもしれない。

　だけどその、中身は──

　永い、永い、永い、あまりに永い孤独の中で、ひどく暗く、汚きたなく、蝕むしばまれてしまっている。

　それは月が満ちていくごとに。

　それは月が欠けていくごとに。

　呪のろいが、進んでしまうから。

　だから彼女は、笑う。

　悪いた戯ずらっぽい真しん紅くの瞳ひとみに、涙なみだを一杯ぱいに溜ためて、笑う。

「……もう、辛つらいのよ。もう、寂しいのよ。だから……だから終わりにしなきゃ、バールスクラ」

　と、私は彼の名前を呼んだ。

　すると彼は、やはり、ひどく悲しそうな顔で言う。

「僕は最後の刻ときまで、君と一いつ緒しよにいたい」

　しかし私は首を振る。

「最後の刻を共にする相手は……自分で選びたいの」

「そしてその相手は、僕じゃない？」

「ええ」

「君が最後の刻を過ごす相手は、あの人間というわけだ」

「ええ」

「彼のために……あんな人間のために、君は死ぬつもりか？」

「そう」

「間ま違ちがってる」

「そうね」

「君は間違っている」

　その、言葉に、

「私もそう思うわ」

　と言ってから、私は笑った。やはり悪戯っぽい瞳で。少しだけ楽しそうな、嬉うれしそうな顔で、私はバールスクラに向かって、笑った。

　かつての愛人に。

　かつての親友に。

　かつての親に。

　かつての子に。

　かつての主に向かって、私は悲しげな、それでいて嬉しそうな顔で笑いかけて、言う。

「でもね、バールスクラ。私は彼を……大たい兎とを、本当に愛してるのよ。それはもう……」







《それはもう、永遠に続くこの体が、消えて、なくなってしまってもいいほどに……》







　月が満ちていく。

　月が欠けていく。

　だがその月は、赤い。

　血のように紅あかい。

　それはいっそ禍まが々まがしいほどに、暗く、深く、真紅の色に染まっていて。

「…………」

　それを眺ながめているといつも、私は少し、悲しい気持ちになる。












　　　第一章　襲しゆう来らい









　人間、高校生にもなると、そりゃやっぱいろいろと複雑なこともあると思う。

　初めての彼女やら。

　初めてのキスやら。

　初めての、あ～、なんか、そういうこととかさ。

　とにかく中学のころは、ぼんやりと高校生になったらそんなようなこともあんのかなぁとか、思っていたりした。

　なんかその、大人っぽいことっての？

　彼女ができて、一いつ緒しよに登校してみたり、私お弁当作ってきたんだ食べて～[image: ]だの、海辺を走ってあはは～うふふ～ってあほかよおいとかね。

　ま、そんなよーなことがあるんじゃないかと、うっすら夢む想そうしたりした。とりあえずなんか楽しいことがあるんじゃないかと、ちょろっと想像したりした。

　でも。

「…………」

　でもその、高校生活が。

「…………」

　まさかこんなにも殺さつ伐ばつとして、緊きん張ちよう感かん溢あふれるものだとは、鉄くろがね大たい兎とは思ってもみなかった。

　それは昼休みに起きた。

　その、殺伐として緊張感溢れる事件は、昼飯時に起きてしまった。

　四時間目の数学が終わり、チャイムが鳴った、直後。

　突とつ然ぜん、少女が言ってくる。

「ねぇね、大兎。今日もお昼、購こう買ばいでパン買うの？」

　それに、

「んぁ？」

　と、大兎は横を向く。そして声をかけてきた、教室の隣となりの席に座すわっている少女のほうを見る。

　綺き麗れいな黒くろ髪かみのミディアムに、黒目がちな大きな瞳ひとみ。チェック柄がらのプリーツスカートと、宮みや阪さか高こう校こうのセーラー服。

　幼おさな馴な染じみの、時し雨ぐれ遥はるかだ。

　彼女とは小六からずっと家がお隣さんで、おまけにこの春から入学した宮阪高校でも隣の席という腐くされ縁えんの幼馴染みなのだが、その遥が、なにかを企たくらんでいるようなちょっと嬉うれしそうな顔でこちらを見つめてきて、

「ねぇね、ねぇね」

　とうるさく言ってくるので、

「……だからなによ？」

　大兎はそう、聞いた。

　すると遥がもう一度言ってくる。

「だから大兎は今日もお昼、購買でコロッケパン買うのかなぁ？　って聞いてるの」

「昼飯？」

「うん」

「ああ、そうだなぁ、買ってこようと思ってるけど……あ、おまえもなんか購買で買ってきて欲ほしいってこと？　俺おれにパシってこいって？」

　と、大兎がちょっといじわるな顔で言うと、遥はあっさりうなずく。

「当ったり～。さあパシりんぐ大兎君。この遥さまのためにオレンジジュースを買ってきなさ～い」

「ってまじでパシリかよ。いやまあ、ついでだから買ってきてもいいけどさぁ。じゃあ金よこせ」

「おごりで！」

「はぁ？　おま、ざっけんなよ？」

　すると遥はそれに嬉しそうに笑う。

「なーんてのは冗じよう談だんとして」

「じゃあ早く金よこせよ」

「とは言うものの、君に金はやれんなぁ」

　という、突然の彼女のウザい口調に大兎は半眼で言った。

「ええと、なに？　おまえなにがしたいの？」

　するとまた、彼女は笑う。そして、

「なにせわたくし、食事中にオレンジジュースは飲まない派ですから！」

　とか、なんかどこぞのＣＭでありそうな説明臭くさいセリフ回しでわけのわからないことを言いだす。さらに鞄かばんから小さな水すい筒とうを取り出すと、こちらにバーンと見せ付けてきて、

「そんな私は断然お茶派！」

「って知るかよ」

「ええっ!?　知ってるくせに～」

「……いや、あ～、そりゃ何年も幼馴染みやってりゃ知ってるけどさぁ……でもいったいおまえ、さっきからなんの話をしてるわけ？　俺に購買でなんか買ってきてほしいとか、そういう話じゃないの？」

「違ちがいます」

「じゃあなによ？」

　と、大兎が聞くと、彼女はなぜかまた、意味不明で不敵な笑えみを浮うかべる。こちらを見る。くりくりとした、黒目がちなかわいい瞳でこちらを見る。

　そして、言った。

「あのね」

「うん」

「今日ね、私、たまたま朝早起きしちゃってね」

「ふむ」

「よーし、じゃあ今日はちょっと手の込こんだお弁当作るぞーと思ったらちょっと作り過ぎちゃってね……」

　と、そこまで彼女が言ったところで大兎は、

「…………」

　目を、大きく見開いた。

　さらに体をちょっと、硬こう直ちよくさせた。

　なぜなら、気づいてしまったから。大兎は気づいてしまったから。

　あきらかに。

　あきらかにいまここで、ものすごく大変な事件が起きようとしていることに、彼は気づいてしまったから。

「…………」

　というかもう、この、クラスにいる全員が、いまここで起ころうとしている大変な事件に、気づいてしまっていると思う。いや、昼休みにちょっとかわいい幼馴染みの女の子がお弁当作り過ぎちゃったとか言いだしたらそりゃ、もう、やばいだろ？　超ちようヤバイだろ？　だってこの展開だともう、間ま違ちがいなく──




　はい大兎、手作り弁当だよ～。

　　　　↓

　それを見たクラスの連中からのヒューヒュー爆ばく弾だん。

　　　　↓

　カップル成立!!




　みたいな流れになってしまうこと間違いなしで。おまけに遥はなにげにクラスの男子に人気があるからてめぇ大兎なに調子こいてんだよ幸せ者はこれでも食ってろとか言われて机の中をカビの生えた焼そばパンだらけにされちゃったりしておまえらそれイジメだぞイジメって言うんだぞ？　と叫さけんでも幸せ者にはなにしてもいい法律があんだよ昨日制定されたんだよ！　とかわけのわからないこと言われたりね、そんなことになる可能性もあるぜこれ、とか、そんなことを悩なやむ、楽しい高校生活。

「…………」

　そんな楽しい高校生活を──中学のころ、大兎はうっすら想像していた。

　そんなくだらないことで悩める、普ふ通つうの、楽しい高校生活を大兎は想像していた。

「…………」

　だが、実際の高校は、違った。

　実際の高校生活は、まるで別ものだった。

　どこでどうボタンをかけ違えたのか、どういうわけか彼の人生は突とつ然ぜん、百八十度歪ゆがんで、軋きしんで、異お常かしくなってしまって。

「…………」

　とそこで、遥が言う。

　そのいつの間にやら異お常かしくなってしまった日常に、まるで気づいていない、かわいらしい楽しそうな声こわ音ねで、遥が言ってくる。

「だから大兎の分もおべんと作ってきちゃいました～。ありがたく召めし上がりなさ～い」

　とかなんとか、女の子が男の子にお弁当を作ってくる、なんてのが世間の目からはどう見られるのかをあきらかにわかっていない顔で遥が言ってきて。

　それに案の定クラス中が騒そう然ぜんとなる。ヒューヒュー言いだす。何人かはもう、すでにカビた焼そばパンを用意しようと決意したような顔をしている。それに大兎は、困ったような顔で周囲を見回す。

「…………」

　しかし。

　しかし実際のところは、その、すべてがいまの大兎にはどうでもよかった。

　なぜなら本当の事件は。

「…………」

　本当の事件はいま、別の場所で起こっていたから。

　大兎はふと、目を教室の天てん井じように向ける。

　なんの変へん哲てつもない、普通の、蛍けい光こう灯とうが四本つけられた白い天井。

　しかしその白い天井の中を、泳いでいくかのように黒い蛇へびの影かげが動いている。蛇の姿はない。ただ、影だけが、天井の表面を這はいまわっている。いつ、どこからソレがきたのかは、わからなかった。いつの間にかソレは教室の中にいて。教室の白い天井を泳ぎまわっていて。そしてその影が、ゆっくりと天井から壁かべへと下りてくる。そのまま黒板へ移り、床ゆかへと移り、教室の中央までふわふわーと泳いでくる。
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　そして一いつ瞬しゆん。

　ほんの一瞬だけ、床から飛びだした。

　それからこちらを向いて、大兎と、遥のほうに、

「ちょっとちょっと～、さっきから夫ふう婦ふでいちゃつきまくるの、やめてよねぇ～」

　とか、嬉うれしそうに言ってきていた、酒さか井いさとみという名の女の子の全身を覆おおう。さとみが、きゃっと悲鳴を上げるような顔になる。しかし声は響ひびかない。影が少女にまとわりつき、一瞬にして、床へと戻もどる。するともう、教室の中にさとみの姿はない。

　しかしそれに、教室の中の誰だれも気づかない。

　あまりに一瞬の出来事で、誰もそれに気づかない。

　とそこで、一人の少女が言った。

「あれ、さとみは？」

「え？　さっきまでそこにいたけど……あれぇ、トイレかな」

「一いつ緒しよにおべんと食べるって言ったのに」

「すぐ戻るよきっと」

　と、そんな会話が交かわされるが、大兎は知っている。このまま放ほうっておけば、酒井さとみはもう二度と戻ってはこないことを、大兎は知っている。

　というかもう、十数分前、四時間目の数学の授業の最中から、あの蛇が現れることを大兎は知っていたのだ。

　数学の授業中、突然ケータイにメールがきた。メールの送り主はこの学校の生徒会長様である紅くれない月げつ光こう君で。そのメールには、こうあった。

『奴ど隷れいどもへ伝令。昨日の晩、生徒会室に異次元から妙みような蛇が侵しん入にゆうしてきていたことが判明した。見つけ次し第だい捕ほ獲かくしろ』

　それに大兎はすぐにメールを返した。

『はぁ？　突然なんだよそれ？』

　するとすぐに返事があった。

『日本語が読めないのか？　雑ざ魚こが』

『誰が雑魚だって？』

『おまえだ』

『てめぇに雑魚呼ばわりされる覚えはねぇぞ？』

『事実を言っている』

『ざっけんなって。だいたいなんで俺がおまえの命令聞かなきゃいけねぇんだよ。勝手に俺を生徒会委員にするんじゃねぇ。殺すぞ？』

『殺す？　雑魚が俺を殺す？　はは、笑わせるな。だいたい誰がおまえのクソな命を助けてやったと思ってるんだ。犬ですら恩を受けたら忘れないというのに、おまえは犬以下かこのタコが』

『助けてくれなんて頼たのんでねぇだろがボケが』

『ボケはおまえだ』

『てめぇだ』

『おまえだ』

　という小学生ばりのやりとりを数学の授業中に数回繰くり返したあと、最後にあのむかつく生徒会長様からこんなメールがあった。

『まあ、別に手伝わなくてもいいがな。ただ一つ言っておく。蛇は人をさらって、喰くうぞ？』

　紅月光はそう、メールしてきた。

　そしてその、メールの通り、妙な蛇がいま目の前で、クラスメイトを連れ去ってしまって。

　その、あきらかに普ふ通つうの高校生活ではありえない光景に、

「……くそ、ほんとに喰うのかよ」

　と言って、大兎は立ち上がる。それから影の蛇を追いかけようとする。

　するとその大兎の動きに、当然、鞄かばんからお弁当を出しかけていた遥が、え？　と驚おどろいたような顔になる。続いて周囲のクラスの連中も、あら、ちょっとからかいすぎたか？　みたいな顔で急に黙だまってしまって。

　それに大兎は慌あわてて、

「……あっと、えっと、これはそういうことじゃなくてね……ええーっと、あの、は、遥ごめん。ちょっと生徒会の仕事があって、俺、昼休み生徒会室にいかなきゃいけないんだよ。だから昼飯食う時間がちょっとないっていうか……」

　と、言った瞬間に、まずったと彼は思った。あきらかに思いっきりまずったと、彼は思った。

　だって、ついさっき自分で、購こう買ばいでパン買うって言ったばっかりなのだ。なのに生徒会の仕事で昼飯食う時間ないってどういうことだよ！　それじゃあまりにあからさまに、おまえの弁当食いたくないのでとりあえず言い訳してますみたいな感じに聞こえちゃうじゃんかよアホか俺！

　と、大兎は顔をしかめそうになる。

　だがその、大兎が顔をしかめるよりも早く、遥の顔が悲しそうに歪む。ちょっとだけ。ほんのちょっとだけ傷ついたような顔になる。うわこれやべぇと思ってさらに大兎が言い訳しようとするが、しかし、その大兎の言い訳よりもさらに早く、遥が笑え顔がおになる。

　なぜか笑顔になる。

　そして。

「あ、あ、そうなんだ！　そういえば大兎ってば、生徒会委員になったんだよね。生徒会の仕事じゃ仕方ないね！」

　と、もう、ほんとうになにも気にしてないよとばかりの顔でにこやかに彼女は言う。鞄から出しかけていたお弁当を、再び鞄に押おしこもうとする。

　それに。

「いや、おまえちょっと誤解……」

　が、そこで突とつ然ぜん。

「大兎いる～？」

　という、女の子の声が響いた。

　それにクラスの生徒たちの視線がすべてそちらに向く。大兎もそちらを見る。声がしたのは、教室の入口。その教室の入口から、一人の女の子がひょいっと顔を出して、こちらをのぞきこんでいる。

　赤のプリーツスカートに、やはり宮阪高校のセーラー服を着込んだ女の子。

　日本人には絶対にありえない、光の加減できらきらと七色に輝かがやく薄ラベ桃ンダー色の長い髪かみ。まるで陶とう器きかなにかのように影かげのない、真っ白な肌はだ。つんと高い鼻に、艶つやのある、綺き麗れいなピンク色の唇くちびる。スタイルのいい細ほそ身みの身体からだ。悪いた戯ずらっぽい真しん紅くの瞳ひとみ。

　その彼女の姿を見て、教室にいた生徒たちの誰もが、息を飲む。あまりに人間ばなれした彼女の美しさに息を飲む。

　彼女の名前は、沙さ糸いとヒメア。

　つい一週間前にヨーロッパの小国からこの学校に転校してきたハーフの美人なのだが、その、彼女がきょろきょろと教室の中を見回してから、真紅の瞳をこちらに向ける。

　すると彼女の綺麗な顔が、嬉うれしそうに輝く。こちらに手を振ふって、

「大兎おはよ～！」

　と言う。

　それに大兎は顔をしかめ、

「ま～たおまえ、どうしてそう最悪のタイミングで入ってく……」

　が、その言葉を遮さえぎってヒメアが続ける。

「また今日も一いつ緒しよにお昼食べるぞ、お昼！　今日は月光に金をもらったから、私がコロッケパンを買ってみた！」

　と、彼女は手に持っていたコロッケパンを掲かかげる。嬉しそうにコロッケパンを掲げる。

　そしてその瞬しゆん間かんに。

「…………」

　その瞬間にもう、クラス中の空気が一気に凍こおりついたのを、大兎は感じた。もう絶対零れい度ど以下の温度まで一気に凍りついたのを感じた。

　それに大兎はもう、震ふるえだしそうになる。そして思う。中学のころに想像してた高校生活とはこれ、あきらかにだいぶ違ちがうなぁとか、思う。ってか、なにこの展開。ハーレムとか、そういうやつ？　ほら、漫まん画がとかでよくあるじゃん？　萌もえやらラブコメやらで、平へい凡ぼんな男の子がかわいい女の子に囲まれてハーレムとか、そういうやつ、あるじゃん？　で、女の子同士が「○○くんは私のものなんだからね！」とか言いあいして自分を取りあって、もうまいっちゃうなぁうへへ～とか、そういうのマガジンにもジャンプにも一本ぐらいは連れん載さいされてて読んだことはあったけど。

「…………」

　とそこで、大兎は横目で遥のほうを見る。手作り弁当を鞄に押しもどして、笑顔だった遥のほうを見る。

　すると彼女の目に、少し、でも、まばたきしたらもうだめになっちゃうくらいの涙なみだが溜たまってるのが見えて、もう、あきらかに漫画の女の子たちみたいに「○○くんは私のものなんだからね！」なんて怒ど鳴なれそうな元気がありそうには見えなかった。

　おまけに周囲の女の子たちは大兎に向かって殺意溢あふれる視線を向けてきていて。

　男子たちは、あきらかにハーレムでうらやましいであろうはずの大兎を、もう、気の毒そうな目で見てきていて。

　それに大兎は。

　大兎は、

「……あ～、その……」

　と言った。

　だがその瞬間、

「あ～じゃねぇよおまえ！」

　と、女の子たちが怒鳴った。女の子とは思えないほど低い声で怒鳴られた。

　それに大兎はびくっと震えて、いやいやだからほんと、こんな展開漫画とかで読んだことないよ？　高校生活がこんなふうになるなんて中学のころ想像したこともなかったよ？

　と、がくがく震える。

　おまけにもう、あまり時間もないのだ。いま、ちょっと恋れん愛あいのいざこざみたいなのでがくがく震えてるけど、これに対処してる暇ひまは、あまりないのだ。

　なんせ、人が一人、いま、殺されかけているのだ。

　妙みような蛇へびが、女の子さらって喰おうとしているのだ。

　それを大兎は、助けにいく必要があるのだ！

「ってそれどんな高校生活だよ！」

　と大兎は小声でうめいてから、うんざりと天てん井じようを見上げる。それから影の蛇が出ていったほうを見る。蛇は教室の後ろ側の扉とびらから出ていったはずで。

　つまり、大兎は教室の後ろから出ればいい。

　ヒメアがいる教室の前方の扉ではなく、後ろから出ればいい。

　それを確かく認にんしてから、

「あ～」

　と、大兎は言った。

　するとまた、

「だからあ～じゃねぇって言ってるだろ！　遥にあやまりなさいよ！」

　と、クラスメイトの女の子が怒鳴って。

「もう女の子をもてあそぶのやめて、白黒はっきりつけなさいよ！」

　と、もう一人の女の子が叫さけんで。

　しかし大兎はそれにびくびくしながら、無視する。遥のほうを見る。一生懸けん命めい涙をこらえている遥のほうを見る。そして、

「遥」

　と言う。すると彼女は、

「う？」

　と、中ちゆう途と半はん端ぱな答えを返す。こちらを見上げる。見上げたことでちょっとだけ涙が大だい丈じよう夫ぶな感じになったのか、一度まばたきをする。長いまつげに涙の滴しずくがつくが、それは見なかったことにする。

　その、遥の顔を見て、

「あの、べんと、ありがと。生徒会室で食べるから、くれる？」

　と言う。それに遥が今度こそ泣きそうになるが、もう、あまり時間がないので、勝手に彼女の鞄かばんを開けて、弁当を取り出し、駆かけだす。

　それに、

「ちょっと逃にげるの!?　鉄くん!!」

　と、女の子たちが叫ぶが、それも無視。

　ってか、これきっと、あとでイジメとかに発展すんじゃねーの？　クラス全員にシカトとかされちゃうんじゃねーの？　とうんざりしながらも、とりあえず彼は走る。

　後ろの扉から教室を飛びだす。

　するとそれに、ヒメアがついてくる。軽い足どりで大兎に追いついてくる。そして彼女はひょいっと彼の顔をのぞきこんでくると、

「おっはよ、大兎」

　と言った。

　それに大兎は、天井を見上げながら答える。廊ろう下かの天井を、泳ぐようにしてすごい速さで逃げていく蛇を見上げながら、答える。

「おはよヒメア。まあおはよーって時間じゃ全然ないけどね。あんま授業サボると怒おこられるぞ？」

　するとそれに、ヒメアがこちらを見上げる。相変わらずの悪いた戯ずらっぽい真しん紅くの瞳ひとみを少しだけ驚おどろいたように大きくして、

「え？　え？　授業ってなに？　この建物で、どっかの偉えらい学者が講義でもしてるの？」

　なんてことを言ってきて、それに大兎は、めんどくさそうに顔をしかめる。

　そうなのだ。

　このハーフの美少女には、まるでこの日本の常識というものが、通じないのだ。

　なんでも彼女は、先日クーデターが起きて亡なくなってしまったヨーロッパの小国、ピレーネ皇国とかいう国の王族の血を引いているらしく、父親は日本人だからどうやら日本語は喋しやべれるらしいが、向こうで育ったためにまだ、こちらの常識がまるでわからないらしい。だからみんな優やさしくしてあげるように～──なんて触ふれこみでうちのクラスに入ってきたのだが。

　その、ヒメアが言う。

　彼女も、大兎が見上げている天井を泳ぐ蛇の影かげを見上げ、しかしなぜかまるで驚く様子も見せずに、

「あ、じゃああの蛇の影みたいのが学者の先生？　確か『ムマの沼ぬま』に棲すむ邪ナー蛇ガは深い智ち慧えの実を溜ためこんでるってのは聞いたことがあるけれど、ここって講義に邪ナー蛇ガを呼んでるの？」

　などと、まるでわけのわからないことを話し始めて、大兎は言った。

「はぁ？　ナーガ？　なにそれ？　ヒメアいったいなんの話を……」

　が、言葉はそこまでだった。

　女の子をさらって天井を逃げていた蛇の影が、後ろを追いかけているこちらの存在に、気づく。蛇の頭がこちらを振ふり向く。女の子をさらったときと同じように、影が天井から飛びだす。もの凄すごい速さで飛びだす。あ！　と、大兎は叫ぼうとしたが、それすら間に合わない。蛇の頭が大兎の首に喰くらいつく。顎あぎ門とを閉じる。ギュバとか、わけの分からない音が上がって、自分の首が体から分ぶん離りするのがわかる。激痛もそこそこ、そのまま首が宙を舞まう。視界もくるくるとまわる。廊下に首は落ち、遅おくれて大兎の体も床ゆかに倒たおれる。

　そして大兎は。

「…………」

　大兎は、あっさり死んだ。

　首と体が離はなれて、生きていられる人間などいない。

　そのまま蛇へびは逃げていく。廊下の角を曲がって、姿が見えなくなる。

「え？　え？　なにこれなにこれ？」

　と、驚いた声を上げながら、ヒメアも足を止める。廊下を見おろす。床に転がってしまった大兎の生首と、死体を見下ろす。

　普ふ通つうの女子高生ならここで、悲鳴を上げるだろう。同級生が生首死体になって床に倒れているのだ。きゃあああああとかいう悲鳴の一つも上げるのが普通だ。

　だが彼女は別段驚いてもいないような顔で、

「大丈夫？」

　なんて聞いてきて。

　それに死んだはずの生首な大兎は、

「いやいや生首で大丈夫なはずないでしょ？」

　と、答える。そのまま彼はひょいっと起き上がる。もちろん体に首がついていないから、首のない、体だけが起き上がる。続いてその首なしな体が動いて床を探さぐり、首を拾う。首を体にくっつける。するとギュギュという妙みような音がして、あっさり体に繋つながってしまい、

「おっし、生き返った」

　なんてことを、言う。

　普通の人間なら二百八十七パーセントくらい死んでるような状じよう況きようから、彼はあっさり復活して、

「しっかしあの蛇、女の子さらうだけじゃなくて、攻こう撃げきしてくんのかよ！　そんなん学校ん中うろついてたら超ちようやべーじゃねぇか」

　なんてことを言う。

　さらに慌あわてて周囲を見回す。こんな光景を他の生徒に見られた日には、蛇よりてめぇのほうが全然化け物だろおおおおとか叫ばれて、ＦＢＩやらＣＩＡやらモルダーやスカリーの一人や二人はやってきそうなものだが──しかし幸いなことに、こちらに気づいた生徒はいないようだった。というか廊下に出ている生徒自体が少なかった。みんな、昼飯真っ最中なのだろう。

　それに大兎はほっと安あん堵どの息をついてから、ヒメアのほうを見る。

　普通の女子高生なら泣いて叫さけんで助けてママ～とか言いだしそうな光景を見てしまったはずの彼女のほうを見る。

　するとこの、ヨーロッパからきたというハーフの美少女は、どういうわけか楽しそうに大兎のほうをにこにこと見ていて。

「…………」

　ってか、彼女を見れば見るほど、いくらハーフだからってこんな薄ラベ桃ンダー色の髪かみと真紅の瞳をした人間がいるわけねーだろが！　と大兎は突つっこみたくなるが、しかし一応担任とクラスメイトは彼女がハーフの美少女だというプロフィールを、信じているらしい。

　とても人間とは思えないほど美しいこの少女を。




　いや、本当に人間ではない、この少女を。




「どしたの大兎。いま千切れた首、まだ痛い？」

　と、彼女は言って、微ほほ笑えむ。かわいらしい唇くちびるを開いて、彼女は微笑む。すると彼女のピンク色の唇の奥おくに、ほんの少しだけ見える。

　小さな、しかし、人間には絶対に生えていない、牙きばが、見える。

《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメア。

　それが彼女の本当の名前だった。

　ヨーロッパ出身なんかじゃない、ハーフでもない、『人』ですらない彼女の、本当の名前だった。

　その《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアがそっと、こちらに手を伸のばしてくる。嬉うれしそうにこちらに手を伸ばしてくる。愛いとおしそうにこちらに手を、伸ばして、

「…………」

　そしてついさっき、千切れたばかりの大兎の首筋に触れる。

　九年前、彼女が牙を突き立て、『毒まじゆつ』を注そそぎ込こんだ首筋に触れる。

　九年前、彼女が『契けい約やく』を注ぎ込んだ首筋に触れる。

　その『毒まじゆつ』によって、大兎も普通の『人間』ではなくなってしまった。

　条件付きで、死ねなくなったのだ。

　９００秒間──つまり十五分の間に連続して七度殺されない限り、決して死ぬことがないという奇き妙みような呪のろいを彼は体に施ほどこされた。

　そして二人は永遠を誓ちかい合ったのだが、なのに彼女は突とつ然ぜん化け物にさらわれてしまい、しかし大兎は彼女の存在自体を何年も忘れていて。彼女が泣き叫んでいても忘れていて──とかなんとか、ええと、説明しだすととにかくいろいろとあったのだが、まあ、いまはとりあえずそれどころじゃなかった。

　なんせいま、平気で人間の首を喰くい千切るうえに、女の子をさらう兇きよう暴ぼうな蛇が学校内を暴れまわっているのだ。それを追いかけてなんとかしないと、大変なことになってしまうのだ。

　ってなわけで。

「だぁもう、俺の平へい凡ぼんな高校生活はどこへいったのかねぇ」

　とかうんざりと言いながらも、大兎はズボンのポケットからケータイを取り出す。開く。それからアドレスの『む』の行を出す。するとそこに『ムカツクバカ紅月光』という項こう目もくがあって、そこにカーソルを合わせて通話ボタンを押おす。しばらくコール音が鳴ったあと、液えき晶しように通話の文字が出る。ケータイに耳をあてると、向こう側からムカつく馬ば鹿かの声がする。

『なんだ？』

　それに大兎は答える。

「見つけた」

『蛇をか？』

「ああ」

『捕つかまえたか？』

「いや、逃にがした」

『ちっ。無能は生きてるだけで迷めい惑わくだな』

「[image: ][image: ]ん!?　じゃあてめぇ一人で捕まえろよ！」

『いいから状じよう況きようをさっさと説明しろクズが。いまおまえはどこにいる？』

「んぁ？　あ～、俺のクラスの前の廊ろう下かを、階段のほうへ走ってる」

『なら三階か』

「ああ」

『蛇は別の階へ移動したな』

「たぶん」

『なら俺は四階へいく。おまえは二階へ下がれ。そして見つけ次し第だい、殺せ』

「いやいやいやちょっと待てよ。あの蛇、うちのクラスの女一人さらってんだよ。もし殺したらその子も一いつ緒しよに……」

　が、それを遮さえぎって月光が言う。

『一人じゃない。現在、行ゆく方え不明者二十三人だ。パニックになっていないのは俺が教師を抑おさえ、消えた者どもを早退扱あつかいにしてるからだ。だが安心しろ。ゲインヴィックは死ねば消化してない分は吐はきだす』

「消化してない分ってなんだよ！」

『言葉通りだ。クラスメイトがまだ消化されてないことを祈いのれ』

　とそこで、通話が切れる。

「勝手に切んじゃねぇよ！」

　と怒ど鳴なって、大兎もケータイを閉じる。ポケットに戻もどす。

　するとヒメアが背後から、

「月光の声聞こえた～。さっきの蛇へび、邪ナー蛇ガじゃなくて、『蛾ゲイのン大ヴイ蛇ツク』なんだ」

　なんてことを言ってきて、彼は振ふり返る。

「ヒメア、知ってんの？」

　すると彼女はこくんとうなずく。

「知ってるよ、わりと有名だし」

「結構やばい奴やつ？」

　が、それには首を振った。

「ううん。別にそんなやばくないかな～。確か『蛾ゲイのン大ヴイ蛇ツク』は人食べて栄養補給したら、羽生えて飛んで巣に帰っちゃうって聞いたことあるから、無害だよ。それより大兎、早くお昼食べにいこうよ！　私たちも栄養補給！　栄養補給！」

　とか、やはり人とは思えないほどかわいらしい、輝かがやくような笑え顔がおでヒメアが言い、手に持ったコロッケパンを掲かかげてきて。

　それに大兎は、

「それ全然無害じゃねぇええええええええええええええええええええええ!?」

　思わず叫んだ。

　しかしヒメアは大兎の言葉などまるで無視で嬉しそうに続ける。

「このコロッケパンとかいうの、ほんと美お味いしいよねぇ。人間が食べるものなんて低てい俗ぞくで汚きたならしいと思ってたけど、大兎が教えてくれる食べものはみんな好き」

「いやだからね、いまはそんな場合じゃ」

「あのヤマソバパンとかいうのも美味しかったし！」

「焼そばパンね」

「それそれ」

「あの、だからいまは……」

「大兎と一緒にいれて、ほんと幸せ。独りじゃないって、幸せだなぁ」

　なんて、彼女はほんとうに幸せそうな口振りで言ってきて。

　その言葉に、

「…………」

　独りじゃないって幸せだなぁという言葉に、大兎は彼女のほうを見る。楽しそうにしている、少し強気な吊つり気味の真しん紅くの瞳ひとみを見る。

　そして彼女がこの九年間に味わってきた孤こ独どくと絶望を思いだす。

　この九年間、彼女は何度も何度も拷ごう問もんをされたあげく、最後には独り、音もない、光もない、まるでなにもない世界に監かん禁きんされていたのだ。

　その間に自分は彼女のことを完全に忘れていて。なにも出来ずに毎日平凡に暮らしていて。

　その、すべてのことを思って、彼は少しだけ困ったような顔になる。

　しかしその、彼の顔をヒメアは見つめ、

「大兎」

　と、言った。

「大兎、好きだよ」

　なんてことを突とつ然ぜん、彼女は言った。

　それから彼女はまた、大兎の首筋を嬉しそうに撫なでる。さらに抱だき着いてきてしまう。

　学校の、昼休みの、廊下で！

　女の子に、抱き着かれてしまう！

　その瞬しゆん間かん、周囲が突然ざわつき始める。

　ひゅーとか、うぉーいとか、先生呼べ先生とか、そんな声が周囲から聞こえ始める。

　さっき大兎の首が派手に吹ふっ飛んで死んだのには気づかなかった生徒たちが、こんなちょっとした色いろ恋こい沙ざ汰たには一瞬で気づく。

　それに大兎は、

「……ちょちょちょ、ヒメア、ちょ待っ……」

「待たな～い」

「あの」

「離はなれない」

　そう言って、彼女はさらに、より一層抱き着いてくる力を強める。
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　それに大兎は、もう、どうしていいかわからないといった様子で両手を上げて、

「……ああ～っと、その、そういうのさ、日本だとみんなの前で大っぴらにやるのは恥はずかしいっていうか」

　するとそれに、彼女は答える。

「私日本人じゃないも～ん」

「いやそーだけど」

「それにもう、九年も離れてたんだもん。ずっと寂さびしかったんだから、取りもどさなきゃ」

「で、でもやっぱ、そこは世間体ていってもんが……」

　しかしそこで、さらにヒメアがこちらを見上げ、

「そのための邪じや魔まものは、殺しちゃうぞ～」

　真紅の瞳を楽しげに細めて、言う。さらに彼女はその目を天てん井じようへと向けて、

「たとえば私たちのお昼ご飯を邪魔する、蛇とか」

　それに大兎は慌あわててうなずく。

「そ、そうだよ！　それに早く対処しないと……」

　が、そこでさらに、ヒメアが言う。悪いた戯ずらっぽい、楽しげな、でもなぜかちょっとだけ鋭するどく妖あやしい瞳で、大兎の右手に持たれている弁当箱を見つめ、

「……あと私がいない間に、大兎を餌え付づけして奪うばおうとしてた下げ賤せんな人間の小こ娘むすめとか、ね」

　なんてことを言ってきて。

　それに大兎は、

「…………[image: ]？」

　と、言った。

　それから彼女の顔を、見た。

　彼女は笑っている。やはり幸せそうに、楽しそうに、笑っている。

　でも。

　でもなんか、ええと、

「……ひ、ヒメア、なんか勘かん違ちがいしてる？」

「なにが？」

「ええと、あの、は、遥のこと」

「ふぅん。あの子、ハルカって言うんだ」

「ええ～っと」

　が、そこで、ヒメアは大兎からぱっと離れる。そして笑顔でこちらを見上げ、

「な～んてね。ウソウソ。私怒おこってないから、そんな緊きん張ちようしなくていいよ」

　なんて言う。

　本当に優やさしい微び笑しようを浮うかべて、彼女はこちらを見つめてくる。でも、いつもとちょっとだけ、彼女の様子が違うのに、大兎は気づく。それは彼女の唇くちびるの奥おく。ピンク色の唇の奥に見える牙きばが、さっきよりさらに、鋭く、出てきているのに、気づく。

　大兎の記き憶おくでは、彼女の牙は普ふ段だん、ほとんど見えないのだ。彼女が《毒まじゆつ》を使うときと、あとは感情が大きく昂たかぶっているとき以外は、牙は見えないはずなのだ。

　つまり彼女はいま、感情を大きく昂ぶらせているわけで。

　その、感情を昂ぶらせまくっているヒメアが、笑え顔がおで言う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。大兎が私のこと好きなのは、わかってるから」

「ええとそれも」

「邪魔な娘こは殺せばいいことだし」

「ってお～い！」

　するとまた、ヒメアは笑う。悪戯っぽく笑う。

「冗じよう談だんだって～。大兎はかわいいなぁ」

　と、彼女は大兎の頭を撫でてくる。彼女のほうが背が低いので、彼女は背せ伸のびしてこちらを撫でてくるのだが、にもかかわらず、ちょっと子供扱あつかいされてるような気分になる。

　いや、実際彼女にとっては、子供のようなものなのだが。

　数万年の時を生きているという、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の彼女にとっては──

　大兎はその、数万年を生きる《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》に頭をわしわしされながら言った。

「あの、それで」

「うん？」

「そろそろ俺、蛇の化け物追いたいんだけど、いいかな？」

　が、それにヒメアが言う。

「必要ないよ」

「へ？　なんで？」

　すると彼女は頭を撫でるのをやめる。それから振ふり返り、蛇が消えた廊ろう下かの角のほうへと目を向けると、言った。

「あの程度の魔なら、ここからでも私の魔法で消せるから」

「まじで!?」

　と、大兎が言うと、ヒメアが振り返り、

「ふふ。その、大兎がよく使う、『まじで!?』って言葉好き～。それ、本当に？　って意味だよね？」

「うん」

「じゃあ、まじで!?　だぜ！」

　と、緊張感なく、小さな胸を張って得意気に言うヒメアに、なんか大兎はもう、さっきからずっと焦あせっていた気持ちがぐっと萎なえてきて、

「なんだよ。馬ば鹿かみたいに慌ててたの、俺だけかよ～」

　そう気を緩ゆるめた、次の瞬しゆん間かん。

「あれ、やば」

　突とつ然ぜん、ヒメアが言った。

　そしてもう一度振り返る。

　蛇が消えた廊下の角のほうへ目を向ける。いや、廊下のさらに向こう、彼女にしか見えないなにかを見るように、遠くを見つめる。

　それに大兎が、

「どした？」

　と聞くと、彼女は少しだけ緊張したような声こわ音ねで、言った。

「……いま、いま『蛾ゲイのン大ヴイ蛇ツク』の魔力が、いきなりすごく大きくなったの」

「っていうと？」

「うわ、うわ、すごい」

「だからなにが？」

「うわぁ～、この感じだと、たぶん一気に人間、四十人くらい食べちゃってる」

　なんて言葉に。

　そんな言葉に。

　大兎は一瞬、わけがわからなくてしばらく呆ぼう然ぜんとヒメアを見つめてから、

「ウソぉ～ん!?」

「ほんと」

「そ、それ、クラスごとじゃん」

「あ、隣となりのクラスいった」

「ちょっ」

「また四十人分人間の反応が消え……」

「ってちょっと待てぇええええええええええええ！」

　という大兎の声に、しかし彼女は反応しないまま再び遠くを見つめて、

「……ってか、あれたぶん、『蛾ゲイのン大ヴイ蛇ツク』じゃないや……」

「じゃあなによ？」

「わかんない。でもたぶんヤバイ奴やつ」

　と、ヒメアは言った。

　ヤバイ奴。

　なに基準でどれくらいヤバイのかはまるでわからないが、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の彼女がヤバイというのは、たぶん相当ヤバイ。

　だから。

「ああもう、クソが」

　大兎は再び駆かけだした。ヒメアもそれに後ろからついてくる。

　と同時。

　突然、ジリリリと火災警報のような音が学校全体に鳴り響ひびき始める。続いて各教室についているスピーカーから、

『ええ～、ごほごほ、マイクテス、マイクテス──いやもう放送始まってますよ校長！　──え？　あ、そうなの？　ええ～とですね、これより消防庁からの要よう請せいにより、抜ぬき打ち避ひ難なん訓練テストを始めま～す。生徒たちは慌あわてず、騒さわがず、教師の指示に従って校庭へ避難するように～』

　なんてアナウンスが流れてくる。

　すると生徒たちからまじかよ～まだメシ途と中ちゆうだよ～なんて声が上がるが、しかしアナウンスはさらに続く。

『ちなみに避難訓練後、今日はそのまま生徒たちは下校になります』

　という言葉に、うおおおやったああああという声。

『さらにこの避難訓練は教師たちにも抜き打ちなので、手て際ぎわが悪かった教師のボーナスの査定にも影えい響きようしますので頑がん張ばるように～』

　と、明るい声で校長が言って、それに生徒たちが爆ばく笑しようする。

　本当に火事や事件がまるで起こってなさそうな、これはあくまで訓練だよ～と言わんばかりの明るい様子でアナウンスが終わる。

　が。

「これって……」

　と、大兎が言うと、ヒメアがさらに、

「あ、もう一クラス消えた」

「だよなぁあああ、やっぱ事件が起きてるってことだよなぁあああ」

　言って、彼は廊下の角を曲がり、突つきあたりにある階段へと向かう。

「で、ヒメア、そのヤバイ奴、上と下、どっちの階にいんの？」

　すると彼女が答える。

「魔ま力りよくは上から感じるけど」

「よし、じゃあ上いくぞ上！」

　と言ったところで、階段を必死の形相で教師が駆け上がってくるのが見える。神経質そうな銀ぎん縁ぶち眼め鏡がねの男。大兎のクラス一年三組担任の狩かり野や徹とおるだ。その狩野が、

「おい鉄、どこいく？　教室に戻もどれ！」

　と叫さけぶが、それに大兎は、

「悪ぃ先生、俺、今日早退！」

　言って階段を駆け上がる。

　続いてヒメアも、

「私も早退～♪」

　と、階段を昇のぼる。

　すると背後から、

「馬鹿、そんな場合じゃないんだ！　いいからおまえら教室戻れ！　あんまり大きい声じゃ言えないが、いま、いまこの学校には、通り魔が入り込んできてんだよ」

　と、いうことに、教師たちの間ではなってるらしい。

　さらに狩野が追いかけてこようとしてくるので、大兎は足を止め、振ふり向いた。

「ちょ、危ないからついてくんなよ！」

「なんだと？　教師に向かってついてくんなとは何ごとだ！　いいから教室に戻れ。校内はいま、非常に危険なんだ！」

　と狩野が言う。大兎の制服の襟えりをつかんで、引き戻そうとする。

　それに大兎は顔をしかめ、

「ああもう、そんな場合じゃないのに……」

　とそこで、すぐ上の階から、

「きゃああああああああああああ!?」

　という、女の子の悲鳴が上がる。それを大兎と狩野は同時に見上げる。そして狩野が厳しい表情で、

「……くそ、通り魔はあそこにいるのか。よし鉄、おまえは教室へ戻れ。戻って二組の石いし垣がき先生に三組避難の先導を頼たのめ」

　なんてことを言ってから、さらに階段を上がろうとして、

「ってちょっと待てよ。どこいくんだよ？」

　今度は大兎が、狩野のワイシャツをつかむ。

　するとそれに、狩野は当然だろうという顔で、

「生徒を助けにいく」

「いやいや、あんたがどうこうできる問題じゃないから」

「それでもいく。三組のことは任せたぞ、鉄！」

　とか、もうなにやら腹は決まったみたいな顔をしている狩野に、

「だからそうじゃないんだったら！　これ、俺らが対処することになってんだよ」

　が、言葉を聞かずに狩野はどんどん階段を昇ろうとする。

「だから待てって！」

「待たない。早くおまえたちは教室戻れ！」

「ちょっ」

「うるさい」

「だぁあああもう、ええと、どう言や説得できんだこれ？」

　と、大兎が困った顔で言うと、ヒメアが後ろから答えてくれた。

「殺せば？」

「そんなわけにいかないだろおおおおお！」

　と叫びながら、しかし大兎は、

「でも、いまは緊きん急きゆう事態なのでそれ採用～」

　狩野を後ろから羽は交がい締じめにした。さらに首をぐぐっと絞しめる。当然狩野はそれに驚おどろいて、

「お、おまえ、なにを……」

「ごめん先生」

「ふざけ……」

　が、そこで、狩野の首をぐいぐいと絞めつける。空手やってたころに道場の先せん輩ぱいにイジメでやられた、よい子は絶対にマネしちゃいけない絞め技わざでぐいぐい絞めつける。

　すると狩野はあっさり、落ちた。気を失った。大兎はがくんっと力の抜ける狩野の体を受け止めると、階段に寝ねかしつける。指を鼻の近くへ持っていき、間ま違ちがって死んじゃってないか呼吸を確かく認にんしてから、

「よっしゃ！　俺あとで間違いなく停学!!」

　と言う。

　それから四階を見上げる。

　するともう、四階は静まり返っていて、悲鳴どころか人の気配すらしなくなってしまっている。

　それに大兎は顔をしかめると、

「うあもう、すげぇ遅おくれたけど、とりあえずいくぞヒメア！」

「うん♪」

　そして二人は、化け物が待つ四階へと向けて、階段を駆かけ上がった。












　　　第二章　銀色の遣つかい









　一方、場所は少し移って。




　宮みや阪さか高こう校こう、西校舎四階。

　階段から廊ろう下かに出て、五組、六組、七組を通りこし、突つきあたりにある八組の教室。

　その教室の扉とびらを、

「…………」

　紅くれない月げつ光こうは、ゆっくり開いた。

　漆しつ黒こくの髪かみに、やはり漆黒の、宮阪高校の詰つめ襟えりの学生服を規律正しく首までしめている。冷たい理知的な瞳ひとみに、整った顔だち。

　左の腰こしにはやはり漆黒の鞘さやに収められた、フェンシングの刺エペ・突ラピ剣エルのような剣けんが吊つり下げられ、そして左手には、ケータイが開かれ、耳に当てられている。

　そしてそのケータイに向けて、冷たい声こわ音ねで月光は言った。

「……で、生徒の避ひ難なんは完かん了りようしたか？　校長。ああ。校内放送は聞いた。だがあまりぐずぐずするな。今回の手て際ぎわが悪ければ、おまえを退任させることも……そうだ。ああ。わかっているのならいい。今回の通り魔まについては、いつものように我々生徒会で排はい除じよする。警察へ連れん絡らくする必要はない。ああ。ああ。そういうことだ。じゃあ、なにかあればまた追って連絡する」

　そう言ってから、彼はケータイをパタンと閉じる。ポケットへと戻もどす。それから目を、八組の教室の中へと、向ける。

　教室は暗かった。

　昼休みだというのに、カーテンが閉められている。スライドと映写機も設置されているところを見ると、昼休み前の授業で使ったのだろう。だからまだカーテンが閉められていて、暗い。

　月光は入口の蛍けい光こう灯とうのスイッチを入れてみるが、点つかない。天てん井じようを見上げてみると蛍光灯は破は壊かいされ、机や椅い子すも、散乱している。

　教室の中に生徒はいない。というよりも、この四階に下りてきて、五組、六組、七組と通りすぎて歩いてきたが、そのすべての教室から生徒が消えていた。

　そしてこの八組の生徒も、全員、消えてしまっている。

「四階は全ぜん滅めつ、か」

　そう、月光は小さく呟つぶやいてから、教室の黒板のほうへと目を向ける。

　暗い教室の中では真っ黒に見える、黒板。

　その黒板の中央に、より黒い、蛇へびのような形をした影かげがぐるぐるととぐろを巻いているのを、見つける。

　教室の中に、奇き妙みような化け物の影が蠢うごめいているのを見つける。

　その化け物の影を見て、月光は笑えみを浮うかべ、

「……さてと。俺おれの学校でずいぶんと派手にランチを楽しんでくれたようだが、そろそろ終わりだ。昼休みももうじき終わるしな」

　そう言って、一歩、教室の中へと足を踏ふみいれる。

　刹せつ那な。

　ひゅおっという音がして、黒板から影が一本、飛びだしてくる。蛇の頭のようなものが月光に喰くらいつこうとしてくる。

　それを。

「ん」

　まるで予期していたかのように、月光は身を反そらしてあっさりよける。するとそのすぐ後ろの、壁かべに貼はられていたアイドルのポスターに蛇の顎あぎ門とがぶつかる。あっさりポスターは破かれ、さらに壁にも穴が開いて隣となりの教室に繋つながってしまう。

　月光はそれをちらりと振ふり返り、

「ちぃっ。きちんと俺を狙ねらえよ、素しろ人うとが。教室を壊こわされたらあとで修復が面めん倒どうだろうが」

　軽く、舌打ちする。

　するとそれに、蛇の頭が再びこちらを向く。さらに攻こう撃げきしてこようとする。

　その動きに月光は、

「…………」

　腰の剣を引き抜ぬく。鞘から抜きだされたのは細く、鋭するどく、長い剣だった。

　刃はのない、突くためだけに鍛きたえあげられた漆黒の刀身。月の形イメージが装そう飾しよくされた、シンプルな形状の柄カツプ守ガード。

　それはいわゆる、フェンシングで使われる刺エペ・突ラピ剣エルのような武器だった。

　だがエペとは違ちがう。

　細レイ剣ピアとも違う。

　いや、そもそもその剣は、人間を相手にするために造られたものですらない。

「…………」

　その剣を、月光は放った。

　刃のない、突くためだけに鍛えられた剣を、月光は放った。

　すると刃がないはずなのに、その漆黒の剣は蛇の首を切り裂さく。蛇の首はあっさり千切れて宙空に舞まう。千切れ飛んだ蛇の首が、悲鳴を上げる。




《ギギギギギギギッガガガガガガガグがアガガガガガガガ》




　耳をつんざくような、不快な悲鳴を上げる。この世のものとは思えない、不気味な絶ぜつ叫きようを上げる。

　それは聞いた者を、壊してしまいそうな声だった。

　聞いた者を恐きよう怖ふに陥おとしいれ、発はつ狂きようさせて、壊してしまいそうな声だった。

「…………」

　いや実際に、その声にはそういう呪のろいがかかっていた。

　それを聞いて。

　その呪いがかけられた咆ほう哮こうを聞いて、月光は、言った。

「やかましい」

　そしてその、蛇が放つ咆哮を、

「祓はらえ、凶スペル・剣エラー」

　剣けんで、切ってしまう。

　するとあっさり、その咆哮が消える。教室に鳴り響ひびいていた呪いの咆哮が消える。

　蛇はそれに、驚きよう愕がくしたように目を見開くが、月光はおもしろくもなさそうな顔のまま、

「雑ざ魚こが吠ほえるからこうなる」

　そう言ってから、その、驚愕に見開かれた目を、剣で突つく。そのまま地面に縫ぬい付ける。

　そして、

「……こいつの命を消去しろ、凶スペル・剣エラー」

　剣に、命じた。

　すると漆しつ黒こくの剣の刀身が、さらに暗く、深くなったように見える。剣の黒が、蛇へと侵しん蝕しよくを始める。剣の呪いが、蛇へと侵蝕を始める。黒い影の蛇よりも、さらに黒い呪いが、蛇を犯おかし始める。

　すると蛇があまりの痛みに絶ぜつ叫きようを上げようとするが、その声も剣が喰らっていく。悲鳴を上げようとするが、その声も剣が喰らっていく。そしてやがて、蛇は声だけでなく、命も剣に吸いとられて、消えてしまう。
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　跡あと形かたも残らない。

　そこに生きていた痕こん跡せきも残らない。

　月光はそれを確かく認にんしてから、再び黒板のほうへと目を向ける。蛇の、本体のほうへと目を向ける。

　すると影は、いまは黒板から天井の、隅すみに移動していて、そちらへ月光は目を上げると、

「……で、前にゲインヴィックを殺したときは頭を破は壊かいすれば片がついたのだが……どうやらおまえはまだ生きてるようだな」

　彼がそう聞くと、影の中央に大きな目のようなものが一つ、現れる。その目がこちらを見る。目の中央に、赤い渦うず巻まき模様がある。その渦巻がぐるぐる回る。ぐるぐる、ぐるぐる、ぐるぐる回る。ぐるぐる回って相手の意識に自殺へ導くための呪いを放つ──はずなのだが、月光はそれに、

「それで？」

　と言った。

　それにまた、渦巻を放っている影の目が大きく見開く。驚おどろいたように見開くが、月光は気にせず、

「それで？」

　と、もう一度言う。

「その程度の魔ま術じゆつしか使えずに俺の学校へ侵入してきたのなら、もう、そろそろおまえを殺すが……いいか？」

　剣先を、くるっと回す。剣を持つ手に、力を込こめる。

　するとそれに、

「おっとっと、焦あせっチャ嫌いやよ、月光チャん」

　影かげが、妙みように聞きとりにくい甲かん高だかい声で言った。部屋の天てん井じようで、蛇へびのようにとぐろを巻く影が言った。

　月光ちゃん。

　月光ちゃん。

　その、言葉に、

「……なぜ、俺の名前を知っている？」

　と、月光は聞いた。

　すると影が言う。

「なぜなぜナゼでしょ～？」

　それに月光は、剣を下ろす。それから影をにらみつける。

「……ふむ。以前殺したゲインヴィックは人語を解さなかった。つまり貴様は、ゲインヴィックではないな？」

　そう聞くと、影が笑うような声こわ音ねで、

「わかってタタタくせにィィ」

　それに月光は、うなずいた。

　確かに、こいつがただのゲインヴィックじゃないことは途と中ちゆうからわかっていたことだった。いやそもそも、ゲインヴィックはこれほど大量の人間を喰わないのだ。

　さらに『教会』の連中イタリアの脳味噌パスタどもが最近勝手に制定した法で、ゲインヴィックが人間を喰った場合、かなり厳しい罰ばつ則そくが科せられることになった。

　それによってゲインヴィックの人喰い事件は大おお幅はばに減った。なにせゲインヴィックは人を喰わないでも生きていけるのだ。だからよっぽどの物好きでない限り、わざわざ重い罰則を受けるようなリスクを負ってまで人を喰う奴やつは珍めずらしい。

　つまり。

　と、月光は目の前の蛇を見つめて、言った。

「……おまえはゲインヴィックを操あやつってるのか？」

「さてさて」

「何者だ？」

「さてさテ」

「なぜ俺の名前を知っている？」

「サテサテサテサテ」

「まあいい。答えないなら、体に聞く」

　言って、月光は剣を構える。体を低く沈しずめる。全身に力を溜ため、跳ちよう躍やくしようとする。

　とそこで。

「まあ待チナって～。そンナに正体知りたいなら、教えるからラぁ」

　言って、影からまた、蛇の頭が出てくる。その蛇の口がぐわっと開く。その口の中から、今度は逆さまの人の顔が出てくる。

「…………」

　いや、それを人と言っていいのかどうかは、ちょっとわからなかった。蛇の頭にうねうねとからみつく銀色の髪かみに、猫ねこのような縦長の瞳どう孔こうを持った銀色の瞳ひとみ。人を小ばかにしたような、裂さけ気味の大きな口。

　もう、あきらかにそいつは人ではないが、しかし化け物の血が半分混じった、人間の男のようにも見える。軽けい薄はくそうな、二十代前半の男のようにも見える。

　人の姿かたちを取ることのできる種類の化け物はいくつか知っているが、半はん妖ようなら、血が薄うすまっているぶんたいした相手ではない。

　妖よう魔までも、たいした相手ではない。

　狂くるった妖精の相手をしたこともあるが、まあ、それも対処できるだろう。

　だが、そいつが悪魔なら。

「…………」

　人の姿かたちを取り、人語を解する悪魔は、彼の経験上それなりに厄やつ介かいな相手だった。

　月光はその、あきらかに人には見えない銀ぎん髪ぱつ男を見上げ、言った。

「半妖か？」

「へへへ」

「もしくは妖魔か？」

「ホホホ」

「……くそ。やはり悪魔か……なら、手加減はできんな」

　すると銀髪の悪魔が言う。

「えへぇ～。ただのヒトが、ただのひとが、僕相手に手加減んんん？　アハぁあ。笑わせる。アンマ吐ぬかすと、思わずボク、キミを殺し……」

「黙だまれよ、雑ざ魚こが」

　言って、月光は勢いよく跳躍する。剣を突つきだす。

「こいつを拘こう束そくしろ、凶スペル・……」

　が、そこで、

「またソレ？　キミの力は、その剣だけかぁ。思ってたよか、期待は～ずれ」

　銀髪悪魔が、ペロッと舌を出す。

　すると口から、胸まで届くほどの蛇のような舌が伸のびる。その舌の中央に、×印が三つ重なり、それを円で囲ったような紋もん様ようが刻まれている。その紋様が、赤く光る。そしてこちらに、なにか強い、衝しよう撃げき波はのようなものを放とうとする。

　それを見て、

「……ちぃっ」

　月光は小さく舌打ちすると、構えを変えた。そして脳内に構築した、剣への命令文を変へん更こうする。

「祓はらえ、凶スペル・剣エラー」

　剣を振ふるって、切り裂こうとして。

　しかし。

「……んぁ？」

　剣が、赤い光に押おし返される。宙に跳はねていた月光の体が、教室に並んだ机の一つに押し潰つぶされるように着地する。その机の脚あしがぐにゃりと曲がる。床ゆかにめりこむ。だが、銀髪悪魔が放つ衝撃波はまだ終わらない。

　月光の膝ひざが、床にがくんと落ちる。その膝が、床にめりこむ。

　月光は必死に剣で衝撃波に抵てい抗こうしようとするが、まるで押し返せない。

　それに月光は、

「……これはいったい、どういうことだ？」

　苦しそうに、言う。

「おい凶スペル・剣エラー。なにをやってる？　あの程度の悪魔の力ぐらい、さっさと祓え」

　剣に向かって、言う。

　しかし剣は、まるで敵が放つ衝撃波を祓えない。どんどん、どんどん、月光の体は押し潰されていって。

「ぐぅ……」

　と、彼はうめく。

　自分の膝が、床にどんどん沈んでいくのを見て、彼は顔をしかめる。

　自分が持っている剣けんの力が、みるみるうちに失われていっていることに気づいて、顔を歪ゆがめる。

　しかし。

「…………」

　しかしそれは、ありえないことだった。

　いま、彼が手にしているこの凶スペル・剣エラーは、すべての魔の力を祓う力を持っているはずなのだ。

　それはどんな悪魔の力でも、いや、神の力ですら封ふうじてしまえるほどの強大な力を秘めている──と、以前のこの剣の持ち主だった、ヨーロッパの僻へき地ち、アンドラ公国の山の上に住んでいたアル中のうさんくさい神父は言っていたのだ。

　実際にどんな化け物と戦うときでも、この剣は力を発揮した。この剣を振るえば、どんな化け物の力でも薙なぎ払うことができた。

　だからこそ、月光はこの剣を自分の武器に選んだ。

　悪魔を使役する力を持った弟を倒たおすための武器に、この剣を選んだ。

　そしてつい一週間前。

　月光はこの剣で、悪魔を薙ぎ払い、さらに弟を、殺したのだ。

　だがいま、目の前の悪魔の攻こう撃げきに、剣はまるで反応しなかった。

　いやそれどころか、どんどん、どんどん、剣は力を失っていっている。

「……いったい、なにが起きている？」

　と、彼は呟つぶやく。

　天てん井じようでへらへら笑う悪魔を見つめ、それから自分が持っている剣をにらみつけると、

「……この役立たずのクソ剣が！　なぜ力を放たない!?」

　月光は、そう怒ど鳴なる。

　しかしやはり、剣は力を生みださない。

　どんどん、どんどん、銀髪悪魔の放っている赤い光に、月光の体は押し潰されていく。

　それに彼は、

「くそ」

　と、言う。

　そしてくそっとうめきながら、頭の中にとある言葉が浮うかんでくるのを、感じる。

　かつて、この剣をアル中の神父から受け取ったとき、神父が言っていた言葉を思いだす。

　いや、あの神父はずっと飲んだくれていていまいち言ってる言葉が不ふ明めい瞭りようだったのだが、しかし唯ゆい一いつ、この剣が効かない化け物がいる、というようなことを話していたような、していなかったような。

　それは悪あく魔まよりも質たちの悪い化け物だという。

　それは神よりも質の悪い化け物だという。

「…………」

　とそこで、月光は目を細める。銀ぎん髪ぱつ悪魔が放っている、光の圧力を見つめる。

　すべての魔を祓うはずの凶スペル・剣エラーが、まるで効かない化け物のほうを見つめ、

「……ふむ。つまりこいつは、悪魔じゃないということか？」

　小さく呟くと、彼は右手を剣から離はなす。ズボンの後ろポケットに手を入れる。中からパスケースを出し、開く。さらに片手で、そのパスケースの中に入っている定期をどけ、学生証をどけ、その、さらに奥おくに入っている小さな、紙片のようなものを指先で取り出して、拳こぶしに握にぎる。

　強く握る。

　もう、あまりに強く握り締しめ過ぎたので、爪つめが掌てのひらの肉に食い込み、血が流れてしまうほど強く握る。

　そしてその血が。

「…………」

　その血が、彼が握った紙片を赤く染めた。

　刹せつ那な──拳の中に、大きな力が蠢うごめきだすのを月光は感じたが、そんな様子はおくびにも出さずに、

「おい、そこのニヤニヤ銀髪野や郎ろう」

　と、月光は言った。

　それに銀髪悪魔がこちらを見下ろし、

「ナニナニな～ニ？」

「俺の話を聞け」

「だカラな～によ？」

　と、聞き返してくる悪魔に、月光は言った。

「……さっきおまえ、俺のことを期待外れと言ったな？」

　その、言葉に、銀髪悪魔はあっさりうなずき、

「だってヨワイんだも……」

　が、その言葉を最後まで言わせずに、月光は拳を放とうとする。

「雑魚がいったい、誰だれに向かってものを言っている！」

　そう叫さけんで、拳を──いや、正確には、右拳に握った血に染まった紙片を放とうとした。

　ちなみにその紙片は、百八十年ほど前に日本の片かた隅すみで流は行やった、鬼おにを奉まつる部族が使っていた経典の一部で、その経典はなんでも、猪いのししに赤子の死肉を食わせて、それを鬼おにに捧ささげ、鬼の加護を得た猪の皮に呪のり詞とを書きこんで作られた──ということになってるのだが。

　事実はまあ、わからない。猪の皮に呪詞を書きこんで、と伝えられているわりには、あきらかにこれは、猪の皮ではなくただの古い紙なので、いまいち事実はわからない。

　だが、事実はわからないがこの紙には、確かな力があった。

　深い、深い、深い、呪のろいを、相手に与あたえることができる力があった。

　その紙片を月光は敵へと放とうとした──

　瞬しゆん間かん。

「……ソレ正解～」

　銀髪悪魔が言った。

　そして『蛇ゲインヴイツク』の口の奥から、ずるりと自分の手を抜ぬきだす。その手が一気に伸のびる。そして月光の、紙片を放とうとしていた右手をつかむと、

「それ、エンオウの呪じゆ符ふだロォ？　まずいマズイ。それはけっこうマズイ。凶スペル・剣エラーはキカナイけれど、日本産の呪符は、ちょっとだけ、ボクちんのお綺き麗れいなお顔を傷つけちゃうかも～」

　そう言いながらも、さらに銀髪悪魔は、ニヤニヤ笑う。手と同じように、今度は首をぐにゃりと伸ばしてくる。ニヤニヤ笑っている顔が耳もとにまで近づいてきて、

「でもまぁ……そんなの使わさないケレど……」

　と、囁ささやく。

「さてコレデ終わりかなん？　月光ちゃんのチカラは、これでオワリかな？」

　それに。

　月光は目を、銀髪悪魔へと向ける。憎ぞう悪おのこもった瞳ひとみで化け物をにらみつけ、

「……殺してやる」

「アハハ」

「本当だ。絶対におまえを殺してやる」

「アハハハハ。どうやって？　剣は効かない。呪符は放てない。そんなキミが、どうやってボクを……」

　とそこで、月光は唾つばを吐はいた。

　銀髪悪魔の顔に向けて、唾を吐いた。

　その唾が、悪魔の額にかかる。それに、悪魔の縦長の瞳どう孔こうが、ぎゅっと細まる。

　そして。

「ああ……」

　と、言った。

　吐と息いきをつくように、ああ、と、小さく言った。

　それから月光を、細くなったままの目で見つめ、

「……あああ、フザケルなよ、おまえ。メイレイされてなきゃ……命令されてなきゃ、おまえなどとっくに……とっくに……」

　その言葉に、月光は悪魔の顔を見つめ、

「殺している、か？」

「ソウダ」

「はっ。おまえにはできない」

「[image: ][image: ][image: ]？　この状じよう況きようで、よくそんなことを言えるな」

「真実だ。俺はまだ、本気を出していない」

「アハハハハハハハハハ」

　と、悪魔が馬ば鹿かにしたように笑う。

　だが月光もそれに対たい抗こうするように、笑った。

「ははははは。試ためしてみるか？」

「アハハハハハハハハハ」

「だが試せないのだろう？　おまえはいま、命令と言った。つまりおまえは、俺を殺すなと命じられている。だからおまえは俺を殺せない。おまえは何者かの奴ど隷れいと言うわけだ。奴隷の分際で、偉えらそうに笑うんじゃない」

　という、その言葉に、銀髪悪魔はさらに狂くるったように笑う。

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ、ハハ、はぁ～あ、まずいなぁコレ。本当に、本当に契けい約やく違い反はんして、コイツを殺しソウだ。だからあんま喋しやべるなよ……コノママだと間ま違ちがってボク、おまえを殺しかね……」

　が、月光はそれに、

「黙だまるのはおまえだ、卑ひ屈くつな奴隷野郎が。そしてもうくだらない茶番はやめろ」

「ヒクツ……卑屈なドレイ？　それはだれにイッテいる？」

「おまえだ」

「ハハハはハハ」

「さあそろそろ、本題に入れ。誰に雇やとわれて、なにをしにきた？　なぜ、俺の名前を知っている？」

「…………」

　それに、銀ぎん髪ぱつ悪あく魔まは答えない。なにかを考えるように、沈ちん黙もくしている。いや、なにをいま、悪魔が考えているかなどは、簡単に予想がつくが。

　もういっそ、こいつを殺すか？

　それともやはり、契約を守るか？

　その二つの言葉の間で、いったりきたりしているのだろう。それに月光は、目を、悪魔から別のほうへと向ける。

　まず、教室の、窓の外だ。

　まだ呼んでいないが、いま、窓の外には、部下の一人を配置している。呼べばすぐに飛び込んできて、この悪魔を攻こう撃げきすることになっているが、しかし、まだそのタイミングではない。

　それから彼は、背後から聞こえる足音に耳をすませる。

　やはり教室の外。廊ろう下か側から、二人の人間が階段を駆かけ上がってくるような音が聞こえる。

　おそらくは無能な馬鹿男と、サイトヒメアだろう。奴やつらがここまでくるのに、数十秒。

　つまり、この化け物相手にあと数十秒もたせれば、再び体勢を立て直すことができる。

　体勢を立て直し、四人で囲んでこいつをぼこぼこに半殺しにして拘こう束そくすることができる。

　そうなれば、形勢は完全に逆転する。

　こいつがなんのために、誰だれに雇われてここまでやってきたのかはわからないが、しかし、拘束してしまえばあとは少しずつ拷ごう問もんをくわえて、こいつの体から真実を聞きだすこともできるはずだった。

　だからこそ、いま、こいつを逃にがすわけにはいかない。

　この銀髪悪魔が勝利を確信し、気持ちよくなって言いたいことを言いたいだけ言って、それではさらばと帰らせるわけにはいかないのだ。

　もう全部話しました！　もうこれ以上隠かくしてることはないんです！　助けてくださいいいいいいいと床ゆかに頭をこすりつけて泣き叫んだところから、さらに十時間ぐらいは拷問する必要があるのだ。

　だからこそ、

「さあさっさと言えよ。パシリぐせのついた三流馬鹿が、いったい、俺になんの用だ？」

「…………」

「なんだ今度はダンマリか？　顔に唾を吐きかけられて、怒いかりに言葉もないというわけか？」

「…………」

　が、それに。

　銀髪悪魔が突とつ然ぜん、

「な～んて、ね～」

　と、言った。

　そしてにやりと笑う。口を大きく開いて、にやりと笑う。その口が、さらに大きく裂さける。その裂けた隙すき間まから、再び長い舌を、ベロンと出す。それからその舌で、自分の額についた月光の唾つばを舐なめ取ると、

「……本当は、全然怒おこってナカったりしてぇ。キミがゼッタイに勝てない相手に、どンナ策略を張り巡めぐらせるのかミヨウと思ったんだけど……ふむふむ、意外とチャンとやるのねぇ、ちょっとだけ感心しチャッタよ、ボク……」

　と、言いながら、月光の唾を舐め取った舌を、右方向に放つ。シュバっと、空気が切れるような音がして、舌が一気に伸のびる。

　伸びた舌が教室のカーテンを切り裂き、さらにその向こうの窓に穴を開け、さらにその向こうに待機させていた月光の部下へと突つき刺ささろうとして、

「美み雷らい!?　よけろ!!」

　月光は、怒ど鳴なった。

　すると窓の外。

　ベランダの柵さくの部分にぼんやりと座すわっていた、間ま抜ぬけそうな女子高生がこちらを見る。

　安あん藤どう美雷──という名前の、背の低い、少女。

　ちょっと童顔な整った顔だちに、おっとりたれ目、長いポニーテールという姿。

　年のころは十三、四歳さいぐらいなのだが、なぜか宮阪高校のセーラー服と、生徒会委員の腕わん章しようをつけている少女が、突然割れた窓ガラスのほうを見上げ、

「ほえ？」

　と言った。

　そしてほえっと言ったと同時に、銀髪悪魔の舌が、セーラー服の、りぼんの上から突き刺さろうとして、

「うわうわなんだこれ！」

　美雷は叫さけび、普ふ通つうの人間とはとても思えないほどの反応速度で、慌あわてて跳とびあがる。

　ぎりぎりで舌をよける。

　しかし舌をよけたはいいが、柵の向こう側へ跳びあがってしまったので、一いつ瞬しゆん、彼女の体は空中へ、浮うく。

「ありゃ……」

　しまった！　と、言わんばかりの顔で下を見て、それからこちらを見る。

　そして、

「やばい、ゲッコー、あたし落ち……」

　が、言葉はそこまで。

　美雷は落下を始めて、さらに当然、落下していくからにはスカートがブワっと風を受けてめくり上がってアニメのキャラがプリントされたパンティが丸だしに、

「ってきゃああああああああああ、ゲッコー、み、見たら殺す！　これ見たら絶対殺すからなぁあああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……………………」

　と、騒さわがしく叫びながら、美雷はベランダから消えてしまった。
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　ちなみにいま、月光と美雷がいる教室は、建物の四階。

　人がベランダから落ちたら、それこそ大変なことになりそうな高さなのだが、しかし、あいつは人間じゃないので問題ないだろう。

　月光は落ちていった美雷のほうを見て小さく安あん堵どの息をつくと、

「……あの、役立たずが」

　と、呟つぶやいた。

　しかしそれになぜか銀髪悪魔がこちらを見下ろして、

「ヘェ……へぇへぇ～、他人を助ケテ、安心するんだ、キミ。それもオモシロイなぁ。ボクがソウゾウしてた人格とは、だいぶ違ちがうなぁ……」

　それに月光は、舌を伸ばしたままの銀髪悪魔へ目を向ける。

　いや、さっきから銀髪悪魔、銀髪悪魔と言っているが、おそらくは悪魔ではない、なにか別の、化け物のほうへと目を向けて、

「……馬ば鹿かめ。俺は三流の化け物が想像できるようなレベルの天才ではない」

「アハハハハハハ」

「笑ってられるのも、いまのう……」

　しかしそこで、さらにもう一本、銀髪の化け物は手を伸ばしてきた。その手が、月光の口を塞ふさぐ。

「マア、もうダマれよ、ガキ」

　と、言う。

　凄すさまじい圧力で、口を塞いでくる。

　だがそれに。

　それに、月光は笑った。

「……ふがが、ふがふふふ」

　と、口を塞がれてしまっていまいち言葉を上う手まく言えないが、しかし、これを待ってたよ、と、月光は言った。

　そしてガチっと、歯を噛かみ締しめる。すると奥おく歯ばに嵌はめこんでいた小さなカプセルが外れる。そのカプセルを噛み潰つぶす。カプセルの中から苦い液体が流れ出て、それが目が落ち窪くぼんだ、小さな犬の顔のようなものに変へん貌ぼうする。その犬の顔が口を飛びだし、銀ぎん髪ぱつの化け物の手に喰くらいつく。その牙きばから敵に、呪のろいが流れ……

「ダカラさぁ、それ込こみで、ダマれって言ってるの、ボク」

　しかし銀髪の化け物が、そう言った。そして化け物の瞳ひとみが、赤く光る。するとあっさり、月光が放った呪じゆ詛そが、かき消されてしまう。

　犬いぬ神がみ信しん仰こうの奴やつらが作ったそこそこ高度な呪詛が、あっさり消去されてしまう。

　そして笑えみを浮かべ、

「……サテサテもう、ここカラさらに二人ぐらい、キミのお仲間がキチャイそうだナンダケド、できればキミ一人に話がアルからさぁ、少し手早く話そうか」

　と、言う。

　しかしそれに、月光は口を押おさえられていて、なにも答えられない。

　それを確かく認にんしてから、銀髪の化け物は話し始めた。

「ボクがここにきたのは、まあ、もうわかってるトオリ、キミに会いにきたんだ」

　という言葉の間にも、月光は次の手を考える。美雷は一階に落ちたので、戻もどってくるまでにはしばらく時間がかかるだろう。美雷の力はもう、頼たよれない。

「まずはキミのチカラの確認と、性格の把は握あく、それからこの《聖地》と呼ばれるガッコウとかいう場所の仕組みを探さぐるのが、ボクに与あたえられたニンム」

　という言葉の間にも、月光は次の手を考える。

　大兎の馬ば鹿かと、サイトヒメアはもうすぐくるだろうが、その前にこいつに消えられるのはまずい。こいつからはちゃんと、拷ごう問もんしてから情報を聞きだす必要があるのだ。

「……まあ、キミと、あと、《軍》だっけ？　のタイオウは、まあまあかな。ボクらならすぐに落とせるケレド」

　という言葉の間にも、月光は次の手を考える。

　だからなんとか、こいつをこの場に拘こう束そくする方法を考える必要があった。さてどうする？　この化け物を、どうやって拘束する？

　と、しばらく考えて、彼は右の革かわ靴ぐつを脱ぬぐ。するとその、革靴の底に、一本の針が……

　しかし、そこで。

「……ダカラあとはもう、キミに主からの忠告をツタエル、っていう仕事をすれば、ボクのニンムはオワリなわけよ。だから伝えちゃう」

　という言葉の間にも、月光は次の手を考え──

　ようとしたが、

「ヒナタが言ったこと、ソノママ復唱しちゃう」

　しかし、そこで、

「…………」

　月光の思考は、止まった。

　目を、大きく見開く。そして銀髪の化け物の顔を、見る。

　いま、なんと言った？　と、そう聞こうとしたが、口を押さえられているので、聞けなかった。

　だが、銀髪の化け物は淡たん々たんと続けた。

「ヒナタはこー言ってた。『サイトヒメアを飼うの、やめたほうがいいよ、兄さん。愚おろかな兄さんにはたぶん、あの狂くるった魔ま女じよは手に負えない……と言ってもまあ、聞いてくれないだろうから、もし、自分の分をわきまえずにあの女を飼うつもりなら、一つだけ忠告してあげよう。『月』からの侵しん蝕しよくにだけ、気を付けて……』とか、言ってたかな～ん」

　と、そう言ったところで、月光の口を、化け物は放した。

「ハイ、ボクの仕事、おわ～り」

　しかし月光はその、化け物の銀の髪かみをつかみ、

「おい、いまなんて言った？　ヒナタと……日ひ向なたとおまえは言ったのか？」

　それに、銀髪の化け物は髪をつかまれたまま、こちらを見て、

「コタエル義務はないけれど……そーだよ」

「日向とは、紅くれない日向のことか？」

　するとそれにもあっさり、

「そー」

　と、化け物は言った。

「おまえのフタゴの弟。見た目はオンナジなのに、性格と能力は、全然違うオトウ……」

　が、そこで、

「ふざけるな！」

　と怒ど鳴なって、月光は剣けんを振ふるった。銀髪の化け物へ向けて、剣を振るった。その剣が化け物の頬ほおに当たる。そのまま頭を真っ二つにできるほどの勢いで頬に当たる。だが剣は、化け物の肌はだに傷一つつけられない。

　しかし月光は言葉を止めなかった。化け物をにらみつけ、

「弟は……日向は俺がこの剣で、殺した」

「と、キミに思わせることがデキルほど、二人の能レベ力ルはかけ離はなれ……」

「黙だまれ！」

　月光は革靴の底の、針をつかむ。投げる。針が薄うすく光を纏まとって、化け物へと飛んでいくが、

「アハハハ、怒おこった。オコッタ。図星を突つかれて、おこった～」

　化け物はそれを、あっさり舌で絡からめ取ってしまう。

　それを月光は見る。にらみつけるように見る。憎にくしみを込こめた、漆しつ黒こくの瞳ひとみで見る。

「…………」

　そして、思う。

　そんなはずがない、と、月光は思う。

　なぜなら一週間前に、この手で弟を、殺したはずなのだ。

　九年前に目の前で両親を悪魔に喰くわせ、

『あと九年。兄さんを生かしてあげる。九年後には悪魔に喰わすけど……』

　などと言って消えたあげく、戻ってきたので、やっぱり兄さんの天才ぶりにはかないませんでしたああああああああということを、思い知らせてやったはずなのだ。

「…………」

　と、彼はそこで、一週間前のことを少しだけ思いだす。

　サイトヒメアを追って現れた日向が、想像していたよりもだいぶ化け物で、鉄大兎、サイトヒメア、美雷、そして月光の四人がかりでやっと、なんとか倒たおすことに成功したのを、思いだす。

　癪しやくな話だが、確かに日向は、月光よりも強大な力を持っていた。月光が手に入れることができないほどの、大きな力を持っていた。九年間、いつか現れる弟に殺されないよう、死にもの狂ぐるいで努力をしてきたが、それでも日向の力には少し、足りなかった。

「…………」

　だが、それでも奴を殺したのは、間ま違ちがいなかった。

　弟の命を、この凶スペル・剣エラーで斬きり消したのは間違いない──はずなのだが。

　月光は銀髪の化け物を見る。

　そして聞く。

「……おまえは、日向に使役されてるのか？」

「ソーだよ」

「いまも日向は、生きてるのか？」

「死んでたら、キミ程度の人間に会うために、ボクはワザワざここにはコナイよ」

　という、その答えに、月光は小さく笑えみを浮うかべた。

　そして、

「……その、通りだな」

　と、言う。

　いま、一対一で戦って、この化け物に勝つ自信が、月光にはなかった。それだけこの化け物は、大きな力を持ってる。

　にも拘かかわらず日向は、この強力な化け物を使役していると言う。これほどの化け物を使役することができるだけの力を持っているのだという。

　それならば。

　それほどの力を持っているのなら、日向は、月光ごときを相手に一いつ喜き一いち憂ゆうしたりしないだろう。

　つまり俺には、と、月光は思う。

「…………」

　つまり俺には、わざわざ会いにくる価値もない、ということだ。

　兄弟だから仕方なく忠告をしてやるけれど、会いにくるほどの価値はない、ということだ。

　月光は、聞いた。

「……俺が殺したあれは、じゃあ、いったいなんだったんだ？」

　が、銀ぎん髪ぱつの化け物はそれに、

「さてね～。ソノときはボク、呼ばれなかったから」

「で、日向が使う化け物の中で、おまえが一番強いのか？」

「ドーカナ。そういうのボク、興味ないし」

「はは。それだけの強さを持っていて、力に興味がない、か」

「ナイネ～」

「そうか」

　と、言ってから、月光は剣を化け物の頬から、引く。鞘さやに収める。

　そして、思う。

　──力に興味があるのは、地べたを這はいずる雑ざ魚こな俺だけか。

　と、思う。

「……うんざりするな」

「なにに？」

「…………」

　しかしそれに、月光は答えない。

　とそこで、背後に気配を感じる。

「うええ～、なんだこいつ」

　という、声が上がる。

　それに振ふり返ると、二人の男女がいる。

　鉄くろがね大たい兎とと、サイトヒメアだ。

　そちらを見て、

「雑魚どもが、遅おそすぎるぞ」

　と言うと、大兎が答えた。

「いや、途と中ちゆうで教師に捕つか……」

「言い訳するな、クズが」

「っておま、わざわざ助けにきたのに、その言い方………………ああああくそ、ま、まあ、いまは状じよう況きようが状況だから、いいけどさぁ」

　と、言いながら、教室に入ってきて、

「で、状況はどうなってんの？」

　と言う。

　それにもう一度、月光は銀髪の化け物のほうへと、目を向ける。

　しかし、そのときにはもう、銀髪の化け物はいなくなってしまっている。ゲインヴィックの影かげの中に戻もどったのか、教室の中にいるのは蛇へびの化け物だけで。

　月光はそれに、

「……おまえらがくるのが、馬ば鹿かで有名な鉄大兎の頭の巡めぐりよりもさらに遅いから、すでに俺が始末を終えた」

「ってほんと殺すよおまえ！」

　と、大兎が怒ど鳴なってくるが、もう、馬鹿の相手をする気にはなれなかった。

　月光は小さく吐と息いきをつく。そしてゲインヴィックを見上げ、

「で、これからおまえはどうする？　すべての仕事を終えたのなら、帰るんだろう？」

「アア」

　と、ゲインヴィックの中から、声が返ってくる。それに月光はうなずくと、

「生徒は返してもらえるのか？　それとももう食ったのか？」

「ボクは人なんて下品なもの、タベないよ」

「ならなんのためにさらった？」

「シラベルためメ～。《聖地》にいるモノの中身が、いったいドウナッテルかをネ」

「それで？」

「もう、主が満足するであロウだけの情報は、シラベ終えた」

「なら返せ」

「返すよ」

　そう言って、ゲインヴィックが口を大きく開く。そのまま、こちらを向いて、襲おそいかかってきて、

「うお、全然始末終わってねぇじゃねぇか！」

　と、大兎が叫さけぶ。

　だがそれを無視して、月光はもう一度、腰こしの剣けんを抜ぬく。襲いかかってきたゲインヴィックの首を刎はねる。すると、




《ギギギギギギギッガガガガガガガグがアガガガガガガガ》




　また、ゲインヴィックの首は悲鳴を上げた。その首を、剣で貫つらぬく。床ゆかに縫ぬい付ける。そして月光は、小さく呟つぶやく。

「……こいつの命を消去しろ、凶スペル・剣エラー」

　剣に、命じた。

　すると今度こそ、ゲインヴィックの命は跡あと形かたもなく消去される。

　と同時に教室の天てん井じようの隅すみにいた影のほうもその形を維い持じできなくなってきて、一人、二人と、宮阪高校の制服、セーラー服を着ている生徒たちを、吐はき出し始める。

　一人の男子生徒が、どろどろの消化液にまみれながら床に落ち、その上にショートカットの女の子。その上に今度は黒くろ髪かみロングの女の子。

　そしてその上に、体重１３０キロくらいありそうな、巨きよ漢かんの男子生徒が落……

「ってそれはまずいだろおおおおおおお！」

　と、大兎が叫んだ。

　そして走る。巨漢の男子生徒をキャッチする。そのあまりの重さに、腰こしの骨が折れた音がして、

「ぐぎゃぁあああああああああ!?」

　と叫びながらも、なんとかその生徒を、横に落とす。

　しかしさらに生徒たちが降ってきて、

「やばい。これやばい。月光、ちょ、手伝……」

　が、それに、

「ふむ。よくやった。おまえの人生史上、初めて世の中の役に立ったな。その調子で、生徒たちを受け止めろ」

「無理！」

「じゃあ死ね」

「てめぇえええええええってちょっと待ってちょっと待って！　吐くのはいいけど、もうちょいゆっくりにして！」

　と、言いながら、大兎は必死に生徒たちを受け止める。
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　月光はそれをしばらく見つめ、それから、

「もういないのか？」

　と、聞いた。

　しかし答えは返ってこない。

　その代わりに背後から、

「……いったいいまの化け物は、なんだったの？」

　と、サイトヒメアが聞いてきた。

　それに月光は振り返る。すると暗い教室に、信じられないほどの美び貌ぼうを持った女がいた。

　薄ラベ桃ンダー色の長い髪に、真しん紅くの瞳ひとみ。

　その、人のものではない美貌を持った女が、赤のプリーツスカートに、セーラー服を着込んで人間のふりをしている。

　その彼女の姿を見て、月光はさっき、銀ぎん髪ぱつの化け物が言った言葉を思いだした。

　いや、違ちがうか。

　あのむかつく弟からの忠告だ。

　日向は、こう言ってきた。

『サイトヒメアを飼うの、やめたほうがいいよ、兄さん。愚おろかな兄さんにはたぶん、あの狂くるった魔ま女じよは手に負えない……と言ってもまあ、聞いてくれないだろうから、もし、自分の分をわきまえずにあの女を飼うつもりなら、一つだけ忠告してあげよう。『月』からの侵しん蝕しよくにだけ、気を付けて……』

　それに、月光は目を細める。

　狂った魔女。

『月』からの侵蝕。

　その二つの言葉を頭の中に思い描えがき、まただ、と、彼は思う。また、日向がなにを言っているのかが、わからない。

　月光は顔をしかめ、それからヒメアの、気味が悪いほどに整いすぎている顔を見る。

　弟に──狂った魔女と呼ばれた女の顔を見る。

　そして、彼女の質問に答える。

　いったいいまの化け物は、なんだったのか？　という質問に、答える。

「……ゲインヴィックだ」

　が、ヒメアはこちらを見つめ、

「嘘うそばっかり。『蛾ゲイのン大ヴイ蛇ツク』は、人語を喋しやべらない」

「じゃあ奴やつは勉強家だったんだろう」

「あはは、それ、全然おもしろくないよ」

　と、彼女は妖よう艶えんな笑えみを浮うかべ、笑う。うなずく。それからきょろきょろと周囲を見回す。

　潰つぶれた机。

　穴の空いた壁かべ。

　なにか。なにかおかしなことがここで起きていたんじゃないか？　その痕こん跡せきを見つけてやる、と言わんばかりの顔できょろきょろ教室を見回し、しかしその途と中ちゆう、必死に落ちてくる生徒たちを受け止めている大兎の姿を見て、急ににへらっと顔が緩ゆるんで、

「私も手伝うよ大兎～[image: ]」

　などと言って、駆かけだす。大兎に抱だき着く。うわヒメアそれ邪じや魔まと馬ば鹿かが叫ぶのでそれにまた嬉うれしそうに彼女はまた笑う。

　その、二人の馬鹿どもの姿を見つめ、

「阿あ呆ほか」

　と、月光は小さく呟つぶやいた。

「……あれが俺の手に負えない、狂った魔女だと？」

　冗じよう談だんにも、ほどがある。

　と、彼は思う。それからしばらく、大兎とヒメアが無む駄だにいちゃついているのを眺ながめてから、

「……ふむ」

　彼は再び、ポケットからケータイを取り出す。電話帳から『軍』と書かれた項こう目もくを出し、ボタンを押おす。コール音が二回だけ鳴り、女の声が返ってくる。

『はい』

「化け物は始末した」

『はい』

「今日はもう、学校の封ふう鎖さは解かない」

『はい』

「とりあえず生徒の記き憶おくを消して、家に帰せ。あと西校舎四階で戦せん闘とうを行った。誰だれかに修復させろ」

『……さらわれた全生徒を取り戻もどしたのですか？』

「さぁな。何人か消化されているかもしれんが、それは俺の知ったことじゃあない」

『……そんな。また、査問会に呼びだされますよ？』

「知るか」

『しか……』

　が、そこで、月光はケータイを閉じる。それからもう一度、大兎を嬉しそうに助けているヒメアを見つめる。

《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメア。

　世界を混こん沌とんへと導くことができる《幸福》とかいう名のよくわからない魔法を創つくりだした、バールスクラのかつての愛人。

　世界中の組織が怯おびえる魔神、バールスクラを封印した、狂った魔女。

　そしてそんなご大層な通り名をいくつも持っているのに、あきらかに中学以下の脳のう味み噌そしか持ってなさそうな鉄大兎の側そばで、楽しそうに笑っている、彼女の美しい姿をしばらく見つめてから、

「……『月』からの侵蝕に気を付けろ……ね。少し、調べてみる必要がありそうだ」

　月光はそう、言った。それから彼は床ゆかに刺ささっていた剣を抜ぬき、鞘さやに収める。踵きびすを返す。教室から出る。

「…………」

　そして再び、生徒会室へと戻る廊ろう下かを、歩き始めた。












　　　第三章　月が昇る









　空が妙みように暗かった。

　雨が降っているわけでもないのに、陽ひの光がぶ厚い雲に遮さえぎられてしまい、街全体に影かげを落としているように、見える。

　まだ、時刻は二時を少しすぎたぐらいのはずなのだが、もう、夕方なんじゃないかと勘かん違ちがいしてしまうほど、暗い。

「……昼までは、天気よかったのになぁ」

　と言って、大たい兎とは空を見上げる。

　彼がいまいるのは、学校の、立入禁止の屋上だった。

　あれからしばらく、ゲインなんちゃらとかいう化け物に食われた生徒たちが落ちてくるのを受け止めたあと、応おう援えんにきた《軍おとな》な人たちに生徒救助と教室修復の仕事を任せ、さらに化け物の消化液で汚よごれてしまった学生服の替かえを貰もらってそれに着がえて、いま、やっと、昼飯を食べに立入禁止の屋上にきていた。

　いやまあ、《軍》がすべての処理を終え、さらに魔ま物ものからの汚お染せんの除去を終えるまで、邪じや魔まだから屋上にいてくれ、と言われたからここにきているのだが。

　で、この屋上で遥はるかにもらった弁当を食べ終わり、さらにヒメアの持ってきたコロッケパンまで食べてしまって、ちょっと吐はきそうになって寝ね転ころがり、そのまま大兎は空を見上げる。

　いつの間にやらすっかり雲に覆おおわれてしまった暗い空を見上げ、

「雨でも降るのかねぇ」

　と、呟つぶやく。

　するとそれに、隣となりに座すわっていたヒメアも空を見上げ、

「どうかな～」

　と言う。

　その、ヒメアのほうを、大兎は見る。女の子座りで横に座っている美少女のほうを、大兎は見る。

　そして、う～む、とか、うなりそうになる。

　たまたま《軍》の命令でこの屋上に追いやられているのだが、でも、普ふ通つうなら五時間目の授業中なはずなのにそれをサボって、立入禁止の学校の屋上に忍しのびこみ、セーラー服を着たちょっとありえないほど綺き麗れいな女の子と二人きりで遅おそいお昼ご飯を食べる──なんていうこのシチュエーションに、ええと、ちょっとその、なんかその、

「……すげぇ悪いことしてる気になるなぁ」

　とか、大兎は呟いてしまう。

　するとヒメアがこちらを見て、

「あはは。大兎は昔からすごい悪い子だもんねぇ」

　楽しそうに笑った。

　その笑え顔がおを見つめて、

「俺おれのどこが悪い子よ？」

「悪い子だよ～。公園ですべり台から立ちしょんしてたしね！」

「それいつの話？」

「九年前」

「俺七歳さいじゃん」

「うん」

「七歳は、立ちしょんするもんだぜ？」

　という言葉になぜか、

「へぇ～知らなかった。人間ってそういうものなの？」

　なんて、ヒメアがなぜかちょっと感心するような顔になってしまって、

「……ああっと、いや、嘘うそだぜ？　普通はすべり台の上からなんてしな……あ～、ってか、やっぱこの話続けるのやめよ。なんかちょっと……」

　シモの話過ぎる、っと大兎は言いかけて、しかしその発言すらシモの話過ぎると思って、彼は口を閉じた。

　するとヒメアが、

「あとね、あとね、大兎が悪い子なとこをさらに上げるとね」

「えええ、まだその話続くの？」

「もっちろん！　悪いところ言うとねぇ、なんか、浮うわ気き相手のおべんと食べるところでしょう～？」

　と言って、じろりと大兎が食べた、遥のお弁当のほうを彼女は見つめる。

　それに大兎は、うううっとなって、

「いやこれはだから、浮気とかそういうことじゃな……」

　が、それを遮さえぎってヒメアが、

「他ほかにもねー、私のこと、ずーっとずーっと、放ほうりっぱなしで忘れてたところでしょう？」

　と、言う。

　そしてそれに大兎はまた、

「…………」

　なにも言えなくなる。

　そのことについてはもう、なんの弁解の余地もなかった。

　彼女を守って、ずっと一いつ緒しよにいると約束したのに、その、彼女のことを忘れて、今日まで九年間もぼんやり生きてきてしまったのだ。

　その間。

　その、九年もの長い間、彼女は暗くら闇やみで独り我が慢まんしていた。絶望と戦いながら、独りで我慢していた。大兎はふわふわなにもせずに生きてたのに、彼女は独り、死にそうな思いをしていた。

　それに、最悪だ、と、思う。

　俺は最悪な奴やつだなぁと、心底思う。

　もう、本当なら、彼女に最低男とののしられて、殺されてしまってもいいほどの裏切りを彼女に対してしてしまったのだが──

「…………」

　しかしその、自分を恨うらんでいるはずの彼女のほうを、大兎は見る。

　悪い子悪い子と騒さわぎたてているヒメアのほうを見る。

　すると彼女はこちらに文句を言いながら、しかし、すごく嬉うれしそうな、愛いとおしげな顔でこちらを見つめて、

「でも、いま一緒にいれて、私幸せだよ？」

　なんてことを、言う。

　高校一年のガキには、もう、まるで対応しきれないほど直球な言葉をあっさり投げ付けてくる。

　そしてそのまま、彼女はこてんっと、寝ころがっている大兎の胸に頭を乗せてきて。

「あ、大兎の、心臓の音がするぅ」

　とか、言う。

　そしてその言葉を、昔も聞いたことがあるような気がする。あれはたしか、砂場に山を作って、それを枕まくらにして寝ころがっていたときのことだ。大兎が横になってるとヒメアが胸に頭を乗せてきて、二人で一緒に心臓の音を数えて遊んだりしたのだが──でも、あれは七歳だから許されたことで、ええと、なんだ、そのぉ、

「……ヒメア？」

「ん～？」

「ちょっと、ええと、お、重いよ」

「いいの[image: ]」

「えええ～？」

「我慢しなさい」

「えええ～っっ」

　と、そこで、自分の鼓こ動どうが、恥はずかしいことにちょっとだけ早くなるのを、感じる。それを聞かれるのが恥ずかしくて、なんとか、なんとか話題を変えようと、大兎は頑がん張ばる。ってか、このままじゃほんとまずい。このまま学校の屋上で、なんか、話がもっとこう、最近のハードな少女漫まん画がみたいな展開になったりするのは絶対にまずい、と、大兎は思う。

　だからなにか、適切な話題に変えようと思うのだけど、なんだろ。なに話せばいいんだろ、とか思い、頭に浮うかんできたのは──

　天気の話とか、どうでしょう？

「ってあほか俺は」

　自分の考えに、自分で突つっこんだ。

　そしてまた、彼女の、小さい頭の重みから気をそらすために、空を見上げる。

　ぶ厚い雲に覆おおわれた、暗い空を見上げる。

　するとその雲の隙すき間まを縫ぬうように、光が見えた。

　丸く、薄うすい、月の形が雲の合間に見えて、

「あれぇ」

　と、大兎は言う。

　それにヒメアが、

「どしたの？」

　と聞いてくる。

「いや、まだ昼で雲も多いのに、空に……」

　と、答えかけたが、しかし、すぐにその月の姿は流れてきた雲に隠かくれてしまう。せっかく、ちょっとだけおもしろい話題を見つけたのに、雲がすぐにそれを隠してしまって、

「……あ～、やっぱいいや。なんでもない」

　と、大兎は言った。

　するとヒメアは顔を上げ、

「え～、なになに、私に隠しごとするの～？」

　ちょっとだけ責めるような目で言ってくる。

　それに寝ねころがったまま大兎は肩かたをすくめ、

「いや、隠し事じゃないけどさ……」

「じゃあなによ？」

「でももう、見えなくなっちゃったからなぁ」

「なにが？」

「いや、月がさ」

　と、大兎は言った。

　するとそれにヒメアが、振ふり向く。

　そして空を見上げる。

「……月？」

「うん」

「見えないよ？」

「うん。もう雲に隠れちゃったからね」

　そう言って、大兎ももう一度、空を見上げる。さっき月が見えた、雲の向こう側へと、目を細めてみる。そしてその雲の中に、さっき見えた、月の形を思い描えがいてみる。

　真ん丸の、少し赤みがかった月。

　そう。

　さっき見えた月は、妙みように赤く見えたのだ。だからちょっと驚おどろいて、声を上げてしまった。たまに、まだ空が明るいうちに月が見えることがあっても、あんなふうな赤い色をしているのは見たことがなかったから、妙に驚いてしまって。

「真昼の月は……赤く見えんのかな」

　と、大兎は小さく呟つぶやく。

　するとそれにヒメアが、

「……赤？」

　と聞き返してきて、突とつ然ぜん、ひょいっと立ち上がった。すると吹ふいてきた風に、スカートがひらひらと揺ゆれる。そのまま屋上の金かな網あみまでいって、空を見上げる。金網に手をかけて、一生懸けん命めい探すように背せ伸のびして空を見上げる。

　その姿に大兎は苦く笑しようして、

「ありゃ、そんなに見たかった？」

　と聞くと、

「…………」

　なぜか彼女は一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくしてから、振り返る。微ほほ笑えむ。

「う～ん、そーでもないかな」

　と言って、あははと笑う。なぜかちょっと、悲しげな顔であはは、と笑う。

　それに、

「どした？」

　と、大兎は聞こうとした。

　どうしてそんな顔をするの？　と、聞こうとした。

　だがそれと同時に、突然、ブーっという、警告音のような音が学校中に鳴り響ひびく。それに続いて、

『掃そう除じは終わりました。生徒会委員のみなさまは、帰宅してかまいません。今日はお疲つかれさまでした』

　という校内放送が、平へい淡たんな女の声で響き渡わたった。

　それに大兎は目を、屋上に備えつけられた拡声機のような形のスピーカーへと向けた。それからよっと掛かけ声をかけて上半身を起こして、

「なんか、終わったみたいね」

　と言ってから、床ゆかにほっぽりだしといた鞄かばんに、遥からもらった弁当箱を入れて立ち上がる。

　するとヒメアはその、立ち上がった大兎のほうを見る。いつもの、嬉うれしそうな微び笑しようを浮かべて、こちらを見る。

　その顔に、さっき一瞬見えたような、悲しげな色は、まるで見えない。本当にいつもどおりの、悪いた戯ずらっぽい目まな差ざしでこちらを見つめていて。

　それに、あれ、じゃあさっきのは、気のせいかな、と、大兎は思う。

　もう一度彼は雨が降りだしそうなほどに暗い空を見上げ、再びヒメアのほうを見て、

「んじゃ俺、帰るわ」

　と言う。

　それにヒメアがうなずいて、

「私も一いつ緒しよに大兎の家に……」

　が、それに大兎は慌あわてて、

「いやだからそれはダメだって」

「なんで～」

「なんでもなにも、家うち、親も妹もいるしさ～、ってかそれをおいといても、月げつ光こうがしばらくの間はヒメア、学校の外に出ちゃだめだって言ってたろう？　そうじゃなくてもヒメアのこと追ってる奴やつらが多いんだし」

　と、大兎は言った。

　それにヒメアが不満そうに頬ほおをぷーっと膨ふくらますが、それにもだめだって、と、大兎は言う。

　そして彼は、いま、彼女がおかれているかなり厳しい立場についての、月光からされた説明を、思いだした。

　といっても月光の説明はいまいち難しい上に、あの馬ば鹿か生徒会長は聞いてる人の身になって説明してやろうというほんの少しの優やさしささえたぶん母親のお腹の中に忘れてきてしまったような男なので、いまいち、きちんとした状じよう況きようは大兎にもわかっていないのだが。

　でも、大兎なりに理解している情報を整理すると、こういうことになっていた。




　なんでも彼女には、凶きよう悪あくな魔ま術じゆつ犯罪を犯おかしたバールスクラとかいう名前の化け物の仲間だった、という過去があり、バールスクラの仲間＝危ない奴だ！　という先入観のもと、いろいろな組織に追われているのだという。




　さらに、彼女が《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》という、すごく珍めずらしい種類の生き物で、やはり強大な、珍しい力を持っているので、その力を手に入れたいと思っている組織にも狙ねらわれているらしい。




　ちなみに生徒会室で行われたその説明のときに、その組織って、もしかしてＣＩＡとかＮＡＳＡとかのことですかー？　と、大兎が純じゆん粋すいな気持ちで質問したら、月光の野や郎ろう、「馬鹿は死ね。勝手にＮＡＳＡとロケット作って月に行ってもう帰ってくるな」とか言いやがってあいつ絶対あとで殺してやるとか思ったのは、さておき。

　そんなこんなでヒメアはすごい有名人なので、一歩外へ出れば、敵だらけなのだという。

　しかしそんな彼女を唯ゆい一いつ、敵の目から隠かくして、守っておける場所があるという。

　それがなぜか、この宮みや阪さか高こう校こうで──

　なんでもこの高校が建てられた土地は、いくつもの次元の穴を自由に作りだし、よくわからない、異次元へと、どこでもドア的に好き放題に道を繋つなぐことができる特とく殊しゆな土地なのだという。

　月光は《聖地》──とか、気どった呼び方でこの土地のことを呼んでいたが、まあ、たぶん、どこでもドアで合ってると思う。

　ただし、この地球以外の、よくわからない場所にまで繋がっているどこでもドアだ。

　で、まあその《聖地》とかいう場所を使えば、その向こう側に広がる無数の世界や、呪のろい、科学、魔法、武器、化け物、異物などなどを手に入れることができるとかなんとか、もう、ＮＡＳＡ的な人たちにはヨダレもんのすごい場所らしくて、ここにこれがあることがバレたら世界中の組織に狙われてしまうので隠そう！　すぐ隠そう！　と言いだしたのが、《軍》とか呼ばれる、これまたよくわからない奴らなのだという。

　で、他国から隠すためになにか、建物を建てようということになったのだが、調べてみるとなぜか、次元の裂さけ目を往いき来できるのが十八歳さいまでの子供だけで。

　ほいで《軍》が子供たちを操あやつって、その次元の裂け目を管理させるために学校の体てい裁さいにして建てたのがこの、宮阪高校──

　とか言って、あらためてこうして順序立てて説明してみると、なんかものすごくこの学校、ヤバイ匂においがぷんぷんしてくるんですけど……

　でもまあ、その真実を知っているのは、生徒会の人間と、学校の地下にある、見たこともない軍服を身に纏まとった、《軍》と呼ばれる不気味な組織の奴らだけなのだという。

　他の奴らは誰だれも、真実を知らされていない。

　教師も、生徒も、この狂くるった学校の真実を知らされていない。

　おまけにこの学校は、他国の、魔術的なものに興きよう味み津しん々しんな他の組織からは見え難にくくなるような結界が張られているらしくて、より、秘密主義度１２０％になっている。

　しかしその結界のおかげで、ヒメアがここに匿かくまわれている、ということも見え難くなるので、

『敵が多いサイトヒメアはしばらく、この学校を出るな』

　と、つまりはそういうことになるらしい。

　さらに月光は、

『まあ近い将来、他の組織にもある程度は《軍》から交こう渉しようさせ、協定を結ばせる。だからそれまでの間はおとなしくしていろ』

　とのことで、いま、ヒメアはこの学校から外へ出ちゃいけないらしかった。

　だから大兎は、頬を膨らませるヒメアを見つめ、

「とにかくダメだかんね」

　と、少しだけ強い口調でそう言った。

　すると彼女は少し不満そうな顔で、

「じゃあ大兎がガッコに泊とまってよ～。私ずっと独りぼっちだったのに、学校でも独りじゃ、寂さびしいよ」

　という言葉に一瞬、確かに夜の学校に、女の子一人で寝ね泊とまりするのは怖こわいかな、と、思いかけたが、しかしその考えも彼女がいま、寝泊まりしている部屋を見せられたときのことを思いだして、吹ふっ飛んだ。

　ちなみにいま、彼女が寝泊まりしているのは理科室の奥おくにある、開かずの間で有名な部屋だった。大兎が学校にきたばかりのころに聞いた噂うわさでは、その部屋の扉とびらはもう、ここ十数年開かれてなくて、なんでもそこで、恋こいに破れた真ま奈な実みという名の女生徒が自殺し、それ以来その女生徒の幽ゆう霊れい『真奈実さん』が出てきて夜な夜な生徒を襲おそうので、有名な寺の坊ぼうさんがきて封ふう印いんした──なぁんていう恐きよう怖ふ話が広まっていたのだが、しかし、真相はまるで違ちがった。

　その開かずの間の向こう側は、《軍》が異世界からきた友好的《客バケモノ》をもてなすためのゲストルームになっていて、もう、えらく豪ごう華かな、ホテルのスイートルームのような部屋がそこには用意されていた。

　そしてその、ホテルの部屋に、ヒメアと二人で泊まる光景を大兎はちょっと想像する。

「…………」

　年ごろの男女が、ホテルのベッドで仲良く寝泊まりしている光景を想像する。

　そしてしばらく想像しているとその光景に突然、モザイクがかかりだして、

「あ、あ、やっぱだめだ。だめだめ」

　と、大兎は言った。

　それにヒメアはつまらなそうに、

「なんでぇ？」

　と言う。

　だが大兎はあくまで強い口調で、

「なんでも！　とにかく今日は疲つかれたから、帰るよ。雨も降りそうだしさ」

　と、大兎は空を見上げる。

　するともう、雲行きはだいぶ怪あやしかった。いまにもどばっと、雨が降りだしそうだ。

「俺、今日傘かさ持ってきてねーし」

　それにヒメアは、唇くちびるを少しとがらせて、

「ふ～ん」

　と言った。

「いや、明日また、朝からくるから」

「ふ～ん」

「……ってか、あ～、怒おこったの？」

　と、大兎が少しだけ困ったような顔で聞くと、ヒメアはそれに、微ほほ笑えんだ。

「なんて、ね～。怒ってないよ。大兎には大兎の生活があるの、わかってるから。人間だもんね」

　と、言う。

　人間だもんね、と、ちょっとだけ寂さびしそうに言う。それから彼女も空を見上げる。いまにも雨が降りだしそうな、空を見上げ、

「……きっと今日、月、見えないね」

「たぶんね」

「もう、すぐに帰る？」

「う～んと、いや、夜までいてもいいけど」

　が、それにヒメアは笑い、

「いいよ、帰って。雨降りそうだもん。また明日、会お。さてさて、私も部屋に戻もどってマナミサンとおしゃべりしよ～っと」

　とか、言う。踵きびすを返し、軽い足どりで屋上の入口へと戻り始める。

　それに大兎はうなずく。ヒメアの後を追うように、歩き始め──かけてから、

「……え？」

　と、言った。

　さらに、

「……ええ？　ちょ、ちょっと待って。いまヒメア、変なこと言わなかった？」

　と、聞いた。

　その言葉に、彼女が振ふり返る。どしたの？　とばかりに不思議そうに首をかしげ、

「変なこと？」

「うん」

「って、なに？　部屋に戻ろうっていうのが、変なこと？」

　が、大兎は首を振る。

「いやいやいや、その、後。あの、真奈実さんとおしゃべりしようとか、なんとか……」

　すると彼女は突とつ然ぜん、ははぁんという顔になった。こちらを嬉うれしそうに見つめ、

「あ～、大兎、私がマナミサンと最近仲いいから、妬やいてるんでしょう？」

　とか、わけのわからないことを、言う。

「でも大だい丈じよう夫ぶだよ。マナミサン、雌めすだから」

　とか、わけのわからないことを、言う。

　それに大兎は、

「いや、ええええ？　あの、真奈実さんって、あの真奈実さんだよね？」

　が、その問いかけに、ヒメアのほうがなぜかわけがわからないという顔で、

「マナミサンはマナミサンだけど、なにを驚おどろいてるの？」

「ってか、ヒメアのほうこそなんで驚かないの？　真奈実さんって、あの噂の、開かずの間の幽霊だろ？」

　と、いう、大兎の言葉に、しかしヒメアはますます首をかしげ、

「……だからなんで、私が人間ごときの霊に驚くの？」

　なんてことを、あっさり言った。

　もう、ほんとにわけがわからないとばかりの顔で、言った。

　それに。

「…………」

　それに、大兎はじっと、ヒメアの顔を見る。もう、とても人間のものとは思えないほど綺き麗れいな、彼女の顔を見る。というか、本当に人間のものではない彼女の美び貌ぼうを、見つめる。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれる、もう、幽霊なんか比じゃないほどの化け物である彼女の顔をじーっと見つめ、なんか、ちょっと、幽霊ごときでわーきゃー言ってしまった自分が、恥はずかしくなってくる。

　だいたいついさっきまで、白昼堂々、生徒を何百人も喰くらおうとしていた蛇へびの化け物と戦っていたというのに、学校の七不思議クラスの話題でぎゃーぎゃー驚いた自分に、ちょっと恥ずかしくなってきて、

「……ああ、えっと……忘れてくれ。そりゃこの学校なら、幽霊の一匹ぴきや二匹ひき、いるよねぇ……」

　と、大兎が言うと、ヒメアは笑って、

「マナミサンは幽霊じゃないけどね」

　と、言った。

「幽霊じゃないの？」

「うん」

「じゃあなに？」

「日本人形に取り憑ついた……化けギツネ」

　という、彼女の言葉に──大兎はなんか吊つり目の、コンコン言いながら包丁を振り回して暗くら闇やみを歩いてくる日本人形を想像してしまい、

「…………へぇ～。なんか、聞かなきゃよかった」

　と、うめくように言った。

「で、そいつと仲良くできてるの？」

「うん。襲おそってきたところ殴なぐったら、ああこれはすみません、うるさい人間かと思ったので、とかいって、イナリズシとかいう食べものくれた」

「お稲いな荷りさんかよ！」

「オイナリサン？」

「いやそいつ、神さ……あああ、まあ、いいや。なんでキツネの神さまが学校の開かずの間の奥おくのホテルみたいなとこで暮らしてるのかもわかんねーけど、まあ、いいや。とにかく、友達できてよかったね」

　と大兎が言うと、

「うん！」

　と、彼女は嬉うれしそうにうなずく。両手を高く上げ、

「大兎が私を思いだしてくれたから、自由になれた。もうね～、いますっごい自由で、幸せ！」

　という、幸せのせの字のところでまた、彼女は大兎に抱だき着いてくる。それが本当に幸せそうなので、大兎は恥ずかしいから抱き着くなって、と、言えなくなる。

　抱き着いてきた彼女の肩かたの華きや奢しやさを見て。友達が一人できたというだけで嬉しそうに笑うのを見て。コロッケパンなんかを見て喜び、太陽を見ては喜び、雨が降っては喜び、そしてそんなことであっさり喜んでしまっている彼女を見て。

「…………」

　大兎は彼女が過ごした九年間の、あまりの重さを想おもい、顔が歪ゆがみそうになってしまう。

　約束したのに。

　絶対に君を守ると約束したのに、彼のその言葉は全部嘘うそで。

　あまりに彼が弱すぎたせいで、彼女はまるで、クソのように扱あつかわれてしまって。

　その、自分のあまりの不ふ甲が斐いなさと弱さに、うんざりする。彼女の笑え顔がおを見るたびに、次はこんなことには絶対にならないようにしなきゃと、胸の奥で思う。

「…………」

　だから彼は、いま、ちょっと恥ずかしいことを毎日していた。

　ヒナタのような化け物が再び現れても、なんとか彼女を守れるだけの力を手に入れようと、恥ずかしいことをしていた。

　学校が終わってからの放課後、自分のこの、十五分に六回まで死んでもいいという特とく殊しゆな体を使って、どう戦えばいいかを考えながら修業っぽいをことをこそこそやっていて。

　今日もヒメアを学校に置いて早く帰りたいと思ったのは、その修業をしたいからで。

　ってか、修業って響ひびきがもう恥ずかしいけどね。ドラゴンボールかよ！　とか、突つっこみを入れたくなるけれど。

　でも、まあ、もうあんな後こう悔かいしたくないから。

　女の子が目の前で泣いているのに、自分が弱いせいで、なにもかも台なしになってしまうのは、見たくないから。だから、

「…………」

　大兎は、彼女の肩をつかんで、自分から放す。そして、

「……ヒメアが毎日、楽しいならよかった」

　と、言った。

　すると彼女は顔を上げて、また嬉うれしそうに、

「大兎と一いつ緒しよなら、いつも楽しいしね～」

　と言う。

「好きだよ、大兎」

　とか、言う。

　それに大兎は、困ったような顔しかできないが、それで彼女が幸せならまあ、いいかな、と思った。

　あんまりヒメアが見つめてくるもんだから思わず彼女から目をそらす。するとそのそらした先の床ゆかに、ぽつりと水すい滴てきが落ちるのが見える。ぽつ、ぽつ、ぽつと、水滴が何度か落ちてから──

　突とつ然ぜん。

　ガガガガァン！　と、耳をつんざくような轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。それはまるで、雷かみなりが脳天に落ちてきたかのような轟音で。

　あまりの音の大きさに、思わず体がびくっと、震ふるえる。

「うお、すげぇ近くに、雷落ちた？」

　と、言って、大兎は周囲を見回す。

　しかし別に、空は光っていない。空の中に、稲いな妻ずまが光っているのは見えない。

　だがまた、ガガガガァンという、一いつ瞬しゆん体が硬こう直ちよくしてしまうほどの轟音が鳴る。いや、体だけじゃない。学校全体が震えだしそうなほどの轟音が鳴る。

　空は光っていないのに、音だけが間近に響く。それに大兎は驚いてしまって、周囲をきょろきょろと見回す。

「普ふ通つう雷って、光るより早く音鳴るっけ？」

　という、大兎の声がまた、ガガァンという轟音に遮さえぎられる。

　そして周囲に雨あめ粒つぶがぽつ、ぽつ、ぽつぽつぽつと降り始める。

　やば、雨がきた、と、大兎は言いかけて、止める。ぽつぽつと降ってきている雨が、雨ではなかったから、言葉を止める。

　落ちてきている雨粒が、赤い。

　まるで血のように赤い。

　なにか悪いものに汚お染せんされてしまっているかのように、赤く濁にごった液体が、学校の屋上に降り始めて。
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「……なんだぁ？　これ」

　と、大兎は言う。

　それにヒメアも空を見上げる。さっきまでの嬉しそうに緩ゆるんだ顔ではなく、厳しい、まるでただの女子高生のものには見えない妖あやしい真しん紅くの瞳ひとみで、空を見上げる。

　なにか、遠くにあるものを一生懸けん命めい見ようとしているかのように、空を見つめる。その彼女の頬ほおに、赤い、液体が当たる。その液体を、彼女は小さなかわいい舌を伸のばして、ぺろっと舐なめる。

　そして。

　そして彼女は、小さく笑みを浮うかべ、

「……大兎」

「なに？」

「ガッコに戻もどろ。あんまりこの雨に、あたっちゃだめそう」

「だめそうってヒメア、いま、雨舐めたけど、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫……私はこういうの、耐たい性せいあるから……でも大兎はだめ。というか、大兎、自分じゃ気づいてないかもしれないけどこの雨でもう、二回死んでる」

「へ？　嘘うそ？」

　と、大兎は言う。そして自分の体を見る。

　しかしまるで、死んでいるようには見えな……

　が、そこで、まるで腐くさっていくように、自分の右みぎ腕うでがもげてしまって、

「うおうおうお、なんだこれ」

「毒」

「毒？」

「そう。私が使うのと同じ、《毒まじゆつ》」

　という言葉で、大兎は思いだす。

　彼女が、大兎に入れた毒のことを。

　彼女が自分に入れた、《毒まじゆつ》のことを。

《毒まじゆつ》というのは、ヒメアのような《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》だけが使える、特別な力を持った魔ま法ほうらしい。

《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》だけが使うことができる、異常な力を持った魔法のことらしい。

　そしてその力を手に入れるために、ヒナタはやってきたのだ。

　その力を怖おそれて、《教会》の奴やつらは彼女を監かん禁きんしていたのだ。

　つまり、その《毒まじゆつ》がいま、ここで発動しているということは、

「……ヒメア以外の《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》がここにいるのか？」

　と、大兎は聞いた。もげた自分の腕を、無理矢理元に戻して接合させながら、彼はそう聞いた。

　すると彼女はこちらを見て、

「そんな雰ふん囲い気きは感じないなぁ……というかあの、日ひ向なたが私の他ほかの三人の《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》を殺したっていうのが本当なら、もう、この世界には《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》は私しか残ってないはず」

「じゃあ、誰だれが魔法を使ってるの？」

「わかんない。でも、とりあえず外にいるのはやばいと思う。生徒会室に戻って、月光たちと合流しよう」

　と言って、彼女は大兎の腕を引く。それだけでまた、もろくなった大兎の腕が、今度は肩かたから抜ぬけてしまって。その、千切れた腕をヒメアは見て、困ったような顔で笑う。

「……ありゃ、大兎四回死んじゃってる。早く雨から逃にげないと、もうすぐほんとに死んじゃうよ」

「そりゃまずい。ってか、無む駄だに死んだ回数増えるのがまずい」

　と、大兎は思う。

　もしこれがまたヒメアを狙ねらう何者かの襲しゆう撃げきなら、そいつらとの戦せん闘とうがすぐに起こる可能性がある。

　なのにすでにもう四回、死んでしまっているのなら、その戦闘において大兎はもう、二回しか死ぬことができない。そうしたら、またヒメアを守れない可能性がある。

　だから、

「戻るぞ」

　と、大兎は言って、走りだす。すると足ががくがくする。どういうわけか、足ももろくなってしまっている。

「うわっと……」

　と、転びそうになったところで、

「ほいっ」

　と言って、ヒメアが支えてくれる。大丈夫？　と聞かれて、大兎はうなずく。体がぼろぼろと崩くずれそうなので大丈夫なはずはないのだが、でも、とりあえず大丈夫とうなずく。そしてこんなところでも、守るはずの相手に助けられるのかよ、と、ちょっとだけ情け無い気分になる。

　そしてそのまま屋上の入口まで移動して、室内に戻る。扉とびらを閉める。するとみるみるうちに大兎のもろくなっていた体は元に戻り始める。ヒメアに支えてもらわなくても立てるようになり、続いて、彼女が持ってきてくれた腕を渡わたしてもらい、自分の肩に接合する。それからその腕を二、三度振ふると、

「よし、くっついた」

　と、言う。

　それから背後を振り返り、閉めた屋上の扉を見る。屋上の扉には、『生徒立入禁止。破ったものは校長室に呼びだされます』なんて貼はり紙があるが、あんな危ない雨が降ってんじゃ、そりゃ立入禁止でもしょうがねぇよな、とか、思う。

　そして、この扉の向こう側で降っている、赤い雨のことを思いだし、いったいここでまた、なにが起き始めてるのか？　なんてことを考えてみるが、

「…………」

　まあ当然、なにが起きてるかなんてわかるはずもなかった。というか、こういう異常な出来事が世の中にはたくさんある、ということを知ったのもつい、一週間前なのだ。

　だからまるでなにが起きているのか、見当もつかない。

　ってことはつまり、なにが起きてるのか、見当がつく奴のところへいかなければならないわけで。

　ってことはつまり、すげぇ癪しやくな話だが、あの馬ば鹿かのところへいかなきゃいけないわけで。

　あ～、もう、くそ、

「んじゃ、生徒会室に戻るかぁ」

　と、大兎は言った。

　そして言いながら、今後は戦いの訓練の他に、なんかこう、ちょっと魔法的なことの勉強も、少しはするか、とか思う。なにからどう勉強していいかわかんないけど。

「…………」

　しかしその、彼の考えをまるで見すかしているかのようにヒメアが笑って、

「大兎」

「うん？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。大兎は私が選んだ人だもん。きっと強くなる」

　なんてことを言って、背中をぽんぽんっと叩たたいてきて。

　それに彼は、彼女の顔を見つめ、

「……なんだかなぁ……」

　そううめきながら、階段を降りた。

　向かうは中央校舎五階。

　俺さま馬鹿が君臨する、生徒会室だ。












　　　第四章　月が揺ゆれる









　その、約三十分前。




　ゲインヴィックを操あやつる銀ぎん髪ぱつの化け物との戦せん闘とうを終えた後、月げつ光こうは生徒会室へと戻もどってきていた。

《聖地》と呼ばれる次元の歪ゆがみを管理することができるこの場所は、しかし、そんな特異な能力を持っている空間には見えないほど、普ふ通つうの、なんの変へん哲てつもない生徒会室だった。

　部屋にあるのはあまり整理されていない書類棚だなに、美み雷らいの馬ば鹿かが妙みようちくりんな犬の絵をラクガキしてしまっているホワイトボード。長方形の会議用机には、お湯を入れた保温ポットと、小さなカップにティーバッグ。あと、カフェインの錠じよう剤ざいが四カプセル。

　月光はその、カフェインの錠剤を口に放ほうりこみ、さらに紅茶で胃の中に流しこむ。

　昨日の晩、朝方まで《軍》に対する報告書を書いていたので少し寝ね不ぶ足そくだった。

　そのまま、彼は椅い子すの背もたれに体をあずけ、

「ん～」

　と、伸のびをする。それから、

「眠ねむい」

　と、呟つぶやく。

　だが、まだ寝るわけにはいかなかった。

　本当なら朝、《軍》に報告書を提出したら、登校してくる愚ぐ民みんどもを尻しり目めに家に帰って今日は休みにしてしまおう、と、そう思っていたのだ。そして書類をまとめ、提出し、帰る準備をしていたところで、妙な報告が入ってしまった。

　朝のかなり早い段階で、用務員の一人が消えたのだという。その報告が月光のもとへやってきたのが朝六時。そして時間がたつごとに何人かの生徒たちが消えていき、どうもそれが、ゲインヴィックという蛇へびの化け物の仕し業わざだということがわかったのが、昼休み前。

　続いて《軍》からゲインヴィックの排はい除じよ命令が出て、対応したのがついさっき。

　そして。

「…………」

　と、そこで、月光は机の、保温ポットの横に置いてある、書類の山を見る。

　そこにある書類の山は、





　・ゲインヴィック排除についての報告書。

　・なぜ、ゲインヴィックの侵しん入にゆうを許してしまったのかについての報告書。

　・ゲインヴィックから受けた、被ひ害がい状じよう況きようについての報告書。

　・今回の学校修復にかかった、術的費用についての報告書、などなど。






　そのすべてのくだらない書類の、すべての馬鹿らしい設問を埋うめて、提出する必要があった。

　それに月光はうんざりしたような顔で、

「……あの、無能なクソ役人どもが」

　そう言って、長い足を上げる。そのまま革かわ靴ぐつの裏で、書類を蹴けり飛ばす。すると書類は机から落ち、床ゆかに散らばる。

　その、乱雑に散らばった書類の山を見下ろし、

「……人員が足りない。これを片付けさせる、書ド記レイが必要だ」

　と、言った。

　とそこで、

「じゃーん！」

　という、女の子の声が、生徒会室後方の扉とびらから上がる。

「じゃじゃーん！」

　という、もう、こっち見てこっち見てと言わんばかりの女の子の声が上がる──が、しかし、月光はまるでなにも聞こえていないかのように、振ふり返らない。そのまま腕うで組ぐみをする。目を閉じる。独り、考えに耽ふけ……

「ちょっとおおおおおおお、あたしじゃじゃーんって言ってるじゃん！　なんで無視かぁああああああああ！」

　と叫さけんで、なにかが迫せまってくる気配がする。なにかものすごくめんどくさいものが迫ってくる気配がする。

　が、それに、

「おい美雷。もし、おまえが俺おれに蹴りでも入れようものなら、おまえが密ひそかに俺の財さい布ふから金を抜ぬいて買い集めている漫まん画が本ぼんをすべて焼き捨てるぞ？」

　と、月光は言う。

　すると、

「……あうあ」

　という、恐きよう怖ふに震ふるえたような声がする。その声のほうを見る。するとそこには一人の、たれ目なのになぜか強気そうに見える小こ柄がらな女子高生が、スカートがめくれるのもまるで気にせずに、蹴りを月光にたたきこんでこようとしている。

　ついさっき、四階のベランダから落ちていったはずの生徒ド会レ委員イの一人、安あん藤どう美雷だ。

　その、美雷の革靴の裏を見る。靴下を見る。ふくらはぎから太ふと腿ももへいき、スカートの中が目に入りそうになって、

「う、うわぁ!?」

　美雷が叫ぶ。足を下ろし、スカートを押おさえる。童顔の──というか、実際にまだ十四の子供なので、童顔というほどでもないのだが──その、小さな顔を、怒おこったような、それでいて恥はずかしそうな赤い色に染めて、

「げ、ゲッコーの、スケベ！」

　と、叫ぶ。

　それに月光は、美雷を見つめる。

　なんでも、彼女が転入した一年四組の男子生徒たちからは、美雷って抜けてるけど、かわいいよな、とか言われてるらしい、かわいらしい顔を見つめ、一言。

「……俺はガキの汚きたないパンツには興味がな……」

「汚くなぁあああああああああああああああい!?」

　美雷が、今度こそ思いっきり顔を赤くして、叫んだ。

　もう、耳がきんきんするほど大きな声で叫んで、月光はそれに、うんざりと片手で右耳を押さえる。それから再び美雷から目をそらす。背もたれに体を預ける。目を閉じて、考え事を──

「いやだから、なんであたしのこと無視なの!?」

「うるさい」

「うるさくなぁあああああああい！　ってもう！　ちょっと！　かわいい美雷ちゃんがゲッコーに力を封ふう印いんされたままベランダから落ちたのに、心配一つなしかああああああ？」

　と言ってきたので、それに少しだけ、月光は目を開く。

「怪け我が、したのか？」

　すると美雷は小さな胸を得意げにぐいっと張り、

「それが無傷でした！」

「じゃあもう消えろ」

「褒ほめろってぇえ～！」

　とか、うるさく言ってくるが、もう、答えるのがめんどうなので月光は無視する。そのままもう一度目を閉じ、いま、考えるべき事こと柄がらに集中する。少しずつカフェインが効いてきたのか、脳の中に溜たまっていた眠気が消え始め、思考がきちんと回り始める。

　そしてついさっき西校舎四階で起きた出来事に思考を巡めぐらせる。

　ゲインヴィックの中にいた、あの、異常に強い、銀ぎん髪ぱつの化け物ことを考える。

　凶スペル・剣エラーが効かず、宮みや阪さか高こう校こうの生徒会長であるこの俺を、軽くあしらって見せたあの化け物のことを考える。

「…………」

　そして彼は口の中だけで、小さく舌打ちする。だが、怒いかりばかりを膨ふくらませても仕方ないので、さらに思考を進める。

　まず、あいつがいったい何者だったのか？　ということについて。

　それを考えて彼はまた薄うすく目を開き、机に立てかけている漆しつ黒こくの剣けんへと、その目を向ける。

　すべての魔まを祓はらうことができるはずの、特とく殊しゆな剣へと目を向ける。

　だが、その特殊な剣が、あの化け物にはまるで効果がなかった。

　その理由について、月光は思考を巡らせる。

　彼は剣を見つめたまま、

「……美雷」

　と、言った。

　するともう、月光に話しかけることをあきらめたのか、部屋の床ゆかに落ちた書類を蹴けって遊び始めていた美雷が、振り向く。

　その彼女に、

「おまえ、見たか？」

　と聞いた。

　すると彼女は首をかしげる。

「なにを？」

「さっき八組で暴れていた化け物を、だ。おまえを舌で串くし刺ざしにしようとした」

　それに、彼女はあっさり、

「ああ、あれ。見たよ～」

　と言う。その言葉に月光は目線を上げ、美雷へと注意を向ける。そして聞いた。

「あれはおまえの仲間か？」

　が、彼女はそれに首を振って、

「違ちがうよ～。あいつ、あたしと違って、悪魔じゃないもん」

　なんてことを、言う。

　あいつ、あたしと違って、悪魔じゃないもん──とか、もう、普ふ通つうの人間が聞いたら、この娘こ頭がちょっとやばいんじゃないの？　こんな年にもなってパンツにもアニメキャラの絵がついてるし……と、思われかねないような発言を、あっさりする。

　しかし、彼女の言葉は真実だった。

　彼女はただの女子高生ではなく、月光と契けい約やくを交かわした悪魔で。

　そしていまは、月光の凶スペル・剣エラーによって力の大半を封ふう印いんされているが、一度その封印を解いてやれば、それなりに大きな力を発揮する。

　まあ、彼女自身の言い分によると、

『あたしは唯ゆい一いつ、雷インドラの末まつ裔えい、アンドゥの血を引いている大物悪魔なんだぞ！』

　などと言い張っているが、まあ、彼女の脳のう味み噌その小ささを見る限り、それは嘘うそだろう。

　しかし彼女が悪魔だ、というのは事実だった。

　だから四階のベランダから落ちても平気だし、まだ、十四歳さいだというのに、あっさり《軍》がこの宮阪高校への転入を許可した。

　その、アンドゥのミライを月光は見つめる。

　宮阪高校のセーラー服を着た、小さな悪魔を月光は見つめる。

　そしてこいつには、凶スペル・剣エラーは効果があったのだが、と、思考を展開させてから、言葉を続けた。

「……ふむ。おまえは見ただけで、そいつが悪魔かどうかわかるのか？」

　という問い掛かけにも、彼女はこくんとうなずく。

「わかるよ。それどころか、見なくてもわかる。悪魔同士は血の中の波長を感じるから」

「ほう。そういうものか」

「うん。なんか悪魔にはね～、他の下等な生き物とは別の、高貴な血が流れてるから、それを感じるんだよってママが言ってたよ？」

　という言葉に、月光はまた、ふむっとうなって、腕うで組ぐみをする。

　つまりあの銀髪の化け物は、やはり悪魔ではなかったのだ。

　しかしそれだけでは、凶スペル・剣エラーの力が発揮されなかった理由にはならない。

　なにせこの剣は、すべての『魔』を祓う、ということになってはいるが、実際には『魔』だけではなく、種類を問わず、どんな力でも切り裂さき、打ち払ってしまう力を持っているはずだからだ。

　神の力さえ、弾はじく剣。

　それが凶スペル・剣エラーだった。そしてそれほど大きな力を持っていると聞いたからこそ、月光はそれを手に入れた。

　日ひ向なたを、弟を見返してやるために、月光は必死になって、この剣を手に入れた。

　にもかかわらず。

「…………」

　今日、また、あいつに馬ば鹿かにされた。

　殺したと思っていたはずの弟が生きていて。さらに、凶スペル・剣エラーが効かない、とんでもなく強い化け物を送りこんできて。その上さらに、これくらいでは馬鹿にしっぷりが足りないと言わんばかりに、

「……俺に忠告する……だと？」

　とそこで、月光は笑えみを浮うかべた。奥おく歯ばをぎゅぎゅっと、音がしそうなほど噛かみ締しめながら、ふふっと笑った。

　それに美雷が、

「なにがおかしいの～？」

　と、聞いてくるが、やはり答えない。

　ただ、次にあの銀髪の化け物がきたら、どうやって殺してやろうか？　ということだけを考える。

　次にあの、むかつく弟が俺の前でへらへら笑ったとき、どうやって馬鹿にしてやろうか？　ということだけを考える。

「…………」

　しかしそのためには、あの化け物をなんとかする必要があると、思った。

　あの、凶スペル・剣エラーが効かない銀ぎん髪ぱつの化け物をなんとかする必要がある、と、そう思った。

　もちろんあの戦せん闘とう中にも、あいつを殺すためにいくつか実験は試みたが。

　そのことについて、彼は思考を巡めぐらせる。





・あの銀髪の化け物には、すべての魔ま術じゆつ的てき力が効かないのか？

・それとも、凶スペル・剣エラーだけが効かないのか？






　あの戦闘中、彼はその二つの点について、実験を試みた。

　まず、日本製の呪じゆ符ふを放ってみた。

　どんな『魔』でも祓はらえるといっても、やはり凶スペル・剣エラーはヨーロッパ製だ。なら、ヨーロッパによく出しゆつ没ぼつする化け物にはよく効くが、アジアやアフリカなんかで出没する化け物には、効果が薄うすいこともあるのではないか？　と、思い、日本製の呪符を放ってみたら、奴やつは、反応した。

　凶スペル・剣エラーには警けい戒かい心しんをまるで見せなかったのに、エンオウの呪符には、きちんと対応してきた。

　それで、奴はアジア圏けんにある次元の穴から現れて、活動していた化け物なのか？　という推測を、あの戦闘中に月光は立てた。

　なので今度は、犬神の呪じゆ詛そを放ってみた。犬神の呪詛は、エンオウの呪符よりもさらに大きな力が込こめられている。それこそ、そこらの土地神くらいなら、殺せるほどの力が込められている。

　それを至近距きよ離りから放ってみたが、しかし、なぜかそれはまるで効かなかった。

　奴は笑って、それを受け止めた。

　そんなことができるのは、アジア圏にいる化け物や妖よう魔まのたぐいでは、相当な上位種だけのはずなのだが。

「…………」

　ということは、もしかしたらエンオウの呪符を怖おそれた、というのはブはつラたフりなのか？　本当はこいつはやはり、ヨーロッパのほうからきた化け物なんじゃないか？　と、推論して、今度は革かわ靴ぐつに仕込んでいた、最近、《教会》の奴らが吸きゆう血けつ鬼き狩がりに便利なのでよく使っているという、聖水に二十時間漬つけこんだ銀製の聖ダー針ツを放ってみた。

　しかしそれも、あっさり受け止めてしまう。平気な顔で受け止めてしまう。なら奴は、ヨーロッパからきた化け物でもないのかもしれない。

　となるとあいつは、いったい何者だ？

　まだ、この世界の歴史には登場したことのない、異次元からきた化け物なのか？

　と、月光は考える。

「…………」

　まあ、そういう化け物は、たくさんいる。まだこの世に現れたことのない化け物はたくさんいる。人間側で対処法が確立していない化け物は、いくらでもいる。

　というか資料を読むと、この生徒会室から繋つないだ次元の穴がたまたま、見たこともない化け物が棲すむ、見たこともない世界に繋がってしまい、生徒全員死亡だの、街の住民全員死亡だのの事件は、わりと起きているらしい。すべて、《軍》が記き憶おくを消すことにより対応しているが、この街自体がここ百年ほどで、二回ほど滅ほろびているらしい。

　そのことがいまだに外部に公おおやけにならないところを見ると、《軍》という奇き妙みような組織は、この日本という国にそれなりに食い込んでいる公的な機関なのかな、とも思うが、しかしそれは、月光には興味のないことだった。

　群れなければなにもできない、組織に群がる蟻ありどもには、まるで興味がなかった。

　なにせ日向の奴はたった一人で、世界を相手にしているのだ。

　ならこちらも仲間などいらない、と、彼は思う。

　すべては目的を達するために利用する、駒ドレイだ。

「…………」

　とそこで、月光は少し目線をずらして、生徒会室のホワイトボードに鼻はな唄うたを歌いながらラクガキしている美雷へと目を向ける。

　そして彼は、思う。

　うんざりしたような顔で、思う。

　利用するための駒ドレイどもが、ひどく迷めい惑わくで、役立たずなところが少し問題だが、と、思う。

　するとそこで、美雷がこちらの視線に気づいたのか、嬉うれしそうに振ふり返り、

「見てみてゲッコー。これ、ゲッコーだよ！」

　と、言うので、そのホワイトボードを見る。するとホワイトボードには、最近絵の練習でもしてるのか、ちょっとうまくなってきているイラストが描えがかれている。

　ひどく目付きの悪い、性格の悪そうな黒くろ髪かみの人間のイラスト。

　そしてその、イラストの横に吹ふき出しがあり、その吹き出しの中に、

『ぼくちん天才だよ～ん』

　と書かれていた。

　それに美雷が、

「超ちようゲッコーに似てない!?」

　と、嬉しそうに言う。両手を上げて、嬉しそうに言う。もう、あまりに嬉しそうに言うので、月光は微び笑しようを浮うかべて、うなずく。

「ふむ。似てるな」

「でしょでしょ」

「ああ。そしておまえはいい子だ。いつも本当にいい子だから、ごほうびをあげよう」

　と言うと、彼女は目を輝かがやかせて、

「ほんと!?」

　と、聞いてきたので、

「本当だ。ほら」

　と言って、ゲッコーは机に置いてあった、熱湯の入った保温ポットを美雷に向かって投げた。

　それに美雷は、

「え？　え？　嘘うそ？　ぎゃぁあああああ!?」

　と叫さけぶ。よける。すると『ぼくちん天才だよ～ん』にポットが当たり、ホワイトボードにめりこむ。蓋ふたが開く。熱湯が舞まい飛ぶ。それを美雷は見て、目を大きく見開き、

「危なぁあああああい!?」

　と、叫ぶ。床ゆかをごろごろ回って、よける。そのまま、ごろごろとやってきた美雷を月光は足でぎゅっと踏ふみ付けて止め、言った。

「……さて、いまおまえはポットをよけた。なぜだ？」

　するとその足にぎゅうぎゅう踏まれながら、

「足をどけろぉおおおおおおお～!?」

　と美雷が叫ぶので、さらに強く、踏み付ける。その足を、美雷は左手でつかむ。あっさり押おし退のける。
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　男である月光の足を、美雷は片手であっさり押し退けてしまう。普ふ通つうの女子高生とは比べ物にならないほどの腕わん力りよくで、はね返してしまう。

　これが、彼女の力だった。凶スペル・剣エラーにその能ち力からの七割を封ふうじられていても、悪魔である彼女の力は、人間の比ではない。

　だが、彼女はポットをよけた。人よりも遥はるかに大きな力を持っているはずの彼女が、ポットをよけた。

　理由は当然、熱いからだ。この程度の熱湯で、美雷がどうにかなるとは思わないが、それでも、熱いからよけた。

　それと同じように──

　と、月光は、再び思考に戻もどる。なんでポット投げるんだとか、火や傷けどしたらどうするんだとかわーきゃーわめいている美雷のほうを無視して、月光はさっきまでの思考に戻る。

「…………」

　いま、美雷がポットのお湯をよけたのと同じように、あの銀ぎん髪ぱつの化け物は、エンオウの呪じゆ符ふを、放たれる前に防いだ。

　犬神の呪じゆ詛そも、なんらかの魔ま法ほうで中和して防いだ。

　銀製の聖ダー針ツも、舌で巻きとって、きちんと対応した。

　だが。

　凶スペル・剣エラーに対しては、まるで反応しなかった。あたかも最初から、効かないことがわかっているかのように。痛みや、熱さや、危険を感じないかのように、あいつはまるで対応しなかった。

　つまり奴やつには、

「…………」

　と、月光は思う。

　奴には、凶スペル・剣エラーだけが効かないのだ。

　そこで、月光は再び思いだす。

　元のこの剣けんの持ち主だった、飲んだくれの神父の言葉を。

　この剣にも──すべての『力』を祓はらえるはずのこの凶スペル・剣エラーにも、唯ゆい一いつ、その力を祓えない相手がいる、という言葉を。

　それは悪魔よりも質たちの悪い化け物だという。

　それは神よりも質の悪い化け物だという。

　その、言葉に、まだ十三歳さいだった月光は確かこう言った。

『神よりも質が悪い化け物と言われても……人間以外に思い付かないが？』

　すると飲んだくれの神父は、赤い顔をしわくちゃにして、笑った。

『ははっ、ま、そりゃそうだがね』

『……それでいったい、その剣が苦手としている化け物とは、なんだ？』

『知りたいか？』

『もったいぶるな。殺すぞ』

　という言葉にも、神父は笑う。酒焼けした赤い顔に、まっ白いひげを生やした六十代後半ぐらいの神父が、笑った。

『ったくガキが偉えらそうに……ま、この結界の中に入ってこれんだから、ただのガキじゃないんだろうが……おまえ、なにもんだ？』

『俺は天才だ』

　と言うと、神父は一いつ瞬しゆん、目を大きく見開き、さらに笑う。

『ははは、おもしれぇ奴だな、おまえ。で、その天才さんが剣を手に入れたいと？』

『そうだ』

『剣を手に入れて、なにに使う？』

『俺を馬ば鹿かにした弟を殺す』

『へへぇ～。これまた、俺が剣の守護者になって以来、最大にどうでもいい理由だなぁ。おまえ、本気か？』

　と聞かれて、それに月光は、

『本気じゃなければ、こんな田い舎なかの山の上にいる、アル中のおっさんに会いにきたりはしない』

　と、答えた。

　それに神父は月光を見つめる。とろんと、酒に酔よっている小さな瞳ひとみで、月光を見つめる。

　そして。

『ま、俺にとっちゃ誰だれがどんな理由でこの剣を奪うばいにきても、関係ないがね……どうせおまえには剣を鞘さやから抜ぬくことすらできない。剣に選ばれない者は、剣を使うことはできな……』

　が、月光はそれを遮さえぎって、言う。

『ごたくはいい。剣をよこせ。そして剣が苦手としているものの正体を、言え』

　と言った。

　それに神父はまた笑い、まあいいだろう、と、言った。せっかくガキがこんな山を一人でひーこら登ってきたんだ。剣にまつわる楽しいお伽とぎ話ばなしの一つぐらいはしてやろう、と、そう言った。

　そして凶スペル・剣エラーについての、説明を始めた。

『この剣は実は、とある聖人を殺した、有名なあの槍やりを溶とかして作られた剣でなぁ。知ってるか？　あの槍』

　と、聞かれたので、月光は答えた。

『いいから剣をよこせ』

『……おまえ、少しは話を……』

『いいから剣をよこせジジイ』

『……こいつは……おまえ、目上の人には敬語を使えとおかあさんに教わ……』

『いいから剣をよこせと言っている、この飲んだくれが』

『………………………………こ、こ、こいつは………………ま、まあ、いいだろう。最近の子供はカルシウムが足りてないって、噂うわさで聞いたしな。でも、でももし剣を抜けるか試ためしたいのなら、もうちょっとだけ話聞けって。俺は一人で何年もこの剣守ってるから、会話に飢うえてん……』

『孤こ独どくで辛つらいなら勝手に死ね。老害が。さっさと剣をよこせ』

『…………………………』

　と、なぜかそのとき突とつ然ぜん、神父の拳こぶしが目に見えてぶるぶる震ふるえだすのが見えた。恐おそらく酒の飲みすぎだろう。それからあきらめたような顔になり、こちらの言葉を無視して、奴は話し始めた。

『……まあおまえが知らなくても、聖人を殺した有名な槍があるんだ。ロが頭かしら文も字じの、あれな？　そう言やわかるだろ？』

『ふむ。で、そのつまらない話はいったい、何分続く？』

『………………いやいや、ちょっとぐらいは驚おどろけよ？　あの槍だぞ？　救キ世リス主ト殺した、あれだぞ？　よく映画や小説とかで、あの呪のろわれた槍がこんなところにー!?　みたいな物語、見たこ……』

『興味ないな』

『なくても聞けよ』

『結論だけ話せ。おまえの話はつまらないと言っているだろう』

　という、その言葉に今度は、

『………………う、う、うおおおおおおおおおおおお、なんだ！　なんなんだこいつは！　神よ！　なぜ私に、こんな試練までお与あたえになるのですかぁああああああ!?』

　だのなんだの、神父が錯さく乱らんしたように騒さわぎだしたので、月光はとりあえず殴なぐって気絶させた。それから神父が抱かかえていた酒さか瓶びんを取りあげ、床ゆかに投げ棄すてて割ると、言う。

『なにが、神よ、だ。飲みすぎで今度は幻げん覚かくでも見たか？　酒は諸悪の根元だと聖書にも書いてあるだろうが。聖書を読め、聖書を』

　それから彼は、教会の十じゆう字じ架かの裏に貼はりつけてあった凶スペル・剣エラーを見つけて、奪う。

　それを腰こしに下げ、鞘から抜こうとすると、あっさり抜くことができたので、

『……抜けるじゃないか、嘘うそつきが』

　と、呟つぶやく。

　それから気絶している錯乱神父に水をかけ起こすと、抜いたばかりの凶スペル・剣エラーをその首に突つき付け、

『さて、剣は貰もらった。話しておく必要がある話があれば、さっさと話せ。時間がないから、結論からな』

　と、言った。
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　すると神父は、その剣を見る。ひどく驚いたような顔で、その剣を見て、

『お、俺が待ってたのは……こんな奴やつなのか……』

　と、あきらかに月光が聞きたい話ではない言葉を続けようとしたので、首筋に剣を押おし付ける。

『……俺は、結論から話せ、と言った。俺にはゆるゆる余生を送っている老人と違ちがって、時間がないんだ。もう、あと三年で、悪あく魔まに喰くい殺される可能性がある。これ以上俺の時間を浪ろう費ひするつもりなら、殺すぞ？』

　という、その言葉に、神父がこちらを見る。

『悪魔に喰い殺される……？』

　が、それに月光は剣をさらに押し付け、

『二度は言わない。無む駄だ話ばなしをやめろ』

　すると神父は、笑った。喉のどに剣を押し付けられてなお、笑った。

『……弟を殺すために剣を取りにきたのに、悪魔に喰い殺される？　そうか。わかった。剣がおまえを選んだ理由が、わかった。おまえ、双ふた子ごだろう？』

『…………』

『図星か。はは。そうか。そういうからくりか。ならいいだろう。おまえにその剣をやるよ。その剣でおまえは、世界を切り開けばいい』

　という言葉に、月光は目を細めた。そして、

『……少しだけ、おまえの話がおもしろくなってきた。続けろ。なぜ俺が双子だとわかった？』

『説明はいらないんだろう？　結論だけ……』

『いいから話を続けろ。殺すぞ？』

　その、月光の言葉に、初めて神父は主導権をやっと手に入れたとばかりに嬉うれしそうに笑った。

『やれよ。剣の正しい持ち主が現れたのなら、もう、思い残すことはない』

『剣の正しい持ち主？　いったい、なんの話だ？』

『預言で、おまえが現れることはわかってたんだよ。双そう頭とうの、不幸な鴉カラスの片割れが剣けんを取りにくる、とな。まあでも、おまえが本当にこの剣の持ち主ならば、もう話すことはなにもないよ。その剣を使ってればそのうち、真実は剣が語ってくれる』

『……剣が語る？　この剣は、しゃべるのか？』

　と聞くと、神父はそれに、ふふっと笑う。笑うだけで、月光の質問には答えない。そして、

『俺が知っている結論だけ話そう。まず、さっき言った、この剣がキリストを殺したロンギヌスの槍で出来ている、っていうさっきの話は、ありゃハリウッド好きのアメリカ人がきたときのために用意しておいた、嘘だ。本当は、この剣がなにでできているのか見当もつかない。なにせ教バ皇チカ庁ンが出来る前──いや、キリストが生まれるよりずっと前から、《教会》に伝わってるらしいからな……』

　その言葉に、月光は剣を見つめた。

　キリストが生まれる前というと、少なくとも２０００年以上は前ということになるのだが、教会のステンドグラスごしに入ってくる光を反射して、漆しつ黒こくに光り続けるその刀身を見ると、とてもそんな長い間この世に存在していたものには見えなかった。

　その剣を神父も見つめて、

『だが誰だれがその剣を《教会》にもたらしたのかは、知ってる。というよりも、剣の持ち主に、誰がもたらしたのかを伝えろ──と、剣と一いつ緒しよに保存されていた古文書には書いてあった』

『ほう。それで、それは誰だ？』

　と聞くと、神父は答えた。

『天使だ』

『天使？』

『ああ、天使だ』

　と、言った。

　その言葉に、月光はまた、教会のステンドグラスのほうを見上げる。するとそこにはよくある、跪ひざまずく聖母マリアを囲むように飛ぶ天使の絵がガラスで作られている。

　さらに三人の博士を囲む天使。

　馬小屋で生まれた赤子を囲む天使。

　基本、天使は裸はだかで、おまけに人間を馬ば鹿かにするかのようなノーテンキな顔で囲みをかけている。

　その、ノーテンキな姿を見上げ、

『あの天使か？』

　と、月光が聞くと、神父も顔を上げる。ステンドグラスを見る。

　そして天使の姿を見て、首を振ふり、

『いや、あれは、エンジェルだろう？　おまえに合わせて日本語で『天使』って言ったが、俺らはエンジェルのことを、天使とは呼ばない』

　などと、ちょっとわかりにくいことを言いだして、月光は首をかしげる。

『なら、おまえの言っている天使というのは、いったいなんだ？』

　するとそれに、神父は答えた。

　少しだけ低い声こわ音ねで、

『天てん魔まの使い、と、古文書にはあった』

　と、言う。

　その言葉に、月光は神父のほうを見る。

　天魔……という言葉の響ひびきが、妙みように頭の奥おくにからみついて。それも、あまりいい印象を受けなかった。なぜか、妙に不快な気分になる。なぜ、そんな気分になったのか、自分でもわからないからより気持ちが悪くて、月光は顔をしかめる。

　天魔──という言葉自体には、心当たりがあった。仏教やヒンドゥー教に出てくる用語の一つだ。

　第マー六ラ天ハ魔ー王ピー波ヤ旬ス。

　だが、

『天魔というのは、仏教の……』

　という、月光の言葉を、しかし神父があっさり遮さえぎった。

『たぶん、そういう類たぐいのものじゃない。この剣は、そういう類の、人が、すでに知覚できているような話の中にはでてこない。たぶんもっと、ずっと質たちの悪い代しろ物ものだ』

　などと、言った。

　それに月光はもう一度、剣を見る。

　月の形イメージが装そう飾しよくされた、柄カツプ守ガードを見る。

　確かにこの、月の形が妙に、仏教やヒンドゥー教などを連想させない。もっと別の、なにかの影えい響きようを受けているように、見える。

『じゃあ、天魔というのは、いったいなんだ？』

　という質問に、神父は肩かたをすくめ、

『さてね。だが、その剣が唯ゆい一いつ力を示さない相手が……天魔の使いである、天使どもだ。だからもし、おまえが、天魔の使いと対たい峙じすることがあったのなら、気を付けろ……と言うことになってたんだが……でもまあ、そうそう会う相手じゃないだろう。なんせ俺が生きてきた二百四十年で、その、天使と呼ばれる化け物にお目にかかったことはないしな』

　なんてことを、言う。

　それに月光が、

『二百四十年？』

　と聞き返すと、神父は笑えみを浮うかべた。そして、

『じゃあ、俺の仕事は終わった。これで呪のろいも解ける』

　と言う。そのまま、床ゆかに投げ付けられて割られた酒さか瓶びんを名な残ごり惜おしそうに見下ろし、

『まあ最後にもう一口くらい、酒を飲みたかったが……それはいいだろう。おまえが言うとおり、酒は諸悪の根元って聖書にも書いてあるしな』

　そう言って、笑う。そしてそのまま、彼の顔の皮ひ膚ふがただれ始める。まるで火を灯ともした蝋ろう燭そくが溶とけていくように、彼の姿がただれ、歪ゆがみ、崩くずれ、消えてしまう。

　それどころか神父が消えた瞬しゆん間かん、周囲の景色まで一変してしまう。

　ついさっきまで彼の目の前に広がっていたのは、ステンドグラスから煌こう々こうと明るい陽ひざしが射さしこんでいる教会だったはずだが、いま、彼が立っているのはどういうわけか暗い、朽くちた廃はい屋おくの中だった。

　目に入るのは首のないマリア像。割れて床に落ちたステンドグラス。腐くさって穴が空いてしまった屋根からは、暗い夜の森の木々や蔦つたが、不気味に建物に侵しん入にゆうしてきている。

　月光はそれらの光景を──




「…………」




　生徒会室で、思いだした。

　二百四十年も生きたあげくに、蝋燭のように溶けて消えた化け物神父の姿。

　その神父の、結局なんの手て懸がかりもないじゃないかと突つっこみたくなるような、ヨタ話。

　だが今回、一年八組で遭そう遇ぐうしたあの敵の情報が、あの神父の話の中にあったように、思う。

　唯一、凶スペル・剣エラーが効かない可能性のある、化け物の話。

　天魔と、その使いの話。

「……つまりは……」

　と、彼は呟つぶやいた。

「今日会ったあの銀ぎん髪ぱつ野や郎ろうが、天使か……」

　それから、彼はポケットからケータイを取り出し、《軍》に連れん絡らくする。また、コールが二回だけ鳴って、女が出る。

『はい』

「俺だ」

『はい』

「用意してほしいものがある」

『なんでしょうか？』

「天魔──と、いう言葉が含ふくまれている文ぶん献けんを、かたっぱしから用意しろ」

『テンマ、ですか？』

「ああ」

『わかりました』

「わかったらならすぐに仕事にかかれ」

『は……』

　返事が終わる前に、月光はケータイを閉じる。それからまた、ホワイトボードで遊び続けている美雷へ向けて、

「おい美雷」

「ん～？」

「おまえ、天魔って知ってるか？」

「知らな～い」

「だと思った」

　こいつはいつもなんの役にもたたないからな、という言葉は、口にするのもめんどうなのでとりあえず言わないことにする。

　まあしかし、銀髪の化け物についての対応策は、《軍》から天魔についての文献が届いてから考えればいいだろう。いま手持ちの情報でできることは、もうない。

　だから思考を次へと移す。

　今度は一番考えたくない、あの問題へと、考えを移す。

　弟が。

　あの、馬ば鹿か日向がどういうわけか生きていて、そして、偉えらそうに寄こしてきた、忠告とやらに、思考を移す。

　あいつが言ってきた忠告を要約すると──




　もし兄さんが、狂くるった魔女、サイトヒメアを飼うつもりなら、『月』からの侵しん蝕しよくにだけ、気を付けて……




　と、いうことだった。

　この言葉について一番気になるポイントは、最後の、『気を付けて……』という部分だ。

　その、まるで本当に心配しているかのような言葉の語ご尾びに、

「…………」

　月光はずっと、イライラし続けている。ヒナタの奴やつ、俺をずっと馬鹿にし続け、おまけに悪魔に喰くわせようとしたくせに、

「いまさら気を付けて、だと？　笑わせる」

　と、彼は無表情のまま、呟く。

　日向のにやにやした笑みを思いだし、さらにその顔の奥おくに潜ひそむ、まるで読みとれない歪んだ心の闇やみを想像してから、

「……あいつは、どういう意図で俺に忠告なんてしてきた？」

　理由を、考える。

　月の侵蝕に気を付けて。

　月。

「……月、か……」

　そう言って、彼は、机に立てかけてあった漆しつ黒こくの剣けんを、見る。剣の、柄つかの部分を見る。『月』の形イメージが装そう飾しよくされている、剣の柄の部分を見つめる。

「……月。月がいったい、どうしたというのだ？」

　だが、考えてみてもやはり、知らないことを理解するのは不可能だった。いつも自分より数歩、前に進んでしまっている日向の思考の展開についていくのは、不可能だった。

　それに月光はまた、うんざりする。一度思考を止めて、疲つかれたように窓の外を見る。

　すると外は快晴だった。雲一つ、浮かんでいない。昼過ぎの陽ざしはあまりに明るすぎて、寝ね不ぶ足そくの体には少し、堪こたえる。

　もちろんこんな昼過ぎに、月なんて見えるはずがない。

　月。

　月の侵蝕。

　サイトヒメア。

　天魔。

　不幸な、双そう頭とうの鴉カラス。

　それらのわけのわからないキーワードを頭の中でしばらくぐるぐると回してから、彼は言った。

「……クソ。少し寝よう」

　そのままもう一度、背もたれに体を押おし付ける。目を閉じる。

「あ、ゲッコーお昼寝～？」

　という、美雷の声に、

「いや、本気で寝る」

「帰らないの？」

「うん？　ああ……まあ、帰ってもいいが……」

　とそこで。

　彼は薄うすく、目を開ける。さっきからうんざりするほど瞼まぶたを突つき刺さしていたはずの陽ひ射ざしが、急に弱まったのを感じて、目を開ける。そしてもう一度、窓の外を見る。

　するとどこから現れたのか、暗い雲が太陽を覆おおい始めていて。

　ついさっきまで快晴で、雲なんて一つもなかったはずなのに、いつの間にか空が急に暗くなっていて。

　月光はそれを、見つめる。

　その横から、

「あ、あのさ～、帰り道にさ～、また、本屋さん寄っていい？　欲ほしい漫まん画がが……」

　とかなんとか、こちらの世界にきて、急速に漫画本にはまりまくっている美雷がおずおずとした口調で言ってくる。彼女が最近はまっているのはなぜか横よこ山やま光みつ輝てる『三国志』全六十巻という渋しぶいチョイスで。そんな大量の漫画を本ほん棚だなのどこに置くんだアホが、と、月光は思うのだが、

「…………」

　しかしそれを、いまは言葉には出さない。

　ただ窓の外の、ちょっと異常なほどの速さで雲が増えていく空を見つめて。

　それから今度は、生徒会室の中に目線を戻もどす。見たのは彼の座すわっている席の正面にある、壁かべ。やはりなんの変へん哲てつもない、学校の安っぽい壁だ。

　それを彼はしばらく見つめていると、美雷が言ってくる。

「お、一お昨とと日いも買ったから、だめかな？　でもでも、いま、カンウがソウソウに捕つかまったすごいとこでね」

「…………」

「いやほんと、ゲッコーも読めば、絶対これおもしれぇえええええええって言うって！」

「…………」

「だ、だめ、かな……？」

　という彼女の言葉に、月光は目を、美雷へ向ける。すると彼女は、お願いしますっっ!!　というような、必死な顔をしている。

　その、彼女のかわいらしい顔を、見る。そして、

「美雷」

　と、彼女の名前を呼ぶ。

「ほえ？」

「ちょっとこい」

「あう……も、もしかして、怒おこった？　あの、確かに財さい布ふからお金抜ぬいたけど、は、八百円だけだよ？　あとはゲッコーからもらってるお小こ遣づかいで買って……」

　が、それを無視して、彼は立ち上がる。美雷の肩かたをつかみ、引き寄せる。そして彼女の頬ほおに、唇くちびるを近付けて。

「え？　え？　なに!?」

　と、美雷が叫さけんだ。

　それから顔を真っ赤にする。驚おどろいた顔でこちらを見て、

「わ、わわわ、な、なんでキスするの？　なんでキスするの!?」

　と、言う。そしてちょっとだけ、抵てい抗こうする。月光の胸を両手で押さえて、彼女は慌あわてた顔でちょっとだけ抵抗する。

　しかし月光は気にせず、彼女を自分の胸まで引き寄せる。それから彼女の耳もとで、

「黙だまれ」

　と、囁ささやく。

　すると美雷はなぜか困ったような顔になる。本当なら、月光よりも強いはずの腕うでの力をくてっと抜き、目をつぶる。

　ぎゅっと強く、目をつぶる。

　なぜこいつがそんな焦あせった顔になって目をつぶっているのかはいまいちわからないが、しかしやはり、月光は気にしない。そのまま彼は、一気に唇を彼女の頬に押しあて、言った。

「……おまえの呪のろいを解く。俺の命令どおりに、動け」

　その、刹せつ那な。

　月光の唇が彼女の頬に触れた、刹那。

　美雷の目が、開いた。

　さらに彼女の、ポニーテールを作っているヘアゴムが弾はじけ飛び、髪かみの色が金に変わる。稲いな妻ずま状にぐるぐると宙を舞まう。目の色も鋭するどい金色に変色し、彼女は本来の姿を取り戻す。

　凶スペル・剣エラーに封ふう印いんされていたはずの、悪あく魔まの力を彼女は取り戻す。

　その、全身に稲妻がきらめく自分の姿を美雷は見て、それからこちらを向き、

「あ、あれぇ……あの、えと、ただのキスじゃ、なかったの？」

　とかなんとか、わけのわからないことを言ってくるが、しかしそれにも月光は興味がない。

　というよりもいま、無む駄だな会話をしている暇ひまは、ないはずだった。

　美雷が悪魔の姿を取り戻したのを確認してから再び、月光は生徒会室の壁を見る。

　白いペンキで塗ぬっただけの、コンクリの壁を見る。

　とそこで、その、白い壁の中央がぐにゃぐにゃと歪ゆがみ始める。

　なにかが。

　ナニか、異常なものが、どこか別の世界からこちら側に侵しん入にゆうしてこようとしている。

　といってもそれは、そう珍めずらしいことではないのだが。月に二度ぐらいはこの、あらゆる異次元と道を繋つなぐことができる《聖地》に、どういうわけかたまたま繋がってしまった世界から、竜りゆうやら悪魔やら呪いやらがやってくることがあるのだ。

　たまたま《道み程ち》が開いてしまい、なんだここ、と、やってきた化け物がたまたま質たちが悪くて大変──なんて事件は、よくあることなのだが、しかし。

「…………」

　しかしそれも、月光がこの生徒会室にいる限りはありえないはずのことだった。

　月光は生徒会長としてこの《聖地》と、血を八リットルも渡わたして契けい約やくしており、ここから繋ぐ次元の穴をすべて管理することができるようになっている。

　つまり月光がこの生徒会室の中にいる限りは、彼の能力によって次元の穴が勝手に開いたり、知らぬ間に別の世界と繋がったりは決してしない、はずなのだが。

「…………」

　いま、目の前では、月光が開けたのではない穴が、開こうとしている。

　どこかの世界から、なにものかが侵入してこようとしている。

　白い壁が歪み、ひび割れ、まるで血のように赤く染まり始める。

　そして。

「……敵がくるぞ」

　と、月光は言った。

　それに美雷が、

「へ？」

　と、言う。

「どこから？」

「後ろだ」

「ほえ？」

　と、言ったところで、壁に穴が開いた。

　その、開いた穴から手が伸のびてくる。人の体よりも大きな手。いや、それを手と言っていいのかどうかもわからない。二十本以上はありそうな指に、すべて違ちがう色の鋭するどい爪つめが伸びている。皮ひ膚ふは腐ふ乱らんし、ぐずぐずと崩くずれて、その中をなにか、気色の悪いミミズのような生き物が這はいまわりながら、キーキーと叫んでいる。

　その異様な化け物の姿を驚いた顔で見て、美雷が叫んだ。

「なにこいつ!?」

「俺が知るか」

「ゲッコーが呼んだの？」

「俺の知りあいにこんな奴やつはいない」

「じゃあ敵か!?」

「そうだ。とりあえず殺せ。自じ称しよう大悪魔の、おまえの力を見せてみろ」

　と、月光が命じると、本来の姿に戻もどった美雷が、自信満々で目を爛らん々らんと輝かがやかせる。

「あいあいさ～！」

　そして拳こぶしを握にぎる。その拳に稲妻が宿る。腰こしを落とす。稲妻を疾はしらせて、

「おりゃああああああああ！」

　と、侵入してきた巨きよ大だいな『手』を殴なぐる。

　するとその『手』の指が数本弾け飛ぶ。別に悲鳴は上がらないが、おそらくダメージは与あたえただろう。

　月光はそれに、

「……よし、しばらくおまえ一人でやれるか？」

　と聞く。

　すると美雷は笑えみを浮うかべ、

「らくっしょ～」

　と言って、今度は稲妻のように尖とがった髪の毛を手に突つき刺さす。稲妻の灯ともった右脚あしで指を切り裂さく。

　それにうなずいてから、月光は机に立てかけてあった剣けんを取る。それから、手の化け物のほうではなく、生徒会室の、窓の外のほうへと、目を向ける。

　すると空はさらにどんどん、どんどん、暗くなっていく。雨が降っているわけでもないのに、分厚い雲が、この学校と、校庭を、陽ひの光から遮さえぎってしまっている。

　そして。

「…………」

　そしてその、雲の隙すき間まに。

　妙みようなものが、見えた。

　丸く光る、

「……月、か？」

　と、呟つぶやき、月光は生徒会室の、壁かべにかかっている時計を見る。すると時刻はまだ、昼の二時にもなっていない。

　まだ、月が出るような時間ではない。

「…………」

　あんなに禍まが々まがしく、朱あかい月が出るような時間ではない。

　とそこで、彼はまた思いだす。

　さっき届いた、日向からの忠告を思いだす。




　──もしも狂くるった魔女を飼うのなら、『月』からの侵しん蝕しよくにだけ、気を付けて。




　その、言葉に、

「……おもしろい」

　と、月光は言って笑みを浮かべた。そして腰から剣を引き抜ぬく。美雷が戦っている手の化け物のほうへと目を向け、

「……日向は俺に、サイトヒメアを飼うのは無理だと言ったが、それは間違いだということを証明してやろうじゃないか」

　と、言った。

　そのまま月光は、まっすぐ手の化け物を見つめる。さらにその、手が出てきている次元の穴を見つめる。手はそのさきに続き、いったい、その手の持ち主がどれくらいの大きさの体を持っているのか？　その化け物がいる世界がいったい、どれほど異常で、不気味な世界なのか？

　それはまるでわからないが、

「……美雷」

　と、彼は言った。

　すると美雷は振ふり返らないまま、

「ま、待って。いま、やっつけるから」

　が、それに、

「どけ。時間がない。俺が殺す」

「へ？」

　と、振り向く美雷の横をすり抜け、月光は剣を振るう。それに反応して、手の先についている指たちがこちらに襲おそいかかってくるが、そのすべてを剣で切り払はらう。薙なぎ払う。そしてそのまま彼は跳ちよう躍やくし、剣を宙空から化け物の手首の部分へと振り下ろす。凶スペル・剣エラーがあっさり、手首をずぶずぶと切り裂さいていき、そのまま切断することもできたが、しかし、途と中ちゆうで止める。

　そして彼は言った。

「……詛のろえ、凶スペル・剣エラー」

　その一言だけで、すべては終わった。

　剣から黒よりも黒い呪のろいが、染しみだす。それが化け物の手首の傷から、侵蝕していく。腐くさったように見えるその手の皮膚の色が、さらに黒く、黒く染まっていく。皮膚の中のミミズのような虫が一匹ぴき飛びだしてきて、牙きばの生えた口を開き、月光に喰くらいつこうとするが、

「…………」

　しかし、彼はよけない。なぜなら凶スペル・剣エラーの詛のろいが、その、ミミズの動きよりも早くミミズの体を侵おかすから。

　こちらに喰らいつこうとしていたミミズの体が黒く染まり、炭のようになって砕くだける。

　そのころには生徒会室へ侵入してきた、身の程ほど知らずな『手』の化け物も、砕けて、床ゆかに落ちる。

　月光はそれを確かく認にんし、剣を腰こしに収める。そして無理矢理開かれた、壁の穴へと目を向けると、

「……さて、これはいったい、どこから繋つながっている？」

　と言った。穴の中を覗のぞく。すると、穴の向こう側も、朱い。まるで血のように朱い、紅あかい、赤い、景色が広がっている。

　いや、もしかすると大気からして、赤いのかもしれない。人がいって、生きていられる空間なのか、少し怪あやしい。

　とそこで、

「ちょっとおおおお、なんで横から邪じや魔まするの！　もうちょっとで、もうちょっとであたしもやっつけられたんだからね～だ！」

「やかましい」

「やかましくなぁああああい！　こいつやっつけてご褒ほう美びにアニメ三国志のＤＶＤＢＯＸを買ってもら……」

「買ってやる」

「え[image: ]」

「静かにしてたらなんでも買ってやるから、少しおまえは黙だまってろ」

　と、言うと、

「はいっ！」

　という、ものすごくわかりやすい返事があって、美雷はあっさり静かになった。そのまま彼女は、金の瞳ひとみを目一杯ぱいに輝かがやかせながら両手で口を押おさえ、静かにします！　とアピールをする。

　当然月光はそれを無視して、さらに穴のほうを観察する。ズボンのポケットから小指くらいの大きさの藁わら人形を取り出し、穴の中に放ほうり投げる。すると藁人形はそのまま向こう側に転がり、真っ赤な土のような場所に、落ちる。

　そしてそのまま、なにも起きない。

「…………」

　藁人形は、割れたり、壊こわれたり、しない。

　ちなみにこの藁人形は、人間が生きることができないような空間に放ると、耳障ざわりな悲鳴を上げて爆ばく発はつしてしまうのだが、

「……どうやら、人が活動できる空間では、あるようだ」

　そう言って彼は、首を穴の中に突つっこむ。周囲を見回す。敵が他ほかにいないことを確認してから、再び顔を生徒会室へ戻もどす。

　窓の外を見る。

　するとまだ、暗い空には月が出ている。

　真っ赤な月。

　この、壁の穴の向こう側と同じような、真しん紅くの月。

「……月の侵蝕に気を付けろってのは……」

　こいつのことか？

　と、月光がもう一度穴のほうを見る。

　すると美雷が、

「月？　月に繋がってるの？　これ」

「どうかな」

「でもこの穴の向こう、真っ赤だよ？」

「ああ」

「月って赤いっけ？」

　それに、月光は答える。

「……俺が知る限りは赤くないが……まあ、いってみようか。どうやら向こうからのご招待のようだしな」

　そう言って、一歩、前に足を踏ふみだそうとする。

　しかしそこで、ポケットの中のケータイのバイブが震ふるえる。

「……ん？」

　と、月光はその、ケータイを取る。開く。すると画面に、学校内の地図が映しだされている。そしてその、地図の中の一か所に緑の×印が点てん滅めつしているのが目に入る。

　するとそこで、

「……どしたのゲッコー。早く月にいこうよ」

　と、美雷が言った。

　だが、月光はやはり美雷のほうを見ない。緑の×印が点滅している、学校の地図を凝ぎよう視しして、

「……くそ、まずい」

　と言った。

「まずい？」

「ああ」

「なにが？」

　という質問に、

「学校の結界が何者かに破られ……」

　と、そう月光が答えかけたところで、突とつ然ぜんガァアアアンという、すぐそばに雷かみなりが落ちたような音が鳴った。

　だが、雷が落ちたわけじゃない。

　もう一度、ガガガガァンという、学校全体を震わすような、雷らい鳴めいによく似た轟ごう音おんが響ひびく。

　だがやはりそれは、雷ではない。

　それに月光は、

「…………」

　彼は、もう一度ケータイの画面に映しだされた学校の見取図へと目を向ける。そして、緑の×印がついている場所を確かく認にんする。それは校庭の端はしだった。目立つ大きなクスノキが一本立っている、校庭の、端。

　その方向へと彼は目を向ける。生徒会室の窓から学校の外を見る。

　すると外では、いつの間にやら雨が降り始めている。ぽつ、ぽつ、ぽつ、と雨は少しずつ校庭を汚よごし、クスノキを汚し、やがて滝たきのように降り始める。その雨は赤い。血のように赤い。いや、もしかしたら本当に血が降ってきているのかもしれない。

　月光はその赤い雨を見つめ、それから空を見上げる。だがもう、さっきまで見えていた赤い月は雲に隠かくれて見えなくなってしまっている。

　だが、わかる。月があの雲の向こうにあるのがわかる。あの、禍まが々まがしいほど赤い月があの雲の向こうにあるのがわかる。




　月の侵しん蝕しよくに気を付けて……




　また、その言葉を思いだし、さらに朝から事件続きで、まるで寝ねてないことに顔をしかめると、

「……今日は、厄やく日びだな」

　月光はそう言った。そのまま踵きびすを返す。生徒会室を出ようとする。破れた結界を修復するために、校庭へ向かおうとする。

　しかし二歩、足を動かしただけのところで、体が止まってしまう。突然、なにかに首をつかまれたような気がして、動けなくなる。

「ん？」

　と、月光はその、自分の首を見る。すると首に、いつの間にやら数本の管のようなものが巻きついてきている。赤い液体に濡ぬれた、管のようなものが巻きついてきている。

　月光はそれを見た。

　自分の首に巻きついた、見方によっては人間の腸のようなその気色の悪い赤い管を見た。するとその管は、例の、さっき『手』の化け物が侵入してきた穴から出ていた。

「まだ、敵が……」

　と、言ったところで管が、強い力で月光を穴の中に引きずり込もうする。月光の首はきつく締しめつけられ、

「ちぃっ」

　と、彼は小さく舌打ちする。そして剣けんを抜ぬこうとする。赤い管を切り裂さくために、剣を抜こうとする。しかしその、剣を抜こうとした手にも、管が巻きつく。引っ張る。強きよう烈れつな力が引っ張る。

　そして月光の体が、引っ張られて宙に浮ういた。

「まずい」

　と、彼はうめく。

「うわゲッコーが飛んだ！」

　と美雷が驚おどろく。

　その美雷のほうを月光は見て、

「引きずり込まれる。助けろ！」

　管に巻きつかれていないほうの手を、伸のばす。

　すると、

「わわわ、わかった！」

　と、彼女が月光の腕うでを、つかもうとする。管に抵てい抗こうして、月光を助けだそうとする。

　しかしそこで、月光はふと、考える。

「…………」

　もしもこの、管に抵抗して美雷の馬ば鹿か力ぢからで腕を引っ張られたら、腕が千切れるんじゃないか？

　と、気づく。

　そこで、

「いま、いま助けるからねゲッコー！」

　と、必死な顔で腕をつかんでこようとした美雷の手を、

「いや、やはりおまえの助けなどいらん」

　そう言って、彼は思いっきりはたく。そのまま、

「えええええええ～!?」

　と驚いた顔の美雷の髪かみをつかむ。引っ張る。

「痛たたた、って、なに？　なに？　なにす……」

「おまえも道連れだ」

「えええええええ～」

「一いつ緒しよに月へ……」

　が、そこで、月光と美雷はあっさり壁かべに空いた穴の向こうへ引きずり込まれ──







　生徒会室から、消えてしまった。












　　　第五章　月が落ちる









　その、十五分前。




　時し雨ぐれ遥はるかは通学路を歩いていた。

　お昼に急に緊きん急きゆう避ひ難なん訓練になってしまい、大たい兎とと別れたままになってしまったのだが、

「……大兎お弁当、食べてくれたかなぁ」

　と呟つぶやいて、彼女は空を見上げる。

　空はもう、これでもか！　と言わんばかりに晴れている。

　朝天気予報で、今日は快晴で、お洗せん濯たくにはぴったりの一日でしょうとお天気のお姉さんが言っていたので、じゃあ、大兎と一いつ緒しよに教室のベランダでお弁当食べたら気持ちいいだろな、と思って、わりと気合を入れて作ったのだけれど。

「…………」

　彼女は雲一つない空を見上げて、ため息をつく。そしてため息なんかついてたら、一日がつまんなくなっちゃうぞ、と思いなおして、顔に笑え顔がおを浮うかべてみる。

「にー」

　と言って、全開で口もとに微び笑しようを浮かべてみる。

　するとそこにちょうど、前から歩いてきた知りあいの近所のおばさんが、

「あら遥ちゃん、嬉うれしそうね。なにかいいことあったの？」

　と、言ってきて。

　その、幸せ笑顔の練習をしているところを見られてしまい、思わず赤面してしまいそうになりながら、

「あ、あ、こんにちわ、酒さか井いさん」

「はい、こんにちは遥ちゃん、もう帰り？」

「はい。今日はなんか、昼休みに抜ぬき打ちの避難訓練があって、帰宅が早かったんです」

「あらそうなの。じゃあうちのさとみも、もう帰ってくるのかしらね。家の鍵かぎ持たせてないから、急いで帰らなきゃ」

　という言葉に、遥は笑う。

「さとみに携けい帯たいで電話してみましょうか？」

「お願いできる？」

　それに遥はうなずいて、鞄かばんから携帯を取り出す。さ行を開いて、酒井さとみという名前を押おす。するとぷっぷっぷ、と、何度か呼びだしを試みる音が鳴ったあと、『電源を切っているか、電波の届かないところにいます』というアナウンスが流れて、

「あれぇ、でないや。電源切れてるのかな」

　と、遥が言うと、

「あら大変」

　と、酒井さんが言う。

「玄げん関かんの前で待ってるのかしら」

「もう学校が終わってから、けっこう経たってるから、そうかも」

「じゃあ私帰るわね」

「はい」

「遥ちゃんは帰らないの？」

　と、酒井さんが言う。

　それに遥は、微ほほ笑えむ。

「少し、いくところがあって」

「あ、塾じゆくでしょう？　最近みんな通ってるってさとみが言ってた」

「…………」

「やっぱり高一からみんな通うものなのかしらねぇ。まあ遥ちゃんは勉強できるからいい塾に入れるだろうけど……さとみはねぇ。あっと、長話してる場合じゃなかった。じゃあ遥ちゃん、またね」

「はい」

　と、遥は笑顔でうなずく。

「今度また、塾のこと教えてね」

「はい」

「じゃあまたね」

「はい、また。酒井さん」

　遥が頭を下げると、酒井さんは手を振ふって去っていく。その背中をしばらく見送りながら、

「……どーしよ。私まだ塾、通ってないんだけど……」

　と言ってから、ま、いっかと思い直し、再び歩き始める。

　そのまま通学路を、彼女はなぜか学校へ向かって戻もどっていく。

　商店街を抜け、横断歩道を渡わたり、学校の塀へいにそってしばらく歩く。

　すると。

「…………」

　するとその、学校の塀を乗り越こえて、大きく繁しげっている一本のクスノキが見えてくる。宮みや阪さか高こう校こうの校庭の隅すみに立っている大きな木だ。

　遥はその、クスノキの前まできたところで一度、足を止めた。木を見上げる。大きな木を見上げる。

　そして、

「クスノキさん、こんにちは」

　と、彼女は微笑んで、そう言った。

　もちろん、木は返事なんかしてこないが、しかし、感じる。いつも大きな木を見ると感じるのだ。樹じゆ齢れいを経へた、大きな木を見るといつも、優やさしいような、それでいて力強いような、包みこんでもらえるような、そんな気配を感じるのだ。

　それはとても温かくて、大きな木を見るたびに、彼女の気持ちは嬉しくなる。

　そのクスノキを見上げ、遥は言った。

「いつも学校を守ってくれて、ありがとね」

　と、彼女は言った。

「でも、今日はちょっとだけ……ちょっとだけ、その大きな力を抑おさえてもらうね」

　と、彼女は言った。

　そして少し、悲しそうな顔になる。鞄に手を入れ、中から、なにかを取り出す。しかしそれがなんなのかは、人の目には見えない。いや彼女の目にすら見えない、なにかを、彼女はしっかりとにぎり、取り出す。そしてそれを塀の中へと投げ込む。クスノキに当たるように塀の中へ投げ込む。

　そして彼女は言った。




「……さあ《毒まじゆつ》よ、弾はじけて」




　とそう言った、瞬しゆん間かん。

　塀の中の。

　学校の中の雰ふん囲い気きが、あきらかに変わったのがわかった。

　クスノキが苦痛の悲鳴を上げるのが、わかった。

　大きな悲鳴が。

　まるで雷らい鳴めいを轟とどろかすような悲鳴が学校の中で上がるのが、わかった。

　しかしその声はこちらには聞こえてこない。

　学校の外、塀の外には聞こえてない。

　それに。

「……ごめんね」

　と、遥はもう一度言う。

「……ほんとにごめんね」




　と、彼女は──
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　　　第六章　そして天てん魔まが、歌われる──









　そして時間は、再び現い在ま。




　突とつ然ぜん屋上に赤い雨が降り、それに殺されかけて慌あわてて学校の中へ戻もどり、とりあえずむかつく月げつ光こうの馬ば鹿かにいま、ここでなにが起こっているのかを聞くために、大たい兎とたちは生徒会室へと向かっていた。

　彼はひょいひょいと階段を降り、廊ろう下かを走る。走りながら、ポケットからケータイを取り出して、いまの時間を確かく認にんする。

　時刻は二時二十三分。

　でもってさっき、血のように赤い雨に当たってしまい、無む駄だに四回死んでしまったのが二分前くらいなので、ええと、なんだ。とりあえずいまから十三分くらいの間は、あと二回しか死ぬことができないはずだった。

　でもって最初に死んだところから十五分経過した、二時三十六分を超こえてしまえば、また、六回殺されても大だい丈じよう夫ぶになる──というのを彼は確認してから、

「……よし、とりあえず三十六分までは、なるべく死なないよう気をつけよう」

　と言って、ケータイをポケットに戻した。そして振ふり返る。ヒメアがちゃんと後ろについてきているのを確認する。

　すると振り向いた彼に、ヒメアが微ほほ笑えむ。

「なに？」

「いや、ちゃんとついてきてるかなって思って」

「あは、心配してくれたんだぁ[image: ]　大兎はいっつも優やさしいね」

　とか言って、彼女は彼の腕うでにしがみついてくる。

　ちなみに。

　いま、大兎はかなり全力に近い速さで廊下を走っていたのだが、ヒメアはそれに、軽々とついてきてしまっている。

　そう足が遅おそいほうじゃないはずの大兎の足に、彼女は、なにやらジョギングでもするかのような軽い足どりでひょいひょいついてきてしまっていて、

「……ってかヒメア、めちゃくちゃ足速くない？」

　と、聞くと、彼女はそんなのなんでもないと言わんばかりの顔で、言った。

「魔ま法ほう、使ってるから」

「へぇ。足が速くなる魔法？」

「ううん。動いてるものについてく魔法。だから私、大兎に引っ張ってもらってるだけで、全然走ってないよ？」

「走ってない？」

「うん。足、見てみて」

　というので、彼女の足あし下もとを見ると、スカートから伸のびた細い足が右、左と動いていて、走っているように見えるのだが、しかしどういうわけか足は床ゆかにぎりぎり接していなかった。

　それに、

「ほんとだ」

「ね？　だから大兎すごい足速くて、私びっくりしちゃった。これたぶん、もう……人間が出せるスピードじゃないよ」

　なんてことを彼女が言ったところで、ばちんっという音が自分の腿ももから鳴るのがわかった。そしてものすごい痛みが足に走るのが、わかった。

　切れたのだ、腱けんが。

　あまりに長い間全力で走っているので、その疲ひ労ろうに耐たえきれなくなってしまった腱が、切れたのだ。

　しかしすぐに、繋つながる。ヒメアに貰もらった、時間制限付きの不死身の体のおかげで、あっさり怪け我がが修復する。

　疲労も全すべて消えてしまい、さらにもう少し、足を加速させる。もう少しだけ速く、彼は廊下を走る。

　その、大兎の姿を見て、ヒメアが嬉うれしそうに言う。

「だいぶその体に慣れてきたみたい。言ったでしょ？　大兎は強くなるって」

「足だけ速くなってもなぁ」

「そのうちいろいろできるようになるから、焦あせらない、焦らない」

　と、そう言ったところで彼女は、目を横に向ける。教室のほうへと目を向ける。教室のさらに向こう側。窓の外へと目を向ける。

　それにつられて、大兎も外を見る。

　もちろん走っているのですぐに次の教室まで進んでしまって、外の景色は見えなくなってしまうが、しかし、それは一いつ瞬しゆん見ればもう、十分だった。

「…………」

　それほど、窓の外の景色はちょっと、気味が悪いことになってしまっている。

　さっき屋上で見た景色とはまるで別の、ものすごくホラーっぽいことになってしまっている。

　まだ昼なのに、ぶ厚く、黒い雲で覆おおわれた空。陽ひの光はもう完全に遮さえぎられてしまっていて、校庭は真夜中のように暗い。

　そしてその、夜のように暗い校庭に、血の色をした雨が降り続いている。人をあっさり殺してしまう、赤い雨が降り続いている。それどころかその、窓の外からは、甲かん高だかい虫の声のようなものが聞こえている。『キチキチキチ』だの、『カチカチカチ』だの、虫が歯を噛かみ合わせているような音が聞こえてくる。なにがいるのかはもう本当にわからないが、とりあえず、間ま違ちがいなく、

「……なんか、いるよな？」

　と大兎が言うと、ヒメアがうなずく。

「いるね」

「すっげぇやばそうだよね？」

「うん」

「敵かな？」

「……わかんない。けど……」

　という、彼女の言葉に、

「ああ、まあ、俺おれすでに四回殺されてるもんな。あきらかに敵意はあるよな」

　と、大兎が言う。

　しかしその言葉に、

「…………」

　なぜかヒメアは答えない。

　彼女はなにかを考えるかのように目を閉じてしまい、走りながら目を閉じるのは危ないだろ、と思うが、まあヒメアは人間ではないので大だい丈じよう夫ぶなのかな、とも思う。

　とそこで、大兎が廊下を曲がる。するとヒメアは目を閉じたまま彼についてきて、ああ、ほんとに魔法で俺についてきてるのか、

「なら、目つぶってても、大丈夫か」

　と、少し安心する。

　そしてそのまま彼は、さらに足を速める。

　生徒会室へと急ぐ。

　というよりももう、本当に、急がなきゃまずい状じよう況きようになってきていた。

　だって、あきらかに校庭がホラーなのだ。赤い月が出て、赤い雨が降って、おまけに校庭でカチカチ鳴いてるナニかもきっと、すぐに学校の中に入り込んできそうなのだ。

　ここで急がないで、どこで急ぐ？

「ったく、他の生徒がいなくてよかっ……」

　が、そこで突とつ然ぜん。

　いままでついていた学校中の灯あかりが、一いつ斉せいに消えた。目の前が一気に暗くなってしまい、それに慌あわてて大兎は足を止める。転びそうになるのを、壁かべに手をついて止まる。

　もう、あとは目の前の階段を五階へと一つ降り、西校舎から生徒会室のある中央校舎へと移動すれば、月光がいるところに到とう着ちやくできるはずだったのだが。

「…………」

　しかし大兎は動かないまま、目を細める。そして一生懸けん命めい瞳どう孔こうを開き、早く暗くら闇やみに目が慣れろ、慣れろ、慣れろ、と、心の中で呟つぶやく。すると思っていたより早く目が慣れ、周囲の景色をとらえられるようになる。

　まだ、三時にもなっていないというのに不気味なほど暗い校舎の中。

　彼がいるのは、視し聴ちよう覚かく室や、プレイルーム、音楽室などがある西校舎六階の廊ろう下か。その、廊下の一番端はし。あと少し進めば、五階へと降りる階段があるはずの場所。

　その、階段のほうへと、大兎は目を向ける。階段はひどく暗い。教室の窓から入ってくるかすかな光も、廊下の奥おくにある階段にはほとんど届かないようで、ほんとうに階段のほうはなにも見えなくなってしまっているほど、もの凄すごく暗い。

　そしてその暗闇の下から、うっすらと音が聞こえてくる。奇き妙みような音が聞こえてくる。彼はそれに、耳を澄すます。するとその音は、少しずつ、近付いてきているようで。

「…………」

　かちかちと、小さく聞こえる。かちかち、かち、と、虫が歯を噛み合わせるような音が、暗闇の奥から階段を、登ってきている。

　それに、

「……まずい」

　と、大兎は言った。

「なんかきてる」

　と、大兎は言った。

「どうしよ？　この階段降りなきゃ生徒会室にはいけないんだけど……俺ら戦って、勝てるかな？」

　と、言ってから、

「どう思う？　ヒメア」

　彼は後ろを振ふり返った。背後に魔ま法ほうでついてきているはずの彼女の姿を振り返った。

　しかし。

「……あれ、ヒメア？」

　その、彼のすぐ後ろについてきていたはずのヒメアが、どういうわけか、いない。

「ちょ、ヒメア、どこいった？」

　そう、大兎が呼び掛かけても、返事がない。

　ただ、彼の目には暗い廊下と、ところどころ教室の扉とびらの隙すき間まからうっすら漏もれ出てくる光が見えるだけで。

「やっべ、嘘うそだろ。はぐれた」

　彼は慌てて、廊下を戻もどり始める。最初の教室を覗のぞく。しかし音楽室にはいない。さらに走る。プレイルームを覗く。しかし彼女はいない。

　とそこで、

〈こっちだよ、ばか〉

　という、声がした。聞き覚えのないような、妙に高い声が、聞こえた。

　それは視聴覚室の前あたり。

　大兎がそちらに目を向けると、暗い廊下に、ヒメアが倒たおれていた。その彼女の体に群がるように、赤い、ゼリーのような物体が集まってきていて、

「ヒメア!?」

　と、大兎は叫さけんだ。そしてそちらへ走りだそうとする。

　しかしそれに、

「……き、きちゃだめ！」

　と、ヒメアが言った。なぜか泣きそうな声で、こちらに顔を上げないまま、きちゃだめ、と、そう言った。

　しかし大兎は足を止めない。

「いまいく」

「だめ」

「いまいくから」

「こないで。私を……」

　彼女が苦しそうに言う。泣きそうな、それでいて、もう、死んでしまいそうなほど苦しそうな声で、

「……こ、こんな私を……見ない……で」

　と、彼女が言う。

　それに一いつ瞬しゆん、足を止めそうになる。彼女のあまりに必死な声こわ音ねに一瞬、足を止めそうになる。

　しかし、

「いま、助けるから」

　と、大兎は言った。

　彼女が苦しんでいるのだ。床ゆかに倒れて、死にそうな声をだしているのだ。おまけに妙な、ゼリーの化け物に襲おそわれているのだ。

　それを助けにいかない、なんて選せん択たく肢しが、あるはずなかった。

　だから大兎は走る。

「……だめ……だめ……だめ」

　と、呟つぶやき続けるヒメアのほうへと、大兎は走る。

「嫌いやだ、嫌だ、嫌だ……」

　と、涙なみだに震ふるえるような声になってしまっているヒメアのほうへと走る。すると彼女の声が聞こえる。うわごとのようにぶつぶつとなにか言っている、彼女の声が聞こえる。

「……うそだ……い、嫌だよ……こんなに早く、元に、元に戻りたくないよぉ……せっかく大兎にやっと逢あえたのに……大兎ともう……もう、離はなれたくな…………………………」

　とそこで。

「ヒメア！」

　と、大兎は叫んだ。

　そして彼女のところにたどりつく。彼女の周りを覆おおっている赤いゼリーを蹴け散ちらして、彼女を助け起こそうとする。

　とそこで、ヒメアが突然顔を上げた。そして大兎を見る。いつもの人間離れした異常なまでに綺き麗れいな顔で、大兎を見る。

　しかし。

「…………」

　大兎はその、彼女の顔に驚おどろいてしまう。

　なぜなら彼女のいつもの悪いた戯ずらっぽい瞳ひとみに、白目がなかったから。目だと思われる場所すべてが、ペンキで塗ぬりつぶしたかのように、真っ赤だったから。

　全面が赤い瞳。

　ウサギのように、赤い瞳。

　そして彼女はそっと、手を前に出す。彼女を抱かかえ起こそうとした大兎の胸へと、手を伸のばしてくる。

　そして。

　ずぶっという音が、胸で鳴った。それを大兎は見る。自分の胸を見る。するとヒメアの華きや奢しやな手が、大兎の胸を貫つらぬいて、彼の心臓を破は壊かいしてしまっている。

「……なんで……」

　と、彼は呟く。

　そのまま頭が真っ白になっていくのを感じる。心臓がなくなってしまい、体が機能しなくなってしまうのを感じる。膝ひざががくりと落ち、床に倒れる。

　それと交代するように、ヒメアが立ち上がる。彼女のスカートがゆらゆらと揺ゆらめくのが見える。細い脚あしが、赤いゼリーの上に立つ。

　そして。

〈あ～〉

　と、彼女は言った。それはさっき聞いた、ちょっと聞きとり難にくいほど甲かん高だかい声。

　彼女はもう一度、

〈ああ〉

　と、口を開く。するとその声が少し、低くなる。聞き取りやすくなる。ヒメアの声がベースなのだが、なぜか別人のような声に聞こえる。

　そしてさらにもう一度、ああ、と、声の高さを変えて、

〈こんな感じか……〉

　と、言った。

　するとそのときにはもう、彼女は、ヒメアとはだいぶ違ちがう、声音。表情。雰ふん囲い気きを持っていた。

　その、ヒメアっぽくないヒメアが、こちらを見下ろす。彼女の顔が、こちらを見下ろす。

　そして、

〈……はっ、こんな。こんなくだらない人間のために、サイトヒメアは命を捨てるつもりだったのか……〉

　と、言った。

〈……答えろサイトヒメア。こんなクズのために、君は僕を捨てたのか？〉

　とそこで、胸の奥おくで心臓が修復され始めるのを感じた。ゆっくりと修復され始めるのを感じた。だが、まだ動けない。すぐには動けない。

　その間にもヒメアは、まるで誰だれかに問いかけるかのように、続ける。

〈答えろよ、サイトヒメア。君は僕との約束を破って、こんな男を好きになったというのか？〉

　彼女は怒おこったように、言う。両手を広げ、怒ったように言う。

　心臓の修復が終わった。あとは胸の穴が塞ふさがるのを待つだけなのだが、別に、胸に穴が空いていても動ける。痛みはあるが、動ける。だから大兎は体を持ちあげる。彼女の姿を見上げる。

　ウサギのように赤い目をした、ヒメアを見上げる。

　その、彼女の姿を見つめ、

「……いったい、なにが起きてるんだ？」

　と、大兎は聞いた。

　するとヒメアがこちらに目を向ける。笑う。彼女が浮うかべているとは思えないほど、暗い、冷たい笑えみを顔に張り付け、

〈おまえには関係のないことだ……〉

　と、言って、手を振ふるう。すると彼女の手の先から、床ゆかを覆おおっている赤いゼリーのようなものが大量に生みだされ、放たれる。それが大兎の上半身にあたる。するとみるみるうちに体が溶とけはじめる。皮ひ膚ふが溶け、骨が現れ、その骨も溶けてしまい、信じられないほどの痛みが体を苛さいなむ。

　苦痛の悲鳴を上げ、しかしその、悲鳴を上げていた口や喉のども溶けてしまい、大兎は一度、消える。意識も、上半身も、両方消えてしまい、なにも見えなくなり、

「…………」

　そしてまた、再生する。

「うあっ……」

　いま受けた強きよう烈れつな痛みにうめきながらも、なんとか再生する。

　すると目の前ではヒメアが笑っている。楽しそうに笑っている。こちらを見つめ、

〈さてこれで、死んだのは六回目だろう？　あと一回殺せば、もうこいつは生き返ら……〉

　そう、ヒメアが言いかけたところで、

「やめて……バールスクラ」

　と、今度は本当のヒメアの声が彼女の口から発せられる。それに大兎は目を大きく見開き、

「ヒメア!?」

　と、叫さけんだ。すると彼女の顔が、緩ゆるむ。さっきまでまるで別人のように見えていた彼女の顔が、いつもの優やさしい微び笑しようを浮かべて、

「た、大兎……待って、ね。いま、いま『彼』を抑おさえるから……」

　と、彼女は言った。

　その、『彼』を抑えるから、というその言葉に、

「……バールスクラとかいう奴やつに体を乗っ取られてるのか？」

　そう、大兎は聞く。

　バールスクラ。

《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》バールスクラ。

　その名前を、彼は聞いたことがあった。月光が言っていた、かつて、ヒメアの仲間だったとかいう、世界的に指名手配を受けている犯罪者だ。なにやら世界を混こん沌とんへと導くとんでもなく危険な魔ま法ほうを創つくったとかで、世界中から怖おそれられていたのだが、しかし、ヒメアが封ふうじてなんとかしたとかなんとかかんとか、まあ、そんなことを言っていた気がする。

　そしてその、封印されていたはずの危険な《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》がいま、どういうわけかここにいて、ヒメアの体を乗っ取っているらしい。

　それに、

「…………」

　大兎はまずい、と、思う。っていうかその、バールスクラとかいうのは完全に、ゲームでいったらラスボスクラスの相手じゃねぇかよ、と、思う。

　なんせあの、阿あ呆ほみたいに強かったヒナタでさえ、バールスクラを復活させるためにヒメアを狙ねらった、というようなことを言っていたのだ。

　おまけにヒメアは、バールスクラを復活させようとする者たちのことを、狂くるった魔ま神じん信しん仰こう者と呼んでいた。

　狂った魔神信仰者。

　魔神信仰者。

　魔神。

　魔神って、神じゃねぇかよ!?

　と、大兎は顔をしかめる。

　苦しそうにしているヒメアを見つめ、大兎は言った。

「ど、どうしたらいい？　どうやったらバールスクラを、ヒメアの体から、引き離はなせる？」

　と、聞く。

　するとそれに、ヒメアが答える。いや違う。ヒメアとは別の、バールスクラの声が答える。こちらをにらみつけ、

〈……引き離す？　体を乗っ取る？　は、はは、ふざけるなよおまえ。彼女の心を横から乗っ取ったのはおまえだろう？　彼女の体を横から奪うばったのはおまえだろうが、人間。でも本当は、彼女は僕のものなんだ。綺き麗れいなサイトヒメアは、僕だけのものなんだ。だから彼女は連れていく。おまえの手の届かない世界へ。おまえの決して手の届かない、僕と彼女だけの《楽園》へ〉

　そう言ってまた、彼女は手を前に出す。その手の先に、赤いゼリーのようなものを生みだす。

　しかしそこで。

「や、めて」

　と、ヒメアの声が言う。手が、大兎とは別の方向へと弾はじけ、ゼリーが飛びだす。教室の壁かべが一いつ瞬しゆんで溶けて消えてしまう。

　それを大兎は見る。顔をしかめる。

　当たっていたら、今度は本当に死んでいた。

　もうすでに、この十五分の間に六回死んでしまっているのだ。次に死んだら、生き返れない。

　ヒメアが言う。

「……た、大兎……逃にげて……私が……私が彼を抑えてられる間に……逃げ……て」

　なんてことを、言ってくる。

　しかし。

「…………」

　しかしこの状じよう況きようで、逃げてと言われて自分だけ逃げられるわけがなかった。

　大兎は彼女を見つめ、

「くそ、いったいどうすりゃいい？」

　と、呟つぶやく。

　それから周囲を見回し、大声で、

「おい月光！　学校が大変なことになってんのに、いったいなにやってやがる！」

　と叫んでみる。

　しかしやはり返事はない。

　あの、むかつく顔をした、しかしこういう緊きん急きゆう事態にはちょっとだけ頼たよりになりそうな生徒会長が助けにきてくれる気配はない。

　そんな間にも、目の前ではヒメアがなにか、よくわからない奴に体を乗っ取られていて。おまけにそいつはとんでもない力を持っていて、大兎を殺そうとしてくる。

　そしてまた、ヒメアが言うのだ。逃げて、と、彼女が言うのだ。クソみたいに役に立たない俺を救おうとして、逃げて、と、彼女は言うのだ。

　しかし九年前は、逃げなかった。

　さらわれそうになったヒメアを、助けると叫さけんで大兎はヒナタに立ち向かった。手も足もでなかったが、それでも彼は、必死に彼女を守ろうと立ち向かっていった。

　まあ、結果は最悪だったけど。

　でも、それでもあのときは、彼女を守るために立ち向かっていけた。

　だが、今回はそれすらできない。

　バールスクラとかいう名の化け物は、どうやっているのか彼女の体を、乗っ取ってしまっているのだ。

　彼女の口で喋しやべり、彼女の手を使って大兎を殺そうとしてくるのだ。つまり、奴を攻こう撃げきしようとすると、ヒメアを攻撃することになってしまう。それに、

「ああ、くそ」

　と、彼は言う。

「どうすりゃいいんだ、こりゃ」

　と、うめく。

　するとそれに、

「早……く……ああ、だめ……また、抑えが効かなく……早……逃げ……」

　しかしそれに、大兎は首を振ふる。

「嫌やだね」

　と、言う。

「いま……いままた逃げたら、ヒメア、九年前みたいにそいつに連れてかれちゃうんだろう？　なら俺だけ逃げるわけにはいかないね。ちょっといま、状況がわかんねーから手がだせてないけど、なんとかするから……頑がん張ばってなんとかするから、ちょっと待ってろ」

　と、言う。それからポケットのケータイを取り出す。『む』行の『ムカツクバカ紅くれない月光』という名前を押おす。コールが二、三回鳴ったあと、留守電に変わ──

「ってあいつ、大事なときに限って使えねぇえええええ！」

　大兎は叫ぶ。

　するとそこで、ヒメアが手をこちらへ向ける。

〈使えないのはおまえだ。もう死ね〉

　と言う。

　しかしそれに、彼女の顔が泣きそうに歪ゆがむ。

「だ、め……」

　と、辛つらそうな、震ふるえるような声こわ音ねで言う。手の方向が変わる。赤いゼリーがまた、別の方向へと放たれ、天てん井じようが溶とける。

　そして。

「…………おね、がい……お願い、大兎……言うことを聞いて……これ以上……これ以上は守り、きれな……い……死んでほしくないの。あなたが死んだら……あなたが死んだら私は……」

　そこで、彼女の言葉は止まる。もうこれ以上は喋る力がないというほどに震えて、止まる。目から涙なみだが溢あふれだす。ウサギの目のように赤い瞳ひとみから、涙が溢れだす。

　その涙すら、赤い。血のように赤い。

　その涙を大兎は見る。彼女の涙を見る。自分が泣かせているのだ。なにもできない、お荷物でしかない自分が、彼女を泣かせているのだ。

　それを見て。

「くそ」

　と、うめく。

「くそ、なんなんだ、俺は？　なんでいつも、なんにもできない？」

　そううめく。

　自分のあまりの力のなさに、うんざりする。目の前で女の子が泣いてるのに。助けを求めて泣いているのに、いま、ここでなにが起こっているのかすら理解できていない自分の馬ば鹿かさ加減に、うんざりする。

　月光に助けを求めるとか、誰だれかがきてなんとかしてくれるのを待つとか、そんなことしか思い付かない自分の弱さに、うんざりする。

　そしてまた、大切なものを失うのだ。

　泣いてる女の子が化け物にさらわれて、独りで叫び続けていても、そんなことは完全に忘れて毎日、へらへら、馬鹿みたいに笑って。

「…………」

　やることも見つからずにへらへら、へらへら笑って、退たい屈くつな毎日を生きてきた九年間を彼は、思いだす。

　ずっと、馬鹿みたいに大切なことを忘れていた九年間を思いだす。

　そして。

「……そういうのは、もう嫌いやなんだよね」

　と、大兎は小さく呟いた。

　そして頭の中で、ならいったい、どうすればいい？　と、呟く。頭を使え。前はただ、馬鹿みたいにヒナタに向かっていくだけだった。力がないくせに、それもわからずに助けると叫ぶだけだった。だが、今度はそういうわけにはいかない。自分に力が足りなくても。この、目の前の敵よりも、遥はるかに自分の力が劣おとっていたとしても、負けるわけにはいかない。

　もう二度と、あんな悔くやしい思いをするわけにはいかない。

「…………」

　なら、どうすりゃいい？

　頭を使え。いま起きていることがなんなのかまるで理解できてなくても、頭を使え。頭を使え。頭を使え。頭を、使えよ!?

　いったい俺はどうしたら……

「どうしたら俺は……ヒメアを守れるんだ？」

　そう、彼は言った。

「指示してくれ。俺、馬鹿だからわかんねーんだ。でも、指示してくれれば、ちゃんとやる。今度はちゃんとやるから……どうしたらヒメアを守れるか、教えてくれ？」

　大兎はそう、ヒメアに聞いた。

　するとそれに、彼女は笑って、

〈死ねば守れ……〉

「てめぇには聞いてねぇんだよっ！」

　と、大兎は怒ど鳴なる。

　その大兎のほうに、また、彼女が手を伸のばす。赤いゼリーが生みだされ、放たれる。今度はヒメアが守ってくれない。もう、力を失ってしまったのか、彼女は守ってくれない。

「くそが」

　大兎はうめいて、それをなんとかよける。ゼリーが教室の扉とびらをあっさり溶かして消す。あれに当たればやはり、間ま違ちがいなく、死ぬ。

　大兎はその、彼女の手に警けい戒かいしながら、

「ヒメア！」

　と、叫ぶ。

「聞こえてるか、ヒメア。俺がヒメアを守るから、答えてくれ。俺はどうしたらいい？　どうしたらヒメアを救える？　ヒメアを守るために、俺はいったいどうしたら……」

　が、その言葉を遮さえぎって、

〈は、はは、なんだよ。なんだよそれは。彼女を救う？　おまえが彼女を救うだと？　彼女をこんなふうに壊こわした張本人の、おまえがか？〉

　と言った。

　そのまま手を、また差し伸ばす。赤いゼリーを生みだす。今度は廊ろう下か一杯ぱいに溢れるほど大量のゼリーを生みだして、放つ。

　それを大兎は、視し聴ちよう覚かく室の中へと飛び込んで、かわす。ゼリーは教室の半分を呑のみこみ、溶かし、隣となりのプレイルームと繋つなげてしまう。

　だが、バールスクラは攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。手を伸ばす。ゼリーを生みだす。そしてこちらを見て、

〈だから僕は、決しておまえを許せないんだよ、クロガネタイト。醜みにくい人間の分際で……地べたを這はいずる虫けらの分際で……彼女に愛されているおまえが許せない〉

「だから俺はてめぇには話してないって言ってんだろ！　ヒメア、答えてくれ」

〈答える必要はない。こんなクズに、彼女が答える必要はない〉

「黙だまれ」

〈黙るのはおまえだクロガネタイト。本当なら彼女は、僕なんか付け入る隙すきがないほどに完かん璧ぺきな存在だったのに。あの《天てん魔ま》すら怯おびえるほどに完全な存在だったのに……〉

「いいから黙っ……」

〈なのにおまえが彼女を壊した。おまえが彼女をおかしくした。七回死んだ無能なおまえを生き返らせるために、彼女は……彼女は自分の命のほとんどを代償に差し出してしまって……〉

　と、バールスクラが、言った。

　その、言葉に。

「…………」

　大兎は、黙った。

　バールスクラの言葉に、大兎はなにも言えなくなった。

　というよりも、いまの、バールスクラが言った言葉の意味がいまいち理解できなかった。

　だが、言葉は続く。ヒメアのかわいらしいピンク色の唇くちびるから、彼の言葉は続く。

〈そんなおまえが、彼女を守る？　救う？　笑わせるな。笑わせるな。笑わせるな。彼女を殺したのは、おまえじゃないか。彼女を壊したのは、おまえじゃないか。彼女はおまえへの愛で狂くるい、死を選んだ。もう彼女にはほとんど命が残っていない。おまえのせいで、もう、彼女にはほとんど生きる時間が残っていない〉

　なんてことを、言う。

　それに大兎は、

「……はぁ？　ちょ、ちょっと待ってくれ」

　と、言った。

「なんだよ、それ。生きる時間が、残ってない？　って、いったい……」

　しかしそこで、ヒメアが苦しそうに、

「………………き、聞かないで……大兎」

　と、言った。

「こいつの言うことを聞く必要は……」

　だがそれを遮って、バールスクラが言う。

〈馬ば鹿かな。なぜ教えない？　事実をなぜ教えないんだ？　なぜ君ばかりが辛つらい思いをする？　僕はもう、僕はもう君が泣くのを見るのは……〉

「黙って、よ、バールスクラ……私の命のことは……私が決……」

〈ふざけるな。この人ク間ズのせいで、君の命の時間は、もう、ほとんど残ってないじゃないか！　《天魔》がくるんだ。力を失った君を犯おかしに、《天魔》がくるんだ。そうしたらなにもかもが終わる。力を失った君には、それを防ぐ方法はない。僕の助けが……〉

「助けはいらない……私は大兎の側そばで笑ってられたらそれで……それだけで、いいんだから……だからもう、あと少しだけ彼の側にいて、それから……それから、消えるわ」

　と、彼女が言った。

　悲しそうに、あきらめたように、でもなぜか少しだけ嬉うれしそうに、消えるわ、と、彼女は言った。

　それに大兎は、顔を歪ゆがめてヒメアを見つめる。

　赤い涙なみだを流し続けている、彼女の顔を見つめる。

　そして彼女がいま、言った言葉の意味を考える。

「…………」

　もちろん彼には、ヒメアと、バールスクラが交かわす会話のちゃんとした意味は、いまいちわからない。

　テンマとかいうのがなんなのか？

　バールスクラがいったい、なにに対して焦あせっているのか？

　この二人がいったい、どういう関係なのか？

　そんなことはまるでわからない。

　だが、わかることもある。二人の会話から、わかることもある。

　それはどうやらヒメアが、俺のために命を捨てた、ということだ。

　馬鹿で、なんにもできないただの人間を救うために、彼女は命を捨てたということだ。

　それに。

「…………」

　それに彼は、なんだよそれ、と、思う。なんなんだよそれ、と思う。

　だって、あのとき。

　あの、ヒナタが公園で暴れまわっていたとき、俺は彼女を助けるために命を捨てたんだぞ？

　九年間苦しみ続けた彼女が、もう、この先泣かないですむようにと思って、命を捨てたんだぞ？

　なのにその結果が、これか？

　九年前も守れなくて。

　で、その九年後も、彼女をこうやって泣かせて。命まで、奪うばって。

　で、彼女はもう、ほとんど生きる時間が残っていないのだという。

　どういうわけか知らないうちに、彼女にはほとんど生きる時間が残っていないのだという。

　これからはずっと、一いつ緒しよにいられるのだと思っていたのに。彼女は九年もの長い間監かん禁きんされていて、おまけに大兎はそれを忘れていて。でも、やっとすべてが、元に戻もどったのに。ヒナタを倒たおし、彼女を救い、やっとこれから、彼女の失った時間を、少しずつでも、取りもどせていけたらな、とか、そんなことを思っていたのに。

　なのに。

「…………」

　なのに彼女にはもう、ほとんど生きる時間が残っていないのだという。

　俺のために。

　こんな使えないクズを生き返らせるために犠ぎ牲せいになって、もう、ほとんど生きる時間が残っていないのだという。

　なのに彼女は毎日、嬉しそうに笑っていたのだ。

　好きだよ大兎と呟つぶやいて、彼女は笑っていたのだ。

　一緒にいるだけで幸せと言って、彼女は笑っていたのだ。

　コロッケパンが美お味いしいと言って。大兎と一緒にご飯を食べるとなんでも美味しいねとか言って。もう独りじゃないから、すごく楽しいと言って。ずっと一緒にいたいな。大兎のそばに、ずっと一緒にいたいな、と、彼女は言って、笑う。

　本当は、ほとんど時間がないのに。もう、ほとんど生きていられる時間がないとわかっているのに、彼女は大兎に向かって嬉しそうに笑って、ずっと一緒にいたいな。

　ずっと、一緒に……

「…………」

　それに俺は、そんなことも知らずに、やったー生き返ったーとはしゃいでたっていうのか？　無む邪じや気きになんにでも喜ぶ彼女をかわいいと思って、まあ、このまま学校生活を続けてれば彼女が心に受けた傷も少しは癒いえるかな、とか、馬鹿みたいに笑ってたっていうのか？

　そんなの。

「……そんなの俺、ほんとのクズじゃねぇか……」

　そう、大兎は言った。

　するとバールスクラが恨うらめしそうにこちらを見つめ、

〈いまごろ気づいても、遅おそい……おまえは彼女をひどく汚よごした〉

　その言葉に、大兎はなにも言い返せない。

〈おまえには彼女を守れない〉

　というその言葉に、大兎はなにも言い返せない。

〈だから頼たのむ。もう消えてくれ。そして二度と、彼女を惑まどわさないでくれ〉

　というその言葉に、大兎はやはり、なにも言えなかった。

　守れないのは、本当だから。

　いつも力が足りなくて、大事なときに、力が足りなくて、彼女を守れないのは本当だから。おまけに最悪なことに、彼女が辛つらい思いをしていても気づきもしないのだ。彼女が泣いていても気づきもしないのだ。

　そんなクズにいったい、なにが守れるといんだ？

　そう、大兎は思う。心底思う。うんざりするほど思う。

　しかしそこで、ヒメアがこちらを見つめ、

「……大兎」

　と、言う。その、彼女を見る。彼女はやはり、笑っている。辛そうな、悲しそうな、でも、少しだけ嬉しそうな顔で笑って、

「……そんな顔をしないで、大兎。あなたは私を……守ってくれてる……」

　と、言う。

　それに大兎は、

「でも……」

　しかし彼女はそれを遮さえぎって、

「ほんとだよ……私はずっと、孤こ独どくに潰つぶされそうで、死にそうだったんだから……でも、あなたが私を見つけてくれて。あの公園で見つけてくれて……孤独から守ってくれた。だから大兎、そんな顔をしないで。大兎はいつも私を守……」

〈いいからもう黙だまれ、サイトヒメア。君は僕が……〉

「無理よ。あなたには……あなたには私を守れない。私を守れるのは、大兎だけ……」

〈そんなことはない。僕は君を守るためだけに生まれた。君が寂さびしがらなくてすむようにするために、生まれた〉

「……でも……でも、寂しかった。あなたじゃ……私の心を埋うめることはできなかった。私の心を埋めたのは大兎だけ。私を見つけてくれた大兎だけなの。だから大兎……自信を持って……」

　と、ヒメアが言う。赤い、ウサギのような瞳ひとみをこちらに向ける。その瞳の奥おくに、いつもの優やさしい、悪いた戯ずらっぽい、それでいてどこか悲しそうな色を浮うかべて、

「……大兎」

　と、彼の名前を呼ぶ。

　泣きそうな声で彼の名前を呼ぶ。

「大兎……だから私を守って。あなたが私を抱だき締しめてくれれば……彼は消える。私が寂し過ぎて生みだしたもう一人の私──バールスクラは消える」

　と、そう言った。

　それに大兎は、大きく目を見開く。

　いま、彼女を乗っ取って、化け物のように目を赤く染めているバールスクラとかいう奴やつは、彼女が生んだ別の人格らしい。

　じゃあ。

　じゃあ、バールスクラが彼女を救いたいと言った言葉は、彼女自身の言葉ということか？

　大兎が彼女を壊こわして、すべてを台なしにしたという、バールスクラの言葉は──

　が、その彼の思考を遮って、ヒメアが言う。

「好きよ」

　と。

「好きよ、大兎」

　と、彼女が言う。そして手を広げる。大兎を受け入れようとするように彼女は大きく、手を広げる。優しく微ほほ笑えむ。

「……さあ、もう終わりにしよ、大兎。私を抱き締めて……」

　それに、

〈……あの人間に渡わたした不死の力を自分に戻して、僕を消すつもりか？〉

「…………」

〈狂くるってる。君はあまりに狂ってる。僕を消せば……僕を消せば、君は死ぬんだぞ？〉

「…………」

〈もう《天てん魔ま》がくるんだ。力を失った君を襲おそいに、《天魔》がくるんだ。だから僕は目覚めた。君を助けるために僕は目覚めた。その僕を殺せば君は……〉

　しかしその問いも完全に無視して、彼女はこちらを見つめ、

「さあ早く」

　と、言う。

「早く私を抱き締めてよ、大兎。それですべて終わるから。そしたらまた、二人だけになれるから」

　と、言う。

　しかしそれに、なぜか大兎は少しだけ、かすかな違い和わ感かんを感じる。

　が、その違和感をかき消すように、バールスクラが、

〈待て。やめろ、サイトヒメア……ああ、くそ。おまえもだ、人間。サイトヒメアを……彼女を本当に好きなら、やめろ。僕を消したら……大変なことになる。僕を消したら本当に、彼女の命はなくなってしまう〉

「嘘うそよ。彼が言う言葉を信じないで。私は消えない。大兎が側そばにいてくれれば、私は……」

〈なにを言っている？　そんなはずないだろう？　そんな仕組みじゃない。これはそんな仕組みじゃ……〉

「いいから、大兎。もう、こんな茶番はやめて、終わりにしよ？　私を抱いて。それで、この小うるさいバールスクラを消しましょう」

　と、そう、彼女が言う。

　両手を広げる。

　一歩前に出る。

　泣きそうな顔で笑い、こちらを見つめる。

　その瞳はやはり赤い。

　ウサギのように赤い。

　その瞳を、大兎は見つめる。

　その微笑みを、大兎は見つめる。

　さっきまでバールスクラの、まるでこちらを見下すような表情と、ヒメアの、優しい、悪戯っぽい表情がいったりきたり、ころころと入れ替かわっていた彼女の美しい顔を見つめる。

　すると彼女が、

「さぁ」

　と、言う。

「私を抱いて」

　と、ヒメアが言う。

　その、ヒメアを見つめて──

　しかし大兎は、

「……おまえいったい、誰だれだ？」

　そう、聞いた。

　するとヒメアは笑って、

「なに言ってるの？　私ヒメアだけど？」

　と、言う。

　ヒメアのような声で、ヒメアのように笑って、そう、言う。

　しかしそれに大兎は、

「……嘘つけ。ヒメアはそんな下品な笑い方はしない」

　という、その言葉に。

　ヒメアがまた、笑った。優しそうな、悪戯っぽい顔で笑った。だがその口もとが、少しずつ、歪ゆがむ。楽しげに、可お笑かしげに、ぐぐぐっと歪んだ笑えみを浮かべ、

《アハ、アハアハハハハハハハ、あれれぇ～バレるんだ。こんな人間に、たかが人間に私のことがバレるんだ……これは驚おどろいた……》

　と、甲かん高だかい女の声で言う。まるでもう一つ、別の人格が出てきてしまったかのように、ヒメアのものとはまるで違ちがう、バールスクラのものともまた違う、甲高い女の声でそう言って。

　それに、

〈……なんだ、おまえは……〉

　と、バールスクラが、驚いたような声こわ音ねで言う。

　するとそれに、

《教えてやんな～い。いや～しかし、うまいタイミングで入れかわったと思ったんだけどなぁ～。アハハ。まぁいいや。とりあえず大兎、私を抱け。それですべて終わるから》

　と、甲高い声が言う。さらに一歩、前に出てくる。

　それに慌あわてて、

〈やめろ。僕を消せば本当にサイトヒメアは死……〉

《うるさいってぇ～。どうでもいいよそんなのわ。早くしよ。どうせこんなクズを好きになった段階でサイトヒメアは、死んでんだから。さあ抱だけ、人間。私を抱け。それとも服でも脱ぬごうか？　そのほうが興奮する？》

　と言って、彼女は胸のリボンを取る。投げ棄すてる。アハハと笑う。

　それに大兎は顔をしかめ、

「ヒメア！」

　と、声をかける。

　しかし彼女は答えない。彼女の顔に、大兎がよく知っているヒメアの表情も、戻もどってこない。

　バールスクラが言う。

〈いつからだ？　いつからサイトヒメアになりすましていた？〉

《だぁからおまえはもう黙だまれって～。あ、あ、でもいいや。消しちゃうからいいや。大兎から力を奪うばって、おまえ消しちゃうから黙んなくてもいいや》

〈やめ……〉

《やめなーい。アハハハハ。さぁ大兎、私といいことしよ～》

　と、ヒメアの顔をした、よくわからないものが言う。こちらに近付こうとする。

　それに、

〈止まれ……〉

　と、バールスクラが言う。

〈くそ……こいつ僕より力が強い……逃にげろ、人間。いま、いまおまえがここにいるのは……〉

《だめだめぇ。大兎は私といいことするんだからぁ。さあおいで。びっくりするほど気持ちいいことしてあげるからぁ》

　そう言って、彼女はこちらに近付いてくる。楽しそうにこちらに近付いてくる。

　しかし瞳ひとみからは、相変わらず涙なみだが流れている。赤い涙が流れている。

　大兎はその、涙を見つめ、

「……ヒメア、いるんだろ？　返事してくれ」

　と言う。

《いないよ。もう私が喰くっちゃった》

「嘘だ」

《ほんとだって～。喰っちゃった。おいしかった～。だからあきらめて私と付き合おうよ。私のほうが絶対楽し……》

「黙れよ、クソ女が。いいからヒメアを出せ。俺はヒメアの言うことしか聞か……」

《だからもう、あの娘こはいないんだって～。わかんない子だなぁ》

　と、やはり楽しそうに彼女は言う。

　涙を流しながら彼女は言う。

　それを見つめ、

「じゃあなんで涙を流してる？　ヒメアが泣いてんじゃねぇのか？　おまえが泣かしてんじゃねぇのか？」

　と、彼女をにらみつけてそう言った。

　するとそれに、その涙を指ですくって彼女は見る。笑う。

《うわほんとだ。あの娘こ泣いてやんの。笑える。ま、でも、泣いたからって状じよう況きようは変わんな……》

　という言葉を遮さえぎり、

〈……いいから……逃げろ、人間。僕がここを押おさえるから……サイトヒメアも、それを望んで……〉

《望んでないよ～。あいつも大兎といいことしたいってさ～[image: ]　さあさあしよう。そしてこのうるさいバールスクラを消そう》

　そう言って、さらに前に出る。こちらに近付く。

　それに大兎は一歩、後ろに下がる。

「ヒメア」

　と、もう一度、彼女の名前を呼ぶ。

　もう、誰が誰で、なにがどうなってて、誰の言葉が正しいのか、まるでわからなくなってしまっているが、それでも、

「ヒメア！」

　と、彼は叫さけぶ。

　するとそれに、彼女は笑みを浮うかべ、

《だから喰ったって》

「黙れ」

《いや、まあ、まだ全部じゃないけどね。でも、もうほとんど、あいつの意識は喰っちゃった》

「黙れ」

《でもどうせ、おまえもこの綺き麗れいな見た目に惚ほれてるだけなんでしょう？　くだらない人間が、肉欲に目が眩くらんでるだけなんでしょう？　だったらいいじゃん？　私が相手してあげるからさ……いい思いだけしなよ》

「黙れって言ってんだろ！」

《アハハハ、無理しちゃって～。じゃあもう、シャイな大兎ちゃんのために、スカート脱いじゃおうかなぁ》

　とか、馬ば鹿かなことを言う。楽しそうにスカートの留め金に、手をかける。

　しかし大兎はそれを無視して、言う。

「ヒメア」

　叫ぶ。

「ヒメア！」

　暗い、光のない学校の中、

「返事をしろ、ヒメア!!」

　思いっきり怒ど鳴なる。

　するとそれに、彼女の手が止まる。スカートから手を離はなし、こちらに顔を向ける。どこか陰かげのある、暗い顔でこちらを見つめ、

《……あは、アハハハ、なにが、ヒメアぁ～だよ……あの娘この気持ちを受け止める気なんてないくせに。ほんとはあの娘この孤こ独どくを受け止める気なんてないくせに……あの娘こだって、気づいてるよ？　本当はあの娘このことなんて、あんたどうでもいいんでしょう？　尽つくすだけ尽くさせて……捨てるつもりなんでしょう？　なのに気安く、簡単に、あの娘この名前を呼ぶなよな～》

　なんてことを、言ってきて。

　それに大兎は、彼女を見つめる。やはり彼女は泣いている。涙を流し続けている。

　その、ヒメアの顔を見つめ、

「……そんなことない。俺は彼女を……」

　が、ヒメアは笑う。

《うそうそ。じゃあ遥はるかちゃんはどうするの～？　優やさしい優しい、お弁当を作ってくれる遥ちゃんはどうするの～？》

「…………」

《はい答えられませーん。でもってそんな奴やつに、あの娘この名前を呼ぶ資格はありませーん。アハハハハハ。じゃあもう終わり。全部終わり。でもってせめて……抱いて、慰なぐさめてよ。これで終わりだからさ～。私はもう、これで消えるんだから、抱いて慰めてよ》

　と、彼女は言う。すべてのものを茶化すように笑いながら、彼女はそう言う。

　その彼女を、大兎は呆ぼう然ぜんと見つめる。

「…………」

　途と中ちゆうまでは、ヒメアのものではない、妙みような化け物の声のように聞こえていた彼女の声が、いまは少しだけ、ヒメアのもののように聞こえてしまって、大兎は呆然と彼女を見つめる。

　涙なみだを流して、不安に震ふるえているように見える、彼女を見つめる。

　そしていま、彼女が言った言葉の意味を、考えてみる。




　あの娘この気持ちを受け止める気なんてないくせに。

　尽くすだけ尽くさせて捨てるんでしょ？

　遥ちゃんはどうするの？

　はい答えられませーん。

　せめて抱だいて、慰めてよ。

　これで終わりだから。

　もう、これで消えるんだから。




　その、いくつかの言葉に大兎は、

「ヒメア」

　と、もう一度、彼女の名前を呼んだ。

　それに彼女はやはり、泣きながら、

《気安くその名前を呼ぶなって言ってんの》

　と言う。

　しかしその言葉も無視して、

「……ヒメアは」

　と、言った。

「……ヒメアは……不安なのか？」

　そう、彼は言った。

　するとヒメアは、

《……だからそれ、誰だれに話しかけてんのよ？　あの娘こはもういないってそう言ったでしょ？》

　なんてことを、言う。泣きながら言う。

　だが大兎は無視して、続けた。

「……いや、そりゃ、不安になるかぁ……命まで捨てて、俺のこと助けてくれたのに……九年もずっと、俺のこと待ってたのに……なのに俺、全然、ちゃんと、ヒメアの言葉に答えてないもんなぁ……」

　そう言ってから、思いだす。

　彼女が戻もどってきてから、何度も、何度も、何度も好きと言われて、それに自分が困ったような顔をしたことを思いだす。

　彼女が抱き着いてきて、一いつ緒しよにいると幸せと言われて、大兎と一緒にいるとすごく楽しいと言われて、なのにそれに、ちゃんと答えてやらなかったのを、思いだす。

　俺もヒメアが戻ってきてくれて、嬉うれしいとか。

　一緒にいると楽しいよとか、そんな言葉すら、ほとんど言わなかったことを思いだす。

　ただ、困ったような顔をして。いきなり彼女が戻ってきたから、まだ、戸と惑まどってますみたいな顔をして。

　彼女はもう、九年もずっと待ってくれてたのに。

　彼女は自分の命を捨ててまで、俺のことを生き返らせてくれたのに。

　そのせいで彼女はもう、長くは生きられなくなってしまったのに。

「……俺は……俺はなんにも答えてなかった」

　と、大兎はそう言った。

　そして昔、彼女と交かわした約束を思いだす。

　九年前に、彼女と交わした約束を思いだす。

　彼女は言った。

　大兎の首に《毒まじゆつ》を入れて、そして真しん剣けんな顔をして言った。

『愛してるって、言ってよ』

　と、彼女はそう、言った。

『そしたらそれで、《毒まじゆつ》が完成するから。それとも……それとも私のこと、嫌きらい？』

　その、彼女の言葉に。

　いつも強気なはずの彼女が、ちょっとだけ不安そうな顔で言ったその言葉に、大兎は答えた。

　彼女を安心させたいと思って。

　いつもいじわるそうな顔で笑っている彼女を、また、いつもみたいな笑え顔がおにしたいと思って、大兎は言った。

『僕も……僕も君を、愛してるよ、ヒメア』

　その瞬しゆん間かん、二人の間に魔ま法ほうがかかった。

　その瞬間、二人の間に《毒まじゆつ》がかかった。

　それを、愛しあう二人が永遠に結ばれるための、魔法なのだと彼女は言った。

　嬉しそうにそう言った。

　幸せそうにそう言った。

　そして彼女はそれを、信じた。

　九年間。

　この九年間、独りで。たった独りで大兎の言葉を、信じていた。

　なのに外に出てきてみたら、大兎は彼女の言葉に応こたえない。おまけに幼おさな馴な染じみの女の子がそばにいて、仲良くしていて、困ったなとか、まいったなとか、そんなふざけた態度をとっていて。

「で、これか……」

　と、大兎は呟つぶやく。

「ヒメアは不安になって、こうなったのか……」

　と、大兎は呟く。

　彼女はまだ、泣いている。赤い涙を流している。そして、

《ばっかじゃない？　なに勝手に、わかったような顔してんの？　気持ち悪わり。いいからあんたの力をよこしなさいよ。その力でバールスクラを殺して、私は自由になるから》

　と言う。

　が、大兎はその、言葉を聞かない。その言葉を無視するように、

「なぁヒメア。それで不安になって……壊こわれちゃったのか？」

《だから気持ち悪ぃって……》

「答えてくれ。俺が約束を守らないから……ヒメアの気持ちに応えないから、おかしくなっちゃったのか？」

《あああああ、うざい。うざいうざい。黙だまってくれる？　サイトヒメアはもういないって言ってるでしょうが》

　しかしそれも、無視して大兎は続ける。

「なら……ならそんな、おかしくなる必要ないよ。ちゃんと応えるから。ヒメアの気持ちに、ちゃんと応えるから……」

《黙れ、黙れ、黙れ……あの娘こはあんたに力を与あたえすぎて、もう、弱って消えたん……あああああああああああああああああああ、いらつく。なにこれ？　なんだこれ？　もう、もういいや。殺す。こいつ殺す……私の力があれば、あんたなんかいなくてもバールスクラを消すこともできんだから！》

　と言って、彼女は手を上げる。右手を上げる。その手に、また、赤いゼリーが生みだされる。

　しかしそれを、大兎は真っ直すぐ見つめる。

〈よけろ馬ば鹿か〉

　と、なぜかバールスクラの声が言ってくるが、大兎は無視して、それを見つめる。ゼリーが放たれる。それが頭に当たる。頭が吹ふっ飛び、しかし再び再生する。

　するとヒメアの顔が歪ゆがみ、

《くそが……もう十五分たってたか……なら、ならこのまま連続で七回殺してやるっ！》

　と叫さけぶ。狂くるったように叫ぶ。

　しかし大兎はそれにも、動じないまま彼女を真っ直ぐ見つめ、

「俺はたぶん……」

　と、言う。

「たぶん、ヒメアのことが……好きだよ」

　と、言う。そして一歩、彼女のほうへと近付く。

《だ、黙れ！》

　とヒメアが叫ぶ。赤いゼリーが放たれる。大兎の上半身が消える。意識も消える。そしてすぐに、再生する。

　その、再生した瞳ひとみで彼女を見つめ、

「……本当だ。俺はヒメアが……」

《黙れぇえええええええええええええええ》

　また、ゼリーが放たれる。二度、三度と、連続して放たれる。そのたびに、大兎は再生する。さらに一歩、近付く。

　これで五回、死んだ。

　死ねるのはあと、一回だけ。

　二回死ねば、もう、生き返ることはない。

　だが。

「……だからヒメア、戻ってきてくれ。不安になって、引っこむことないよ。君は俺が守るから、だから……だから元のヒメアに……」

《いないって言ってるだろう！　もうサイトヒメアはいないって言ってるだろう！　うるさいんだよ。おまえはさっきからうるさいんだよ！》

　そう言って、また、ゼリーを放つ。その、ゼリーを放とうとした手を、もう片方の手が、押おさえる。そして、

〈馬鹿が……こいつが言ってることは、本当だ……さっきからずっとサイトヒメアの力を感じない……だから早く逃にげろ。殺される。そうなれば……そうなれば本当にサイトヒメアは消えてしまうかもしれない。それほどおまえの存在は……サイトヒメアの中で大きくなっ……〉

　が、言葉はそこで途と切ぎれ、

《おまえも黙れ。全員黙れ。みんな……みんなみんなみんな、うるさいんだよっ!?》

　甲かん高だかい声が、叫ぶ。泣きそうな声で叫ぶ。余よ裕ゆうのない声で叫ぶ。

　バールスクラの手を振ふり払はらい、手をこちらへ向ける。ゼリーを放つ。それがあっさりまた、大兎の命を奪うばう。

　これで六回。

　六回殺された。

　もう、復活しない。

　あと一度、殺されてしまえば大兎は、本当に死ぬ。

　バールスクラが、言った。

〈早く、逃げろ、馬鹿。もう僕の力じゃ、こいつを押さえられ……〉

《アハハハハハハハハ　これで終わり、オワリ、終わりぃいい……あと一回殺せばこいつは死ぬ。そしたらサイトヒメアも死ぬ。そしたらバールスクラも存在の意味をなくす。それで全部終わり。この苦痛は終わり。胸の痛みは終わり。そして私は狂って終わり。さあ死んで。死んで。全員、消えてなくなって？》

　そう言って、手を伸のばす。こちらに手を伸ばす。

　その手を見つめ、それでも大兎はさらに一歩、彼女に近付く。もう、ほとんど、彼女の伸ばした手が触ふれるほどの距きよ離りまで近付く。

　そして。

「いいよ」

　と、言う。

「……ヒメアに殺されるなら……いいよ。そうじゃなくてももう、ヒメアの命をもらってるんだ。本当に君の命が残り少ないっていうなら……それなら、一いつ緒しよに死んでもいいよ。でも……」

　大兎は手を伸ばし、彼女の手にそっと触れる。赤いゼリーを生みだそうとしている、彼女の手にそっと触れる。つかむ。彼女は放せと叫ぶが、放さない。絶対に放さない。そしてそのままその手を、自分の顔へと持っていく。もしここで、彼女がゼリーを生みだし、放てばまた、頭が吹っ飛ぶだろう。それでもう、大兎は生き返ることはできない。もう二度と、生き返ることはできない。

　しかしそんなことはもう、気にならなかった。ただ、ただ、彼女の華きや奢しやな手を強く握にぎって、自分の頬ほおへと持っていって、

「……でも、死ぬ前にもう一度、話そう。俺はまだ、ヒメアに伝えてないからさ。俺もヒメアのこと好きだって、伝えてないからさ……起きてきて、もう一度だけ話そう？」

《黙だま……》

「好きだよ、ヒメア」

《…………》

「君が好きだ」

《…………》

「だからもう、そんな不安がるなよ」

《…………》

「これからはずっと、ずっと君の側そばにいるからさ」

《…………》

「もう絶対に、君を独りにしたりしないからさ」

《…………》

「だから」

《…………》

「俺の命は、君の好きにしていいから」

《…………》

「だからもう一度だけ、笑って見せてくれ」

《…………》

「ヒメアの笑う顔が、俺は一番好きなんだ」

　と、大兎はそう言って、目を閉じる。彼女の手に、唇くちびるをつける。泣きそうな顔で、唇をつける。
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　するとその手が、ぴくんっと震ふるえる。親指が大兎の唇を探さぐって。優やさしく触れてくる。

　そして。

「……馬鹿」

　と、ヒメアが言った。

　それに大兎が目を開けると、そこには彼女がいる。

　いつもの、彼女がいる。

　瞳はもう、ウサギのように全面が赤かったりしない。涙なみだももう、赤くない。

　悪いた戯ずらな、それでいてどこか優しい瞳でこちらを見つめている。顔をくしゃくしゃにして。涙でくしゃくしゃにして。

「……遅おそいよ」

　と、彼女は言う。

　その彼女の顔を見て、大兎は微ほほ笑えむと、

「ごめん」

　と、応こたえる。

　すると彼女はそのまま抱だき着いてきて、少しだけ強い口調で、

「それに死んだらどうするのよ……」

「ごめん」

「私の意識が戻もどらなかったら……たまたま、私の意識が戻らなかったら、死んでたんだよ？」

　という言葉にも、大兎はもう一度、ごめんと言う。そのまま彼女の体を抱き締しめる。細い、強く抱き締めてしまったら壊こわれてしまうんじゃないかと思うほど華奢な体を、壊れてしまいそうなほど強く抱き締める。

　そして。

「ずっとほっといて、ごめんな」

　と、言った。

　すると彼女はしばらく抱かれたままになったあと、

「ううん。大だい丈じよう夫ぶ」

　と、言った。

「大兎が好きって言ってくれたら、私は無敵なんだから」

　なんてことを、彼女は言った。

　それに大兎は笑い、

「……無敵なわりには、やばかったけど」

「だねぇ」

「で、もう大丈夫なわけ？」

「うん」

「バールスクラは？」

　という問いに、彼女はあっさり、

「いるよ」

　と、答えてきたので、大兎は少しだけ、彼女を自分の胸から放す。そして彼女の顔を見る。

「ええ？　じゃあ、もう一人の女のほうも……」

「そっちもいる。いまは私の力が戻ったから少し、静かになってくれたけど……でも、いる」

　それに大兎は慌あわてて、彼女を見つめた。彼女の顔や、仕草、表情が、間ま違ちがいなくヒメアのものだというのを確かく認にんしてから、

「……ええと、あ～、ちょっとよくわかんなかったんだけど……いったいさっきの、なんだったの？　ヒメアの別人格？」

　と聞くと、彼女は首を振ふった。

「ううん。違う。あれは魔ま法ほう」

「魔法？」

「うん。《幸福》を使うための、第一段階の魔法」

「……幸福？　第一段階？　ええとあの、話がよく、見えてこないんだけど……」

　が、彼女はそれに、

「わかんなくていいよ。もう、出さないから。ごめんね、迷めい惑わくかけて……」

　と、そう言ってから、彼女は大兎から離はなれ、それから周囲をきょろきょろ見回す。床ゆかに落ちた、リボンを見つけ、それを拾う。胸に結ぶ。

　それを大兎は見ながら。

　彼女の、いつもどおりの姿を見ながら、聞いた。

「……でも、さっきの話は……」

　しかしそこで、

「忘れて」

　と、すぐに彼女は遮さえぎってくる。

　だが、忘れるわけにはいかなかった。バールスクラの言葉を、それに、甲かん高だかい女の声が言った言葉を、忘れるわけにはいかなかった。

　大兎は、続ける。

「さっき、バールスクラが言った……ヒメアの命がもう、残り少な……」

「大丈夫だから、気にしないで」

　と、彼女は言ってくるが、

「いやいや、大丈夫じゃないでしょ。だってそれ、俺のせいだろ？　俺を生き返らせたせいで、ヒメアは……」

　が、彼女はこちらを見る。嬉うれしそうな顔で、こちらを見る。笑う。いつもの、強気な瞳ひとみで笑う。黙れとばかりに、笑う。

　そして、

「大兎」

「ん？」

「大好き」

「ってそんなので誤ご魔ま化かされな……」

　が、彼女はそこで突とつ然ぜん、飛び付いてくる。さらにひょいっと背せ伸のびをして、自分の唇を、どういうわけか彼の唇に重ねてきてしまい。

「………………………………………………………………」

　あっさり、誤魔化された……

　そのまますぐに、唇が、離れる。それでも自分の胸の奥おくにある心臓が、飛びあがるほど速く、速く、速くなってるのを感じて、

「な、な、なに、これ？」

　と、大兎が言うと、彼女はまた悪いた戯ずらっぽく笑って、

「えへへ～」

　と言った。彼女の顔もちょっと、恥はずかしそうに赤い。

「大兎、大好き」

「いや、ええと……」

「大兎は？」

「え？　あ～」

「大兎は私のこと、好き？」

　その、言葉に。

　大兎はまた、困ったような顔をしてしまう。暗い、明かりのない天てん井じようを見上げ、それからぐるっと首を回して床を見つめて、自分の顔が、赤くなってしまっているのを隠かくすようにしてから、

「……ああ、ええと、うん……好きだよ」

　と、言う。言ってから、好きだと言うだけでこんなに恥ずかしいとなると、大変だぞこりゃ、とうめきたくなる。

　するとその、大兎の顔をのぞきこんできて、

「顔、赤くなってる」

　と、ヒメアがいう。

「ヒメアもだよ」

　と、大兎が言うと、あははと彼女は笑う。それに彼も笑い、それから顔を上げ、

「で、じゃあ、もう全部事件は片付いたわけ？　ヒメアの中のなんか、よくわかんない力が暴走して、今回の赤い雨とかが降ってきたってこと？」

　と、彼が聞くと、彼女はそれに、

「ううん。私、赤い雨なんて降らせてないよ」

　と、言う。

　それに大兎が、

「え？　じゃあ誰だれが降らしてんの？　バールスクラとかいうのが、ヒメアを乗っ取るために……」

　が、彼女は首を振り、

「違う。バールスクラは、私があまりに弱ってたから……助けにきたの」

「助けに？」

「うん」

「なにから？」

　と、いう、大兎の問いかけに、彼女は答えた。

　一言。

「《天てん魔ま》」

　とだけ、答えた。

　その刹せつ那な。

　かちかちかち、という音が背後で鳴った。あの、校庭で鳴っていた、虫が歯を噛かみ合わせるような音が鳴った。

　廊ろう下かの奥の階段で鳴っていた、不気味なかちかちという音が、鳴った。

　それに、

「え？」

　と、大兎が振り返ろうとするのを、

「振り返っちゃだめ」

　ヒメアが、押おさえる。そのまま彼女は微ほほ笑えみ、

「キスしちゃったね」

　とか、ちょっとそんなこと言ってる場合じゃないだろというような状じよう況きようで、言ってきて、

「あの、ヒメア、そういう場合じゃ……」

「それに大兎が好きって言ってくれて、私、すごく嬉しかった」

「いやだから、そんな場合……」

　しかしそれも遮って、彼女は、

「だからもう……もう、思い残すこと、ないや」

　という、その言葉に、

「……って、へ？　ちょっとヒメア、なにを……」

　が、そこで体を動かして、彼女を自分から離はなそうとしたのだが──なぜか、動かなかった。指先一つ、動かなかった。なにか奇き妙みような力に拘こう束そくされていて、体が動かなくなってしまっていた。

　それに、

「なんだ、これ」

　と、大兎は驚おどろくが、ヒメアはその、大兎の顔を幸せそうに眺ながめている。嬉うれしそうに眺めている。そして一いつ瞬しゆんだけ。ほんの一瞬だけ、悲しそうな、寂さびしそうな顔をする。

　そして。

「ほんとは嘘うそだけど。思い残すことがないなんて嘘だけど……でも、もう十分」

「ちょっと待てって。勝手に話進めんなよ。なにが起きてる？　いま、ここでなにが起きて……」

　が、彼女はその、大兎の口に指を一本当てる。しーっと言う。悲しそうな顔のまま笑って、しーっと言う。

　そして。

「黙だまって。もう、最後なんだから、笑え顔がおを見せてよ」

　なんて言われて、笑えるはずなかった。笑顔なんて、作れるはずなかった。

「なんなんだ。いったい、ヒメアはなにをしようと……」

　するとヒメアはそれに、大兎の背後を、ひょいっと見る。廊下の奥おく。暗くら闇やみの奥を、真っ直すぐ見つめ、

「あれ、私を狙ねらってるから」

「あれって、あれってさっきバールスクラが言ってた、テンマとかいう奴やつのことか？」

「うん」

「それ、いったいなんなんだよ？　ヒメアが俺にくれた、貂テン魔マとかいう力の……」

「それとは違ちがう。もっと全然、悪いもの。このまま一いつ緒しよにいたら、大兎も、学校も、世界も、すべて、悪くしちゃうもの。でも私がいけば……私があいつの力に犯おかされて消えれば、しばらくは世界は保もつ。大兎が生きてる間くらいの時間は……」

　しかしそこで、彼女は言葉を止める。寂しそうな顔を笑顔に変えて、

「なんてね。最後なのにこんな話、する必要ないね」

　なんてことを言う。

「じゃあ、またね。大兎はこの世界で……あの遥ちゃんとかいうのと、幸せになってね」

　なんてことを言う。

「最後に好きって言ってくれて、嬉しかった」

　なんてことを言う。

「生きてたかいがあったって、そう思えた」

　なんてことを言ってから、彼女はもう一度、背せ伸のびをする。大兎の顎あごに、軽くキスをする。そしてそれから、

「ばいばい、大兎。大好きだよ」

　と、そう言って、彼の背後へと歩き始める。

　かちかちかちと、相変わらず奇妙な音が響ひびき続けている廊下の奥へと、歩き始める。

　それに大兎は、

「…………」

　大兎は、ふざけんな、と、思う。

　なんだよこれ、と、思う。

　せっかくいま、助けたと思ったのに、今度はいったいなんなんだよ、と思う。

　そして思いだす。これかよ、と、思いだす。さっき、バールスクラが言ってた言葉。彼女の命の残りがもう、ほとんどないという言葉。

　大兎を生き返らせたせいで、テンマを防ぐ方法がもうなくなってしまった。だからもう、彼女の命の残りはもう、なくなってしまった。

　大兎のせいで。

「……俺の、せいで、ヒメアは死ぬのか……？」

　と、うめくように言う。

　そして腕うでを動かそうとする。振ふり返ろうとする。しかしなにか強い力で押さえられてしまって、まるで体が動かない。

　だが、

「ヒメア、ちょっと待て」

　と、彼は言った。

「俺を押さえてる力を、解け！」

　と、彼は叫さけんだ。

　だが、返事はない。彼女の返事はない。それに大兎は、

「ふざけんなよ。絶対に、絶対にいかせないぞ」

　と、全力で体を動かそうとする。

「さっき、ずっと一緒にいるって言ったのに、また俺を、嘘つきにするつもりかよ。なめんなよ。俺は絶対に……」

　とそこで、少しだけ右腕が動く。右脚あしも動く。

「絶対におまえを、独りでそっちにいかせない……」

　歯で、唇くちびるを噛かむ。唇を噛みきってしまうほど強く噛む。すると左脚も動く。そのまま動くようになった右手で、自分の顔面を殴なぐる。思いっきり殴る。それで彼の体が少し、後方へとのけぞる。顔が背後へと向く。目が、背後へと向く。

　そして背後の景色が一瞬、目に入る。

　廊ろう下かの向こうから、闇よりも暗い闇が近付いてきているのが見える。かちかちかちと音を鳴らして、なにか、奇妙な……

　が、そこで。

「振り向いちゃだめ！」

　ヒメアが叫んだ。

　そのまま、大兎の目を彼女は手で塞ふさぐ。

「見ちゃだめ。なんで振り返るの!?　見ただけで、見ただけで人間なんか、その存在ごと消えちゃうのに!?」

　焦あせった声こわ音ねで、彼女はそう言う。

　だがその、彼女の手をつかむ。さらにもう片方の腕を、彼女の腰こしに回す。そして、

「じゃあ、いくなよ。俺をおいていくなよ」

「でも、でも私がいかないと……」

　しかしその、言葉を遮さえぎって、

「そんなん知るか。ヒメアが独りで犠ぎ牲せいになるっていうなら、俺も一緒に死んでやる。存在が消えるとかはよくわかんないけど、いいよ別に。一緒に消えてやる」

「ちょ、馬ば鹿か大兎、わがまま言わな……」

　しかしそれに、

「わがまま言ってんのは、おまえだろうが！」

　と、大兎は怒ど鳴なった。

「独りでいくとか、言うなよ。独りで全部抱かかえこもうとすんなよ。なんで全部、黙って独りでやっちゃうんだよ。勝手に独りで、辛つらい思いしてんじゃねぇよ。なんも言ってくんなかったら……なんにも教えてくれないでおまえが辛い思いしてたら俺、寂しいだろうが！」

　と、大兎は怒鳴った。

　それに。

「…………」

　それにヒメアは、黙だまってしまう。ただ、彼女の手が震ふるえているのがわかった。小さく、震えているのがわかった。

　その、彼女に、

「だから、ちゃんといまの状じよう況きようを教えてくれ。でもって、みんなで解決しよう。俺が全然頼たよりなくて、助けにならないんだったら、ほら、あのむかつく生徒会長もいるしさ……だから……だから一いつ緒しよに戦おう。あきらめて、死ぬとか言うなよ。きっとまだいける。一緒に生徒会室までいけば……」

　しかしそれに、

「無理だよ」

　と、彼女が言うが、

「無理じゃねぇよ」

　そう言って、彼女の手を、大兎は目からどける。もちろん、背後は振り返らない。彼女が、背後を見ただけで人間はその存在が消えてしまうと言った。なら、ほんとにそうなのだろう。

　だから大兎は後ろを振り返らない。

　ただ、ヒメアだけを見つめ、

「俺はおまえを救う」

「無……」

「黙れ。救う。だからおまえも一緒に、少しは頑がん張ばってくれ」

「…………」

「生徒会室にいくぞ。月光の助けを求める。だがもう、階段のほうの廊下は塞がってるから、下の階には降りれない」

「…………」

「だから視し聴ちよう覚かく室のベランダから下に、落ちる」

「…………」

「そこから月光に異次元への道を開いてもらって、とりあえずテンマから逃にげる。でもってそっから、テンマとかをなんとかする方法を考える。いいか？」

　という、その言葉に、彼女は困ったような、泣きそうな顔で笑って、

「……もぉ、大兎がこんなにわがままな子に育つと思わなかった……」

　と言った。

　それに彼はにやりと笑って、

「そう？　昔っから俺、わがままだぜ？」

　そう言ってから、動き始める。彼女の手をつかみ、引く。彼女がもう二度と、独りではぐれてしまったりしないように、強く引く。

　すると彼女はそれに、ちゃんとついてくる。振ふり返ることはできないが、彼女がついてくるのを感じる。

　それに大兎は満足気にうなずくと、

「よし、いくぞ」

　と、言った。

　そして視聴覚室に入る。

　視聴覚室の窓は、さっき、ヒメアが放った赤いゼリーですべて溶とけて消えてしまっている。それどころかベランダまで、穴が空いて、消えていて、

「やった。雨に濡ぬれないで、下に落ちれる……」

　と、言う。

「ヒメア、ついてこれる？」

　と、聞く。

　すると彼女は、

「……うん」

　と言った。

「大兎に、ついてく」

　と、そう言った。

　それに彼はもう一度うなずき、ベランダに飛び降りようとする。

　その、前に、窓の外が見える。

　空に、血のように赤い月が昇のぼり。

　その月を覆おおうように雲がかかって、赤い雨が降り続けている。

　それを大兎は見つめ、それから、

「さあいこう」

　それから、下の階へ。

　生徒会室がある五階へと、二人は飛び降りた。




　　　　　◆◆◆◆




　そこから少し、場所は移る。

　次元を股またにかけて、場所は移る。

　それは生徒会室の壁かべに開いた、穴の向こう。

　ずっと向こう。

　そこはすべてが赤い世界だった。

　なにもかもが赤い世界だった。

　赤い土に、赤い空。

　地平線の向こう側まで、赤、赤、赤。

　その赤があまりに赤すぎて、

「……くそ。目が痛い……」

　と、月光は呟つぶやいた。二、三度まばたきをし、うんざりしたように周囲を見回してから、

「それで？」

　と言う。

「なぜ俺をここへ連れてきた？」

　と言う。

　それに続いて後ろから美雷が、

「そうだそうだー！　いったいなんであたしたちを……」

「うるさい。おまえは黙れ」

「えええええええ!?」

「いいから黙れ」

　と言って、月光は振り向く。半眼で彼女を見つめる。

　雷かみなり状の髪かみに、セーラー服という、もうその存在自体がマンガみたいな雷少女を見つめ、

「知ってるか美雷。俺は今日、ほとんど寝ねていない。寝不足だ。寝不足だと機き嫌げんが悪くなる。おまえのキーキーした声を聞くだけで頭痛がしそうだ。だから、少し黙れ」

　その月光の言葉に、しかし、美雷は頬ほおをぷーと怒おこったように膨ふくらませる。たれ目を必死につり上げてこちらをにらみ、

「あたしキーキーしてないもん！」

「じゃあピーピーだ」

「ピーピーもしてなぁああああああい！　ってそれゲリみたいじゃあああああん！」

　と叫さけぶ美雷の声に、本当に頭痛がしてきて月光は頭を押おさえる。うんざりとため息をつく。そして、

「…………」

　とりあえずもう、無視することにする。

「無視すんなぁああああ！」

　と背後でゲリガキが叫ぶが、それも無視する。

　そのまま彼は再び前を向き、

「つまりはそういうわけだ」

　なんてことを言った。

「俺はいま、寝不足であまり気が長くない。ことと次し第だいによっては、おまえを殺すぞ？」

　と、言った。それから腰こしの剣けんを抜ぬく。剣先をくるっと返す。いつでも戦える準備をしてみせる。

　そして。

「…………」

　そして彼は、目の前にいる、ナニかを見上げた。

　自分の体の、百万倍以上もありそうな、巨きよ大だいなナニかを見上げた。

「…………」

　そいつは少しだけ、お伽とぎ話ばなしに出てくる龍りゆうのような形すがたにも見えたが、しかし、あまりにもその体が大きすぎて、姿の全ぜん貌ぼうが目に入らないからそいつがいったい、本当のところどういう形かたちをしているのか、まるでわからなかった。

　こうして見上げていると龍というより、本当に山を見上げているような気分になってくる。

　山相手にどうやって戦う？　と、一いつ瞬しゆん心の中で自じ嘲ちようするように笑いそうになるが、それも押し殺して、言った。

「……で、いったい俺になんの用だ？」

　するとその、山のようなナニかが、答える。




《顔を見ようと思って》




　女とも、男ともわからない声だった。だが、人ではないことだけは確かだ。

　まあ、山だしな──そう心の中で呟いて、無む駄だに笑いそうになる。どうやら本当に、寝不足のようだ。

　その、山のような、龍のような化け物を見上げながら、彼は続ける。

「俺の顔を見たいって？」




《ああ》




「なんのために？」




《今回は、どのような鴉カラスが選ばれたのか、知りたかったから》




「俺は鴉じゃない。人だ」




《ハハハ、ははは、ハハハ》




　その、山から降ってくる笑い声に、月光は顔をしかめる。

「黙だまれ。おまえの笑い声も癇かんに障さわる。頭が痛くなる」

　そう言うとまた、山が笑った。




《今回はまた、おもしろい奴やつになった。で、おまえはなんだ？》




「俺は天才だ」




　しかしそれは、どういうわけだか、無視される。




《おまえが闇やみを抱かかえる、右首か？》




「闇？」




《ああ》




「意味がわからないな」




《わからないか》




「ああ」




《じゃあ……じゃあきっと、闇を抱えて苦しんでいるのはおまえの弟だ》




　その言葉に、月光の目が開く。眠ねむ気けで少しだけ緩ゆるくなっていた瞳ひとみが、開く。

「弟を知ってるのか？」




《ああ。でもそれはいい。それよりも、遠くで光が昇のぼるな……月が……赤い月が泣く……狂くるった魔ま女じよが泣く。鴉の右首が啼なく。それでおまえは、左首はどんな声を出して鳴く？》




　なんてことを、声が言う。まるで意味のわからないことを声が言う。こちらの質問には答えずに、山のような、龍のような化け物が独り、言葉を続ける。

　それに、

「俺の質問に、答えろ」




《ハハハ、ははは》




「おまえの笑い声は耳障りだと、言ったろう？　本当に殺すぞ？」




《ハハは、ははは》




　そこで月光は、剣を地面に突つき立てる。いや、地面というよりはそこも、その、赤い化け物の一部だった。

　この世界のすべてが、この化け物の一部だった。

　その、化け物の体に剣を突き立て、

「……こいつを詛のろえ、凶スペル・剣エラー」

　と、呟つぶやく。するとそれに剣が、

「…………」

　剣が、反応しない。

　すべてのものを祓はらう力があるはずの、凶スペル・剣エラーが反応しない。

　それを見つめ、それから空を見上げ、

「貴様、なにものだ？」

　と、聞いた。

　すると空から、声が降ってくる。

　やはり男のものとも、女のものともわからない奇き妙みような声が、




《天てん魔まだ》




　と、言った。




《鴉に少しだけ、力を貸しにきた》




　と、言った。

　そして、




《あの魔女を……世界を異お常かしくする狂くるった《最ラミ古エルの・魔リ女リス》を殺すための方法を、おまえに教えにきた》




　と、そう、天魔が言った。








　あとがき







『いつか天てん魔まの黒ウサギ』、早くも二巻の登場です！　いかがでしたでしょうかー？

　一巻で物語を始める大事な話をしたのですが、この巻でやっと、この物語の設定やらなにやら、本当のところがきちんと語られ始めています。逆に言うと一巻では、なにも知らない大たい兎との視点、というのがメイン機き軸じくだったので、普通の高校生がふと気づくと、異お常かしな話に巻き込まれていってしまう、という、世界観とキャラ見せになっていたのですが、それが今巻からは、きちんと形をなし始めます。最初から続きを書いていいと言われ、連続刊行も決定していたので許されたこと、とも言えるのですが、今回の物語は最初からものすごく大きな題材を扱あつかわせてもらえてます。

　なんせ、一巻では伏ふく線せんだけ出して、まったく回収しなかったものがここでどかどかオモテに現れてくるからねー。天魔とはなんなのか？　黒ウサギとはなんなのか？　バールスクラは？　《幸福》は？　と、まあ、まだ二巻なのですべてが回収されていくわけではないのですが、しかし、それぞれが抱かかえる闇やみや、本当のところの苦く悩のうが一気にオモテに現れ始め、それとどうやってみんなが戦っていくのかが、焦しよう点てんになってきます。

　ちなみにこの二巻を担当の美少女キャサリンに最初に出したときの反応。

『ええ～、もう最終回くらいの勢いじゃないですか！　大丈夫なんですか！』

　さらに編集長も、

『鏡さん、まさか三巻で終わる気ですか？』

　と聞いてくるほど、二巻はどかんといってます！　でも大だい丈じよう夫ぶ。いつ天の題材は本当にでかいので、このペースでいってもいいのです。一巻でどうなってるのここ、と不満を持たれそうな部分は、実は伏線なんだぜ！　二巻でええええと驚おどろく部分も（あ、でも、これは二巻だからそこは秘密だけど）ええとだから、あれがあれしてあれなんだぜー……とか、そういうのがすごく多いんです。なので、いつ天は前のめりでどかんといきます！　題材が本当に多いので、展開ちょっ速でいきます。みなさんよろしくお願いします！

　と、作品について語ったところでー。

　まずはお礼。いつ天、みんなのおかげで、なんか怖こわいくらい調子いい！　やばい！　編集部全体で祭りになるほどやばい！　発売前は、受け入れられなかったらどうしよー、とか、担当キャサリンとぶるぶる震ふるえていたのだけど、蓋ふたを開けてみたら、なんかみんなに助けてもらえて、すごいことになりました。いや、どれくらい僕と担当キャサリンがガクガク震えていたのかを説明するために、ちょっとこんな会話をのぞいてみましょう。

「か、鏡さん」

「はい」

「し、新作、もうすぐ発売ですね！」

「そ、それ言われるとガクガクして寝れなくなるのでやめてください！」

「ちなみに鏡さんはこんなジンクスを御ご存ぞん知じですか？　漫画のほうとかでよく聞くジンクスなんですが」

「なんでしょう？」

「売れた作品を書いた作家さんの、二作目は売れない！」

「縁えん起ぎ悪ぃこと言うなぁあああああ」

「おまけに鏡さんは奇き蹟せき的てきに、一作目の武官弁護士エル・ウィン、二作目の伝説の勇者の伝説と、続けて売れてます」

「ありがたいことです」

「しかし三度目はさすがにっ！」

「おおおおおおおい！　ってかなんでそんな弱よわ気き？　なんでそんな弱気？」

「だだだ、だって怖いんだも～ん。キャサリンこれ売れなきゃ、どーなるかわかってるよね？　わかってるよね？　ってみんなに言われるんだも────ん！」

「いやそーかもしれんけど、僕だって怖いんだぞおおおお！」

「しかーし、そこで天才的なわたくしは、この恐怖を克こく服ふくする、月げつ光こう君ばりに天才的な方法を見つけてしまったのです！」

「え？　うそまじで？　なになに？」

「発売日直後からわたくし、シンガポールへ旅行へいきます！」

「現げん実じつ逃とう避ひじゃねぇか！　じゃ僕もいく！　僕はなんかバリ島とかいく！」

「なぜにバリ？」

「いきたいから。ところでキャサリンはなぜシンガポール？」

「いきたいからです」

『だよねー!!』

　と、お馬ば鹿かな二人がした会話の八割は嘘うそですが、担当さんが発売日直後に、何日も徹てつ夜やして仕事を終わらせ、シンガポールへいったのは本当です！　そして編集部に帰ってきたら、なんといつ天が超売れたので編集部全体に拍はく手しゆされたという話です。僕は拍手されてないのに、シンガポールいった担当さんは拍手されるなんてずるいよ！（笑）

　という冗じよう談だんはさておき、僕も、担当さんも、編集部全体も、みんなして本当にガクガクしていたのですが、読んでくれたみなさんのおかげで、一巻で僕が干ほされる説は、なんとか回かい避ひしました！　やった！　生き残った！

　いや、まだ戦いはこれからなのだけど、みんなのおかげで今日も生きております！

　みんなありがとねー！

　そしてここからも丁てい寧ねいに、丁寧に、みんなに楽しいと思ってもらえるようなものを書けるよう頑がん張ばっていくので、よろしくお願いします。

　ちなみにこのあとがき、一巻の発売から一週間ぐらいしたところで開かれたサイン会の翌日に書いているのだけど。読んでくれたみんなに昨日会って、ますます、本気で頑張ろうと思いました。だってみんな優やさしいんだもんなー。それにええと、これはいつも言っていることなのですが、このいつ天のあとがきでは書いていなかったので、ちゃんと書かなきゃ。ってか、他のシリーズの僕のあとがきすでにいっぱい読んでて、もうそれは聞きあきたよーというみんなは、ごめーん。

　でも、言います。小説は、みんなのものだと僕は思っています。当然ですが、読んでくれる人がいなければ成立しません。だから、みんなに助けられて僕はこれを書けているし、編集部もこの本を出せてます。いつも感謝の気持ちを忘れちゃだめだと、心で思っています。だからみんな、ありがとね！　僕も、編集部も、みんなのことが本当に大好きです！　みんなの期待に応こたえたいと、それだけを願っています。

　そして一緒に、まだ始まったばかりのこの、『いつか天魔の黒ウサギ』を作っていきましょう。これからもどうか、よろしくお願いします！

　と、よし、必要なことは、言った！

　さてと、そろそろページがなくなってきたので、今後の予定について～。

　ちなみに現在、六か月連続刊行中です。これはその三冊目ですね。折おりかえし地点！

　んで来月は『大伝説の勇者の伝説５』が出ます。こちらも話は急展開していきます。というか、伝勇伝史上最も大きな話になる予定です。なんとついに、戦争が始まります。ライナは本当に厳きびしい選せん択たくを迫られます。でも伝勇伝読んでなきゃ、ライナって誰だれだよ！　になるよね～。読んでない方は、ごめんね。そして伝勇伝は巻数多いから、なかなか怖くて入れないよ～という方もいるらしいのですが、うん。

　僕だってそう思うぜ！（笑）

　なんでこんなにいっぱい伝勇伝出てるのに、部数が落ちないままみんなに読んでもらえてるのか、僕が不思議なほどだもんね！　ほんとみんな優しい！　ありがとね！

　でもさくっと読めるよう気を使ってあるので、一巻にちょっとチャレンジしてみよかなーと、軽い気持ちで入ってもらえると、意外と敷しき居いは低いと思うよ！

　そして、それでもやっぱ巻数が多いよ～という方には、コミックスから入ってみるというのはどうでしょうか？　実は伝勇伝のコミック版が、ついに発売されまーす！　三月九日に、伝勇伝の一巻の内容がばっちりわかっちゃう、ドラゴンエイジで連れん載さいされている漫画がでちゃうのです。僕は毎回ネームチェックさせてもらってるのですが、なんか超おもしろいです！　んでそれを読んでみて、それで気に入ったら小説のほうに入ってみる、というのはどうでしょう？　コミックスから入るこのやり方、敷居低いよね？　ね？　そして僕、いま、素晴らしい宣伝した！　ジャ○ネットタカタばりの素晴らしい宣伝した！（笑）これは編集部が僕を褒ほめるために高級焼肉の店を予約するに違ちがいな……え？　早く原稿あげろ？　あわわわわ。

　ええとそれで～、それとは別に二月九日にさらに敷居の低い、とよたさんが描く爆ばく笑しよう四コマ漫画『なんとなく伝説の勇者の伝説』が出ます。そちらには僕が書き下ろしたショートショートもついてきます。こっちから入る手もあるぜ！

　という宣伝をしつつ、『いつか天魔の黒ウサギ３』も、もうすぐ目の前、再さ来らい月げつに出ちゃいます！　六か月連続刊行、怖ろしすぎる！（笑）

　なのでそんなこんなで、今回はこのへんでよろしくお願いしま～す。

鏡貴也公式ＨＰ　http://www.kagamitakaya.com/
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